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第１章　毒どく女おんな、騙される












　ベラドンナはコルセットが大嫌いだった。己とは違う価値観を無理やり押し付けられているようで、しかもそこからはみ出ることを許さないような窮屈さが、どうしても性しょうに合わなかった。

　しかし今日だけは何とも思わないどころか、装着することに喜びすら感じられた。

「本当に、本っ当～に王太子殿下には申し訳ないのだけれど、生娘でなくなった私は王太子妃として不適格だものね。百歩譲って殿下が構わないとおっしゃっても、取り巻きの方々が黙ってはいないでしょう。その前に、争いごとを厭いとう殿下が私に執着なさるとは思えないけれど……うふふっ」

　コクラン家の二階の客間には家族全員が集結していた。父、継母、義弟。みなベラドンナが集めたのだ。

　けれども、浮かれているのはベラドンナだけ。義弟レインは呆れ顔で沈黙し、継母クラウディアは頻繁にため息を吐き苛立ちと落胆を隠そうともしない。そして、父はそんな妻を見てオロオロと狼狽えるばかり。

「はぁ、なんてこと……。まさか王太子妃になりたくないからと平民の男を選ぶだなんて……」

　ベラドンナは聞き逃さず、クラウディアに笑顔で詰め寄る。

「あらお継か母あ様さま、先日の説明でご納得頂けたと思っていたのですが？　もしかして――」

「いえ、いいのよ！　十分納得しているわ、なんでもないの！」

　顔を青くし首を振る継母に満足し、ベラドンナはそれ以上の追求をやめた。家族に理解は求めておらず、ただそっとしておいてくれるだけでよかった。

「今の私があるのは、お継母様が私の夢を後押しして下さったおかげです。ナティエの街は自然に囲まれ研究の拠点として最適ですし、王都こことも近いからお父様の研究所との連携も取りやすい。おまけに、愛する人も得られて……ああ、なんて私は幸せ者なのかしら！」






　ベラドンナ・コクランは由緒正しき伯爵家の一人娘である。

　ただ、母とは赤ん坊の頃に死別した。父ロバートは乳母ナニーを雇ったものの、「片親なぶん、自分が愛情を注がなくては！」と父性を存分に発揮して、積極的に愛娘と関わろうとした。

　彼は貴族であると同時に植物学者でもあったので、「散歩」の名目で幼いベラドンナを野外調査に連れ回した。そして、周囲が気づいた時にはすでに、ベラドンナは野山が大好きなアクティブな少女へと成長していた。

　ベラドンナの夢は幼少期から一貫して、父と同じく植物学者になることだった。女性が外で働くことが一般的ではない世の中で、それがどれだけ特異なことか。ベラドンナは親戚中から猛反対を受けることになる。

　ところが、伯爵令嬢らしくあれとどれだけ小言をぶつけられても、あるいはロバートがクラウディア――ベラドンナ矯正係――と再婚しても、ベラドンナは決して夢を諦めなかった。

　ベラドンナは反対されればされるほど、逆に闘志を燃えたぎらせた。文句のつけようがないほどに貴族令嬢としての立居振る舞いを完璧に身につけ、それと同時に勉学にも人一倍励み、遂にはクラウディアをして「ベラドンナは賢いので希望通り学問の道に進ませたい」と言わしめるに至った。

　ベラドンナは大学に進み、男ばかりの中でも負けず常に首席であり続けた。そして二十歳で卒業したのちナティエの街で下宿を借り、研究に没頭する生活を送っていた。

　そんな中、およそ一ヶ月前、ベラドンナのもとに前触れもなく一つの縁談が舞い込む。その縁談の相手というのが、この国の王太子であった。

　父とともに社交の場に顔を出したことはあれど、王太子とは面識がない。先方のことは平凡だとか温厚だとか一方的に噂を耳に挟む程度。どうして己に白羽の矢が立ったのか、ベラドンナにはわからなかった。

　王太子はいずれ国を統べる王になる。王太子妃もいずれ王妃になる。

　――王宮に嫁いだら最後。外出も研究も、読書ですら「王太子妃として」「王妃として」という言葉のもと、制限されるに決まってる。私の自由は完全に奪われるのだわ。

　広い野山を駆け回って育ったベラドンナにとって、王宮というのは牢獄と同じ響きに聞こえた。想像しただけで窒息しそうで、縁談をもらってすぐに「断ろう」と決断した。

　しかしながらベラドンナは伯爵家の娘、かたや相手は王太子。身分的に下のベラドンナから申し出を蹴ることは許されない。

　そこでベラドンナが考えたのが、他の男とくっついてしまうこと。要するに、処女でなくなってしまうことだった。

　王太子妃に求められるのは、何よりもまず王太子の子を産むこと。間違っても他の血筋に冠を載せることがなきよう、処女で嫁ぐことが妃候補に求められる絶対条件だった。

　偶然にもベラドンナには「ウィル」という年の近い友人がいた。

　半年ほど前になじみの食堂でたまたま話しかけられたのをきっかけに、親しくなった平民の青年。それがウィルだった。

　ウィルへの感情は性愛ではなく親愛。異性として意識したことはないものの、唯一の理解者として絶対の信頼を置いていた。

　世の男たちは、女が男と対等だとは考えていない。お飾りか家政婦か、道具か。彼らは女を自分たちに都合のいいものとしてしか扱わない。

　しかしウィルは違った。

　女の身でありながら研究者として生計を立てているベラドンナを、ウィルは決して嗤わなかった。それどころか「すごい、尊敬する」「行動力が羨ましい」と羨望の眼差しを向けたのだ。

　ベラドンナがウィルに処女喪失の手伝いを頼むのには、それだけで十分だった。

　己の生き方を肯定し、共に語り笑い合える存在。過ごした時間は短く、恋人の関係でもない。それでも、ウィルならばきっと理解も協力も得られるはずだ。――とベラドンナは考えた。他に候補となる男性がいなかったのもあるけれど。

　もっとも、処女喪失のどさくさに紛れて求婚されたのは予想外だった。しかし未婚のままでいれば今後またいつ縁談が降って湧いてくるかわからない。それゆえ、ベラドンナは勢いのまま受け入れることにしたのだった。






「お父様、お継母様、今までお世話になりました。これからは貴族の娘ではなく、いち平民として生きていきます。この家の財産の相続権も放棄します。だから――」

　今日はこれからウィルが来る。ベラドンナの家族との顔合わせなのだ。この通過儀礼を無事済ませたら、ロバートが王太子に縁談を断る――断らざるを得ない――旨をしたためた書簡を送り、一件落着となるはず。

　ベラドンナは計画の成功を信じて疑わず、すでに問題が片付いた気になっていた。

　――ああ、これで厄介ごとから解放される。貴族の価値観も王太子も、みんな揃っておさらばよ！

　ベラドンナは殺伐とした空気などものともせずに喜び、両親に感謝の言葉まで告げた。

　その時ふと、階下が賑やかになったことに気づく。

　扉を開く音、話し声、階段を登る靴の音。

「ウィルだわ！」

　約束の時間より一〇分ほど早かったが、ベラドンナは直感した。嬉しさのあまり心臓が跳ね、落ち着けようと無意識に胸元に手を当てた。

　まもなく客間の扉が開かれ、執事が報せを持ってきた。

　ところが、執事の慌てた様子も狼狽える表情も話す内容も全て、ベラドンナの予想とは違った。

「旦那様……。お、おおお王太子殿下の、ご到着です……」

　ベラドンナは耳を疑い、盛大な舌打ちをする。

　――これからウィルが来るというのに、なんてタイミングの悪い……っ！

　本日招いたのはウィルであって、断じて王太子ではない。当然ながら王太子とは約束どころか言葉も文さえも一度だって交わしていないのだ。

「王太子殿下には先約があるので帰るようにと伝えて」

　ベラドンナは執事に告げたが、彼は即座に首を振った。

「まさか！　できません、恐れ多くて不可能ですっ！」

　ウィルが来るまで猶予がないことは明らか。ベラドンナは腹を決める。

「……わかった。私が直接言うわ」

　ここで執事と揉めている間にウィルが来ては大変だ。だから早く終わらせるため、自ら交渉役を買って出たのである。

　玄関ホールに続く階段を降りてみれば、一階の窓越しに大きな馬車が駐車しているのが見えた。馬車の前後には騎馬兵も数騎停まっている。

　王太子とは顔を合わせず、彼の従者に事情を説明しなんとか引き取ってもらおう。そう思っていたのだが、ベラドンナの願いが成就することはなかった。彼女がホールに降りた時にはすでに、従者がドアノブに手をかけていたのだ。

　徐々に開かれていく扉。その隙間からホールに光が差し込んでいく。まるでスローモーションのように、扉の向こうにある姿がゆっくりベラドンナの目に映る。

　漆黒の正装。その胸には煌びやかな勲章の数々が飾られ、濃紺のサッシュと金色の飾緒しょくしょが華々しい。

　その人物の顔を確認する直前で、ベラドンナは我に返り慌てて膝を曲げ頭を垂れた。高貴な相手の顔をまじまじと見るなど、不敬に値するからだ。

「王太子殿下、ようこそおいでくださいました。何の御用でお越しくださったのかは存じ上げませんが……これから大切な客人が参ります。ですから、大変申し訳ございませんが本日はお引き取りくださいませ」

　――早く帰って。あなたのことはお呼びじゃないのよ。

　かなり無礼なことを言っている自覚はベラドンナにもあったが、言葉を選べる余裕もなかった。

「そなたがベラドンナか？　ベラドンナ・コクラン？」

「はい。仰せの通りにございます」

　噂通り温厚な性格の持ち主なのか、王太子はベラドンナの失礼な物言いを咎とがめなかった。代わりに問いを投げかける。

「大切な客人、とは？」

「私の婚約者でございます」

　王太子に請われるがまま、ベラドンナは素直に答えた。

　ところが、王太子の声を聞けば聞くほどベラドンナは不思議な感覚に陥っていった。

　――この声、どこかで聞いたような……私、この声を知ってる？　……いいえ、そんなはずはない。でも……？

　己の正面に立つ人物は、王太子で間違いない。顔は確認していないが、「王太子殿下」と呼びかけて否定しなかったのだからそういうことだ。

　そして彼とは初対面。言葉を交わすのはこれが初めて。

　それなのに、頭上から放たれる声は、なぜか聞き覚えがあって……。

　頭の中が疑問符だらけになった頃、王太子がフッと笑ったのが聞こえた。

「だから来たんだよ」

　――だから来た？　どういうこと？　いよいよもっておかしいわ。

　ほんの数分前までは計画の成功を確信し解放感に満ち溢れていたはずなのに、今は心臓が軋み、そのうち死んでしまいそうなくらいの病的な動悸を感じていた。

　自分が何か大きな過ちをしでかしているような、すでに修正が利かないような。

　無礼は承知のうえ。これ以上我慢ができなかった。声の主を確かめるため、ゴクリと唾を飲み込んでベラドンナは恐る恐る顔を上げた。

「……え、…………えっ？」

　そこにいたのは他の誰でもない、ウィルだった。

　本来の招待客であるウィル本人が、詰襟の正装に身を包み、幸せそうにはにかみながらベラドンナを見つめていたのだ。

「ベラドンナ、本日はそなたの生家に招いてくれたこと、とても光栄に思う。そなたのご両親は近い将来私の義両親となる方々だ。早く挨拶をさせてほしい」

　目の前に立つ男の背格好も耳の形も鼻の高さも表情の作り方も何もかも、ベラドンナのよく知っているウィルだ。唯一違うことといえば、言葉遣い。

　ベラドンナの友人であり婚約者でもあるウィルの二人称は「そなた」ではなく「あんた」だし、一人称だって「私」ではなく「俺」だった。そのことが余計、ベラドンナを混乱させた。

　手を差し出され、わけがわからないままにその手に己の手を重ねた。優しくキュッと握られて、されるがままに立ち上がる。

　膝を折った体勢では長身の彼を見上げるのがとても辛かったので、これで少し楽になった。しかし、疑問は何一つ解消されていないまま。

「あ、あの……王太子殿下？　ウィル？　……どっちなの、で、ですか？」

「ウィルだよ。ウィリウス・ストラトフォード。アルカドネ王国の王太子でもある」

　ウィル。ウィリウス。確かに、「ウィル」は「ウィリウス」の愛称として使われることがある。

　彼のフルネームをきちんと聞いていなかったのは、ベラドンナのミスだ。とはいえ身分や正体を隠されていたことには違いない。

　――ウィルは素性を私に隠していた……!?

　声が同じで当然。顔が同じで当然。

　謎が解けていくにしたがって、ベラドンナの中に新たな感情が湧いてくる。

　怒り。悔しさ。それと、悲しみ。

　――昨日今日に出会ったわけでもあるまいし、どうして教えてくれなかったの？

「……王太子殿下、ですって？」

　ベラドンナはできるだけ冷静であろうとしたが、すぐに諦めた。普段よりも幾分か声が低くなったのは、フツフツと沸騰し始める感情を抑えきれなかったせいだ。

「そうだ。私は王太子ウィリウスで、そなたはベラドンナ・コクラン。植物学者ロバート・コクラン伯爵の娘だろう？　そなたから教えてもらったわけではないが」

　ギクリ、とベラドンナは肩を揺らした。

　ウィリウスが素性を隠していたのと同様に、ベラドンナも彼に貴族であることを隠していた。後ろめたいところがあるのは、実のところベラドンナも同じだった。

　――ウィルは王太子で、私と結婚したいから私に近づいた？　……でも変よ。出会ったのは縁談を貰うより前だったもの。

「……どういうこと？」

　頭がこんがらがっているベラドンナは、結局またウィリウスに尋ねた。

「別にどうということもないさ。俺はあんたに惚れて、あんたも俺を気に入って、同意を得て同衾しましたということ。普通の恋人と同じだろ？」

　いつもの口調でウィリウスがそっけなく言い放った。それがかえってふてぶてしく思えて、ベラドンナは苛立ちを加速させていく。

「おっ、おかしい！　全部おかしいわ！　そもそも、どうして王太子が庶民の食堂に通っているのよ！」

「飯めしが美味いから」

「美味いから!?」

　一見噛み合っているようで、どことなく噛み合わない会話。非常にもどかしくて、非常に腹立たしい。

　そのうち、客間にいた継母がなかなか戻ってこないベラドンナを心配してやってきた。そして王太子に声を荒げている娘の醜態を目撃するやいなや、金切り声を上げた。

「ベラドン……あなっあなた何を……ぶ、無礼にも程がありますっ！　王太子殿下、大変申し訳ございません!!」

　クラウディアはドレスの裾を引っ掴むと数段飛ばしで階段を降り――転びもせずに器用に――、ベラドンナの元へ駆けつけた。

「ほらっ、ベラドンナ、もういいから下がりなさい!!」

「待ってお継母様、私まだこの男と話が終わってない――」

「うるさい、お黙りなさい！　王太子を『男』呼ばわりだなんて、何を考えて……いいえ、いいわ、お願いだからもう口を閉じなさいっ！」

　クラウディアに続き、執事も加勢にやってきた。当然ながらベラドンナの加勢ではない。

　継母と執事、二人がかりで両脇を固められ、ベラドンナは荷物のように上階へと運ばれていく。

「ちょっと！　待って、話を聞いて！　無礼だとか関係ないわよ、私は騙されたのよ！　だから――」

　足が爪先ほどしか床についていないせいで、抵抗しようにも踏ん張りが利かない。かといって、いくら弁明を試みようが聞く耳を持つ者はいない。

「お待ちなさい」

　ウィリウスが声をかけたのは、そんな時だった。

　彼は嫌な顔一つせず、緊迫した空気を和ませるように表情を緩ませると、ベラドンナに微笑みかけた。

「ベラドンナ、そんなに興奮しないでくれ。子が驚いてしまうだろう？」

「……子？」

　誰のことを言っているのかわからず、ベラドンナはキョロキョロと周囲を見渡した。知らない間に何者かが子どもを連れてきたのかと。

　ところがそれらしい子は見当たらず、目が合ったウィリウスが得意そうにニッと口角を上げベラドンナの腹を指差した。

「そなたのそこにいる私の子だよ」

「……っ！」

　――確かに、ウィルとはやることやったし、家族にも生娘でなくなったと報告した。今更恥じても意味がない。だとしても、この状況で私にかけるセリフが、それ!?

　――そもそも、私はウィルが平民だと信じて疑わなかったから、行為をしたわけで。王太子と知っていたら、絶対にあんな真似しなかったのに！

　状況を呑み込むだけで精一杯だったベラドンナは、ここでようやく自分が騙されていたことに気づく。

　王太子との縁談を断るための性交渉であったはずが、「ウィル」と「ウィリウス」が同一人物だとあっては、性交渉は無意味どころか婚約のダメ押しのようなもの。彼の子を妊娠してしまったなら最後、どう足掻こうと王宮入りは確定だ。

　――本気で労わろうとしたのか、それともわざと煽ったのか……きっと後者に違いないわ。

　全身の毛がざわざわと逆立ちそうなくらい、ベラドンナは激怒していた。憤り、悶え、しかし暴れるわけにもいかず、その忿懣ふんまんを込めてウィリウスを睨み中指を眼前に突き立てた。
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　ウィリウスは「おっ」と小さな反応をよこしたものの、ニヤニヤとして嬉しそうにすら見える。彼の代わりに悲鳴をあげたのが、クラウディア。

「ヒィッ!?　こ、こらっ！　お願いだからもうやめてえ!!　王太子殿下、大変、大っ変申し訳ございません！　急ぎこの愚女を下がらせますので……！」

　両脇を抱えられ、さっきよりも乱暴に引きずられていく中にあっても、ベラドンナがウィリウスから視線を外すことはなく、突き立てた中指も下ろそうとはしなかった。

















第２章　毒女、策略を巡らす












　二人が初めて出会ったのは、ナティエの街にある何の変哲もない食堂だった。ベラドンナの下宿部屋には調理設備がなかったため、近所の食堂を毎日利用していた。そこへ、偶然ウィリウスがやってきたのだ。

「あんた、とんでもなく美味そうに食うのな」

　会話の発端はウィリウス。

　彼はカールという青年との二人連れだった。ベラドンナの隣のテーブルに座り、食事に舌鼓を打つ彼女にそう言って声をかけたのがきっかけだ。

「だって本当に美味しいんだもの、つい頬の筋肉が緩んじゃう」

　ベラドンナの黒髪とは対照的な短い金髪。顔の造りはあっさりめだが整っており、簡素なストラップシャツに深緑色のマントを羽織り、頑丈そうなブーツを履いていた。

　ウィリウスはいかにも「ここら辺の若者」といった風貌で、この時点でまさか彼が王太子であるとは、ベラドンナに気づけるわけもなかった。

「そんなに美味いなら俺も同じものを頼んでみようかな。それ、何ていう料理？」

　第一印象は良くもなく、悪くもなく。惚れた腫れたの色めくイベントもないまま、ほんの少し雑談し、食事を終えたらまた他人に戻るはずだった。

「ごめんなさい、これ、メニューには載っていないの」

「載ってない？　つまり、常連だけの隠しメニューってこと？」

「そうじゃなくて、私が持ち込んだ食材を特別に調理してもらった特別メニューなの」

　ベラドンナはついでに「常連なのは間違ってないけどね」と付け足す。するとウィリウスは彼女の手元に顔を近づけ、食べかけの皿をまじまじと眺めた。

「へえ？　持ち込むなんて、そんなに珍しい食材なのか？　俺の目には普通の肉と野菜に見えるんだけど」

「あー、えっと……」

　ベラドンナが少しだけ顔を引き攣らせると、その違和感に気づいたウィリウスが目を細めて訝しんだ。ベラドンナも怪しまれていることを悟り、少し悩んだ末、ありのままに打ち明けることにした。

「お肉は普通の牛肉だけど、付け合わせの野菜、これが実は毒草なのよね。毒草のソテー。……大丈夫、私には毒が効かないし、すごく美味しいのよ？　でも、毒がある」

　おかしなことを喋っているという自覚はあった。適当に誤魔化して切り抜ける方が賢いともわかっていたが、普段から誰かに話しかけられることが少なく対応に慣れていなかったため、つい真実を告げてしまったのだった。

　言ったあとで後悔したが、もう遅い。

「どく……毒草？　いや、でも、……効かない、って……？」

　さっきまで前のめりだったウィリウスが、さりげなく体を引いていく。

　――ここまで話したなら、もう一緒のようなものか……。

　ベラドンナはまぁいいかと、開き直ることにした。

「簡単に説明すると、私って毒が効かない体質なの。ついでに、毒を美味しいと感じてしまう味覚持ちでもあるみたいで」

　ベラドンナはロバートと同じく植物の研究をしているが、厳密には「同じ」ではなく分野が微妙に異なる。父は創薬を、そして娘は毒草が専門だった。

「……いやいや待てよ、普通に考えておかしいだろ。毒が効かない人間なんて聞いたことないぞ。その皿の野菜も本当は毒草なんかじゃなく、ただのタマネギに決まってる」

　騙されないぞと茶化しながら、ウィリウスは彼女の言葉を否定した。突拍子のない話だったせいか、彼はベラドンナが己をからかっていると考えたのだ。

　しかし事実、ベラドンナは一つも嘘を吐いていない。

「見た目はタマネギに似ているけど、これはナルキスの鱗茎よ。嘔吐下痢の症状を引き起こすリクリンという毒を含んでいるの。信じてくれなくてもいいけど、試しに食べてみる？　人間の死亡事例は聞かないし、少しくらいなら、まぁ……」

　危険性を理解した上でそれでも食べたいと言うのなら、少しくらいわけてあげたって構わない。ベラドンナは皿を持ち、ウィリウスの鼻先へ差し出した。

「い、いや、試さない！　遠慮しておく！」

　半信半疑だったとしても、「毒だ」と言われてなお食べるのはなかなか抵抗があるようだ。

　そして、この取るに足らない一期一会の会話に、ウィリウスは味を占めたらしい。

「俺はウィル。こっちは同僚のカールだ。あんたは？　どうして毒草なんか食べているんだ？」

　ウィリウスはベラドンナに興味を抱いた。名を名乗り、同じように名を名乗るよう求めた。

　補足だが、同僚だと紹介したカールは実際にはウィリウスの護衛を兼ねた忠臣であり側近だ。

「私はベラドンナ。どうしてって、美味しいから食べているに決まっているじゃない」

「は？　お、美味しい……!?」

　ベラドンナの言葉を受け、ウィリウスは眉間に皺を寄せた。頭がおかしいのでは？　と聞こえてくるような、胡乱うろんな視線を放っている。

「だから言ったじゃない、そういう味覚なんだって。私は仕事で毒草の研究をしているの。そのついでに、毒草食を嗜んでいるのよ」

「毒草の研究……？　ど、どうして……何がきっかけで？」

　愕然としているウィリウスを前に、ベラドンナはうーん、と呑気に首を傾げる。

「やっぱり継母ははの存在かしら。継母が毎日私の食事にせっせと毒を盛ってくれて、それで私は毒の美味しさと奥深さを知った」

「いや、毒だろ。殺されかけたのでは？　美談じゃないだろ、正気に戻れよ……」

　クラウディアにはレインという連れ子がいた。彼女はレインにコクラン家とその財産を相続させるため、邪魔なベラドンナを毒殺しようとした。――というのが、ベラドンナの見たてだった。

　もっとも、ロバートとクラウディアは従兄弟同士の再婚だったから、レインはロバートの実子ではなくともコクラン家の血を継いでいた。ロバートと養子縁組もしていた。

　だから、この状況ではベラドンナがどうであろうと男のレインが家を継ぐことになっただろうが。

　ちなみに、ベラドンナが十四歳になる頃にクラウディアは毒を盛ることをやめている。「最近は出てくる毒がパターン化していて面白くない。もっとバリエーションが欲しい」とぼやいてしまったせいだ。

　ベラドンナはウィリウスの忠告が聞こえなかったふりをする。

「はー、ナティエは本当にいいところね。この辺りの森は実り豊かで毒草も多い。私には食糧庫みたいなものだわ」

　ウィリウスが絶句し会話が途切れたのを見計らい、鱗茎のソテーを頬張る。

　まだほんのり温かく、軽い力で噛んだだけでホロホロと身が崩れていく。それと同時に清涼感のある香りが舌の上にじんわり広がり、はぁ、と幸せのため息を漏れた。

　それを見たウィリウスはしっかりドン引く。

「信じられない、また食べた！　……ところで、タマネギじゃないならどんな味がするんだ？」

　そして、ドン引くとともに興味まで抱いてしまったようだ。

「ナルキスの鱗茎は火を通すとホクホクして、とても柔らかくなるのよ。素朴な甘味と爽やかな風味は、強いて言うなら柑橘類に近いかしら。気になるのなら、食べてみる？　その後のことは保障できないけど」

「それは遠慮する。仮に毒が嘘だとしても、俺は絶対に――」

　ウィリウスが断ろうとするなか、隣に座っていたカールがひょいと手を伸ばした。

　鱗茎のひと欠けにフォークを突き刺すと、躊躇いもなく己の口へと運び、そのまま数回咀嚼して、あっさり飲み込んでしまう。

「カっ、カール!?　正気か!?」

「……確かに、食感はタマネギと違うな。あと、とてもまずい」

　カールはあっけらかんと言ってのけ、ウィリウスと一緒になってベラドンナに疑いの視線を向けた。

「わ、私にとっては美味しいんだってば！　別に悪食あくじきなのは自覚してるからいいわよ。それより、食べちゃったけど大丈夫？　一時間以内には吐き気と胃痙攣でトイレとお友達になるわよ」

　その後結局十五分もしないうちにカールは顔を青くしてトイレへと駆け込んだ。

　彼の身を挺した行動のおかげか、ウィリウスはベラドンナの言葉を信用するようになった。度々食堂へ赴いてはベラドンナに話しかけ、ベラドンナも同性の友人のような気楽さで接してくれるウィリウスのことを、少しずつ信用するようになった。

　カールはいたり、いなかったり。ウィリウスの話では勤務時間の都合があるからいつも一緒とは限らないとのことだったが、実際のところはウィリウスがベラドンナと二人きりになりたいがために、カールを違う場所で待機させていたという。

　ウィリウスはベラドンナの研究にも興味津々だった。時間の都合さえ合えば野外調査にも同伴し、山や森を散策しては野草の説明に耳を傾けた。

　ウィリウスはベラドンナの四つ年上の二十六歳で独身。職場はナティエよりも王都に近い――という設定――らしいが、食べ歩きが趣味なので、昼時になると馬を走らせては新たな食事処を開拓しているのだという。

　男性の平均的な身長よりも頭一つぶん高く、細身の割には筋肉質で無駄のない体つき。もしかしたら彼らの職業は近隣の街を警護する騎士か、傭兵か……くらいにはベラドンナも想定していた。体格的に恵まれていたし、仕事を選ぶなら己が持つものを生かすだろうと思ったからだ。

　しかし、思うだけでウィリウスに直接何者なのか聞くことはしなかった。

　ベラドンナは伯爵令嬢で、本来ならばベラドンナこそこんな僻地で毒草をムシャムシャ食べていていい身分ではない。己の素性を探られたくなかったから、相手の素性にも触れなかったのだ。

　そもそも、ウィリウスの正体がわからずとも、怪しい者には見えなかった。言葉遣いは軽いものの、髪はいつもさっぱり切りそろえられ、ヒゲもきちんと剃ってあり、服装に不潔な感じもしない。

　むしろベラドンナのほうが不潔だった。ひっつき虫がくっついているのは日常茶飯事で、ブーツは時々泥にまみれ、論文に集中している間は風呂も忘れて髪がベタベタになったりする。

　怪しさならばベラドンナのほうが圧倒的に上だろう。けれどウィリウスは煙たがるどころか「なりふり構わず没頭できるものがあるのは羨ましい」と言って褒めた。

　そして、己を認めてくれるウィリウスのことをベラドンナが気に入るのにそう時間はかからなかった。

　ところが、楽しい時間はいつまでも続かない、というのはいつの時代でもお決まり。ウィリウスと親しくなった頃、王太子から縁談の話が届いたのだ。

　王太子との結婚など、ベラドンナは絶対にお断りだった。王太子妃となってしまえば軟禁生活を強いられる。自由に出歩くことはおろか、毒草食だって禁じられるだろう。

　ベラドンナは絶望するよりもまず、激怒した。

　王太子妃になれることを喜ぶ姫は多いはず。それなのにどうして、よりにもよって私なのか。男社会の中でようやく今の職と自由を掴んだというのに、どうしてそれを奪おうとするのか。

　憤るのと同時に、ウィリウスの顔が頭に過よぎった。

　――もしも王太子と結婚したなら、ウィルとは二度と会うことができなくなる……。

　ベラドンナにとってウィリウスは友人であって、恋人ではない。肉体関係にもなければ、恋愛感情を抱いたことすらない。

　だとしても、王太子妃が他の男と会おうなど、たとえ相手が「友人」だろうが愛人だと邪推されるに決まっている。

　女が学を修めたり男に頼らず生きることは、まだまだ一般的でない社会だ。大学を出た女性というだけでも珍しいのに、毒草の研究をしているなど、かなり特殊だと言えよう。

　にもかかわらずウィリウスは、ありのままのベラドンナを肯定してくれた。そんなかけがえのない友人を、ベラドンナは失いたくなかった。

　なんとかして縁談を断る術はないかと探っていくなかで、彼女はとある名案を思いつく。

　――私が王太子妃の条件を満たさなくなればいいのでは？

　王太子妃には家柄や見た目の美しさに加え、貞淑さも求められる。男の肌を知らぬことは輿入れの絶対条件であり、婚約の前には産婆による触診まであるという。

　ベラドンナが目をつけたのは、そこだった。つまり、己が生娘でなくなってしまえば、王太子も退かざるを得ないのではないかと気づいたのだ。

　処女喪失は一人ではできない。では誰に頼むかと考えて、真っ先に思い浮かべた唯一の異性が、ウィリウス。

　――ウィルならきっと、拒まない。そういう関係じゃないけれど、頼み込めばきっと協力してくれるはずよ。あるいは、理性を失わせた隙にこっちから襲って、一発くらい、なんとか……！

　ベラドンナはウィリウスからそれとなく予定を聞き出し、翌日が休みだという日の夜に狙いを定めた。いつも会うのは昼時ばかりだったから、たまには夕食でもどう？　と誘えば、ウィリウスは疑いもせずやってきた。

　いつもより少し豪華な食事とともに強めの酒をさりげなく勧め、理性がどこかに飛ぶように可能な限り飲ませ酔わせた。そして、いい塩梅にウィリウスの顔が赤くなったところで、ベラドンナは「秘蔵の酒があるから」と下宿先へ彼を誘ったのである。

　部屋に入るなり、ベラドンナは早速行動に移った。ウィリウスに抱きつくやいなや、一週間かけて考えた言葉を告げる。

「ウィルが好き。ウィルといるのは楽しいし、落ち着くし、自然体でいられるの。突然こんなこと言ったら、疑いたくなるかもしれないけど……でも、本気。ウィルが好きなの、ウィル以外考えられない」

　この愛の告白は偽りだが、完全なる偽りでもない。彼への気持ちが性愛ではなく親愛だというだけで、好きには違いないのだから。

　ところが、ベラドンナの想定よりもウィリウスは酔っ払っていなかった。

「えっ、……ええと？　急にどうした？」

　ウィリウスに動揺は見られたものの、愛の告白にグラッと来たような反応ではなかった。それどころか真っ当に、ベラドンナのことを心配している。

「ベラドンナは酒を飲んでなかったよな？　場酔い？　何か嫌なことでもあった？　相談なら乗るけど」

「違う、私は素面よ。本当にウィルが好きなの！」

「いやいや、必死になるあたりが怪しい。睡眠、足りてる？」

「だから！　信じ――」

　――信じて。

　顔を上げ、ウィリウスを見つめて言いかけて、やめた。このまま強引に嘘をつき通すことに、いっぱしの罪悪感を覚えたのだ。

　――理由を隠したまま自分の望みを押し通そうとするのは、卑怯だわ。ウィルの誠実さに向き合わなくちゃ。

　ベラドンナは彼の腰に回していた手を離した。一歩下がって距離を取ると、己の服のボタンに手をかける。

「なん、…………ベラドンナ？　待て待て待て、どうして脱ぬ……ええ??」

　ウィリウスが止めるのも聞かず、ベラドンナは身につけているものを一つ一つ取り払っていく。

　酒の勢いでウィリウスに襲わせる作戦は失敗。案外疑り深かったせいで「好き好き」の押せ押せ作戦も失敗したが、これ以上嘘は重ねたくない。……とくれば、次の作戦はこれしかない。

「簡単に説明するわね。私、あなたに純潔を奪ってほしいの」

「何故に!?」

　ベラドンナは正直に打ち明けることにしたのである。

「私は今、どうしてかよく知りもしない金持ちの男から結婚を迫られていて。男の家の方がうちよりも格が高いから、断りたくても断れない。でも、向こうは私に生娘であることを求めているから、ウィルに脱処女の手伝いをしてもらって、それを理由に縁談を断ろうと思ったの。……ダメ？」

「え、ダメって……え？」

　説明したぶん余計に彼は混乱している様子だった。一方、返事がすぐにもらえないせいでだんだん照れ臭くなるベラドンナ。恥ずかしさを紛らわすため頬を掻きながら付け足しをする。

「ごめんね、騙そうとして。でも、あなたのことが好きなのは本当。友達としてという意味だけど、そういうことを頼める程度には好きよ」

　駆け引きや交渉ごとに慣れていないベラドンナには、直球で伝える方が性に合っていた。ウィリウスの力を借りるためにあれこれ考え計画はしたものの、ストレートに打ち明けることができてかえってスッキリした気分だった。

「さぁ、ウィル。据え膳食わぬは何とやらよ。一切抵抗はしないから、お好きなようにやってちょうだい！」

　ベラドンナはすでにシュミーズ姿だった。胴部分は布で隠れているものの、肩も腕も胸の谷間も太ももも、ウィリウスの目に晒されている状態。

　いつもならば腰まである髪はシニヨンにしてまとめていたが、色仕掛けの足しになるかと今日に限って垂らしていた。効果のほどはわからない。髪で肌が隠れるので、もしかしたら逆効果だったかもしれない。

「……ちょっと待てよ、あんたはそれでよくても、俺の気持ちはどうなるんだよ？」

「秘密は誰にも漏らさない。私と床を共にした相手があなただということは、絶対に内緒に――」

「そうじゃなくてさ」

　ウィリウスがベラドンナの言葉を遮った。一歩踏み込まれ、威圧感に怯むようにベラドンナは一歩下がる。

「俺、あんたのことが好きなんだけど」

　今度はベラドンナが固まった。その隙にウィリウスが告げる。

「友達としてじゃない。異性として。この際だから言うけど、俺はベラドンナと出会った時から、あんたのことを女として見てた」

「…………っていう、冗談？」

「なわけないだろ」

　ベラドンナはヘラッと笑ったが、すぐさま否定されてしまう。

「あー、えっと……私のことを何とも思っていなくても、抱いてくれていいのよ？　ウィルのそういう律儀なところは好きだけど、今回のこれは私が頼んでいるのだし」

「だから、俺はベラドンナが好きなんだよ。そうでなければこんなに通い詰めたりしない。今日だって、好きでもない女から夜に呼ばれてホイホイついていくわけあるかよ」

「……ということは、ウィルは私のことが好きだから、今夜もこうして来てくれたと？」

　わざわざ「そうです」と言うまでもない、といった表情で、ウィリウスは軽く二度頷いた。途端に、ベラドンナは自分が今、シュミーズ姿であることが恥ずかしくなった。反射的に両手で胸を隠すが薄い生地は心許なく、頬が一気に熱くなる。

「恋人になろう。そしたら、何をしたって不思議じゃない。俺のことは今後ゆっくり異性として見てくれればいいからさ」

　頭からザバーッと水をかけられたように、ベラドンナは青ざめた。

「つまり、私があなたに惚れるまで、抱いてはくれないということ!?」

「いや、それはする、今日する。あんたの望みなんだから」

「……そう」

　行為をお預けにするという意味ではないことがわかり、ベラドンナはひとまず安堵する。

　それから、赤くなったり青くなったりしながら考えた。ここでもしも恋人になるという提案を断ったら、ウィリウスは抱いてくれないかもしれない、と。

　ベラドンナにウィリウスと付き合う気はなかった。しかし、彼のことが嫌いではないのだから、断る必要も感じられなかった。もしもうまくいきそうになければ、その時別れたらいい話だとも思えた。

　答えを告げるよりも先に、ウィリウスがベラドンナの手を取った。指先を軽く握り、己の口に近づけると、控えめにちゅっとキスを落とした。

「あんたの強さはクセになる。好きだ」

　彼につられて視線を上げると、熱視線とかち合った。酒のせいかはわからないが、赤く潤んで想いが伝わってくるような視線だった。

「婚約も恋愛も飛び越えて『純潔を奪ってほしい』なんて、普通どんなに困ってても言わないぞ？　どういう思考回路してるんだよ、あんたって本当に面白いよな」

　ベラドンナは、これまでに経験したことのない症状に戸惑っていた。胸の奥に痛みを感じ、心拍数が増加して、体が火照り始めたのだ。何かの中毒症状だろうかと考えるが、そもそも彼女は毒の影響を受けない体である。

　簡単に言えばそれは恋の始まりで、ときめきなのだが、恋の経験がないベラドンナには体の異変と「恋」というものを結び付けられないでいた。

「いいよな？　俺があんたの恋人になっても」

　断ることを許さないような問い方。強気な姿勢のウィリウスを見て、またベラドンナの胸が疼く。

　――べっ、別に、デメリットはないわよね。王太子はもちろんのこと、今後どの貴族の男とも結婚する予定なんてないし……。

「……わかった。この瞬間から私たちは恋人同士。いい、ぅわっ!?」

　前触れもなくウィリウスに抱きしめられた。突然だったので踏ん張りがきかず、彼に全体重を預けてしまった。しかしウィリウスはびくともしない。

　己を支える力は強く、布越しに感じる体は硬い。ベラドンナはそれこそが未知の男の体だと知る。

「あの？　ウィ、ウィル？」

「はぁ……柔らかい。いい匂いがする。もう、好き。たまらん」

　独り言の呟きが、妙にベラドンナをソワソワさせた。切実で、嘘が混じる余地はなくて。ベラドンナに聞かせようとして発言したわけでないところが、余計に。

　胴を拘束する腕の力が緩んだ隙をみて、ベラドンナはウィリウスの表情を窺った。するとすぐに視線がぶつかり、あわてて視線を逸らした。今までならば目を合わすなど難なくできていたはずなのに、突然耐えられなくなった。

「ベラドンナ、俺を見て」

　コツン、と額がぶつかった。恐る恐る視線を戻すと、すぐにまたウィリウスのそれと絡み合う。さっき不躾に逸らしてしまったことを少し後悔していたが、彼は気にしていなかった。

「正直に答えてほしいんだけど。純潔を奪ってほしいって、俺の他に誰か声をかけた？」

「誰にも。ウィルだけよ」

　抱いてほしい、などと、そう気安く誰彼構わず頼めるものではない。とんだあばずれだと思われるだろうし、下手をすれば娼婦だと勘違いされる。それはきっと、ウィリウスもわかっているはずだ。

　ベラドンナの返答を聞き、ウィリウスはゴクリと喉を鳴らした。

「それって、少しは俺のことが好きだと思っていいのかな？」

「だから、そう言っているじゃない」

　わざわざ確認するほどのことか？　とベラドンナは首を傾げた。一方で、ウィリウスは頬をにやけさせ、フウーと深呼吸をする。

「そうか……そうかあ！」

　二度口に出し、ベラドンナがその様子に怪訝な表情を示したあたりで、急に彼の顔が迫ってきた。突拍子のない行動だったので避けられなかった。

　数秒遅れてベラドンナはキスをされたのだと悟る。唇を軽く吸われ、離れる時にちゅうっと高い音がした。

「俺の計画とはちょっと違ったけど、これはこれで。……ベラドンナ、愛される覚悟はいいな？」

　そう言って、またもやベラドンナにキスを落とす。

　――たとえ覚悟できてないって言っても、ウィルのこの様子じゃきっと、止めることはできなかったわね。

　ウィリウスの手が頬を撫で、顔にかかっていた髪を一房耳にかける。落ち着きがなく、せせこましくベラドンナの輪郭を右往左往して彷徨っている。

「大丈夫よ、ウィルをここに連れてきた時から覚悟バッチリなんだから」

　証拠として、ベラドンナは自らウィリウスにキスをしてみせた。彼の首に手を回し、爪先立ちで唇を少しだけ突き出したら、簡単にそこに届いた。

　キスについての感想は、なんとも神秘的な感覚だということ。ウィリウスは異性であり、筋肉量も多くベラドンナより硬い体をしているのに、唇はとても柔らかい。触れ合っているだけでなんとなく気持ちいいし、どんどん愛着が湧いてきてもっと求めたくもなる。

　ベラドンナはウィリウスの唇を啄ついばみながら、キスの奥深さにひとり感心していた。

「……ね？　かく――」

　覚悟の証としてのキスを終え、満足気にその旨を告げようとしたのだが、最後まで喋ることはできなかった。新たなキスが始まったからだ。

　すぐに距離を取らなかったのがいけなかったのか、先ほどまでとは打って変わって、今度は激しいキスだった。

　後頭部に回された手が、ベラドンナの退路を断った。舌が唇を割って侵入し、絡まり、歯列を撫で、お互いの唾液が交わった。

　次第に、ベラドンナは頭の芯がぼやけ始める。万全の体調で今日という日に臨んだはずだったのに、風邪でも引いて熱が出たのか……と、そんなことを考えながらも、されるがままにキスを受ける。

　ウィリウスの首に回した手に力を入れると、共鳴するように腰に回された彼の手にも力が入った。下半身が密着して窮屈だが、どうすることもできない。

「もう、無理。途中でやめてって言われても、絶対に止められないからな」

「望むところよ、それでいいわ。私だって絶対に止めないから安心して」

　――勝利目前なのよ、ここで逃がすもんですか。絶対にする、絶対に、何がなんでもウィルと交尾してやるわ！

　ベラドンナは勉強ばかりで色恋沙汰に無関心だったせいで、色気のある言葉選びに慣れていない。しかしあっさり性行為に持ち込めたので問題はない。

　ウィリウスに誘導されるようにベッドに仰向けで寝そべると、間髪入れず彼が覆い被さってきた。ベラドンナの股の間を膝で割り、顔の両脇に手をついて、角度をつけて再び深く唇を重ねる。

「ん……」

　ベラドンナにとって、キスは今日が初めてだ。それなのにまるで本能が知っていたように、ウィリウスの求めに過不足なく応じた。

　――ウィルは私を好きなのね。……でも、何故？　きっかけは？　どうして私だったのかしら？

　ふと、頭に疑問がよぎった。

「ねえウィル。……私を好きって、どうして？　出会った時から好き、って……？」

　キスの息継ぎの合間、ベラドンナは質問した。ウィリウスはちょうど彼女の首にかじりつこうとしていたところだったが、動きを止めて顔を上げた。

「あんたほど幸せそうに食べ物を頬張るやつを、俺は今まで見たことがなかったから」

「え、そこ？　なんだか私、すごく食い意地が張っている人みたいだわ」

　平静を装ったが、実はかなり動揺していた。ずっと前から好意を寄せられていたことも、それに全く気づかなかった己の鈍感さも、ベラドンナには衝撃だった。

「食い意地が張ってたっていいだろ、健康的で。俺は訳あって食事を楽しいと感じたことがなかったから、余計にベラドンナが輝いて見えたんだ」

　――輝いて見えた？　……私が？

　ウィリウスの表情からして、嘘を吐いているようには見えなかった。

　――ウィルは、真実を語っている。本当に、私のことを……。

　そう意識した途端、脈の速度が勝手に上がった。少し前に感じたのと同様、心臓がぎゅううと締め付けられる痛みまで。おまけに耳も熱くなり、目が回るような感覚すら始まる。

「ウィル……、何か変」

「どうした？」

「急に心臓に疼痛が現れて……。おかしいの。キュンキュンして、なんだか、指先まで痺れてくるような感じ」

　初めての経験だった。発作的な症状に狼狽えて、ベラドンナはウィリウスに助けを求めた。しかし、彼の顔を見れば見るほど、痛みも痺れも増していく。

　触ってみると案外柔らかい皮膚も、コシのある金髪も、筋肉の隆起がよくわかる背中も。ウィリウスのどこを見ても触っても、症状は落ち着くどころかますます酷くなっていく。

「キュンキュン？　それって、恋こ……いや、なんでもない。なんだろうなベラドンナ、わかんないな～」

　ウィリウスがベラドンナの手を握り、指と指を絡ませた。

「でも、きっと大丈夫だ。ほら、俺が側についてるから。な？」

「うん……」

　不安から、ベラドンナはウィリウスの手をきつく握り返した。

　その大きな手のおかげか、雨のように降り注ぐキスのおかげか、体に感じる謎の痛みはあるものの、ベラドンナは少しだけ不安が和らいだ気がした。

「全部、俺がリードするから。ベラドンナはリラックスして、俺がすることを受け入れてくれたらそれでいい」

「なるほど」

　――ヒトの交尾はオス優位で進行していくものなのね……また一つ勉強になったわ。

　ランプの灯りが揺れるせいで、ウィリウスのまつ毛の影も揺れている。薄暗い中で色っぽく映る瞳も、くっきりとした鼻の陰影も、全てがベラドンナの目を惹きつけた。

　予定通りとはいかなかった。頭はぼんやりして靄がかかっているし、胸が痛いし、とてもドキドキしている。しかしベラドンナはウィリウスに身を任せることにした。

　一対一での触れ合い。肌と肌の触れ合い。

　相手を尊重し、息を合わせて行う営み。

　ウィリウスを抱きしめながら、ベラドンナは率直に感じたことを告げる。

「ウィル、こうして誰かの温もりを感じるのって、気持ちいいのね」

「俺もそう思う。相手が死ぬほど好きな相手だから余計に」

　私とあなたの「好き」は違う、などと野暮なことは言わない。恋人としてこれから先、ウィリウスに惚れる未来があるのだろうかとか、込み入ったことも考えない。

　――とりあえず、これで王太子とは縁が切れるはず。

　ベラドンナは当初の目的を忘れてはいなかった。ウィリウスのキスを受けながら、彼女は密かにほくそ笑んでいた。ウィリウスもまたベラドンナの陰で、密かにほくそ笑んでいたけれど――。

















第３章　王太子も策略を巡らす












　ウィリウスがベラドンナの素性を知ったのは、出会って二ヶ月が経った頃のことだった。

　その日もウィリウスは側近のカールとともに、ベラドンナ行きつけの食堂にいた。いつも通り至福の表情で毒草を貪るその人を眺めながら、己もちまちまと食事に手をつけていたところ、ベラドンナを訪ねる青年が現れた。

「姉上！」

「あら、レイン！」

　濡ぬれ羽ば色いろの艶あでやかな髪を持つベラドンナとは違い、青年は茅色の髪をしていた。顔立ちも凛としたベラドンナとは対照的な、垂れ目で柔らかみのあるつくりだ。

　青年はベラドンナのことを「姉上」と呼び、ベラドンナもまた親しげに青年の名を呼んだ。

　母似と父似、顔の違う姉弟もあろう。しかしウィリウスはどうしてか、この青年とベラドンナが両親を同じくする姉弟だと信ずることができなかった。

「……カール」

「なんでしょう、ウィリウス様」

　店の入り口で立ち話をする二人。離れているため会話の内容は聞こえない。ウィリウスは彼らの姿に注視したまま、忠臣に小声であることを命ずる。

「あの男の素性を探れ。ベラドンナとの関係もだ」

「承知しました」

　簡潔に告げるやいなやカールはフラッと立ち上がり、尾行するため裏手へと向かった。

「――あれっ、カールがいない。どうしたの？」

　しばらくして戻ってきたベラドンナは、すぐにカールの不在に気づく。

「仕事が溜まっているらしくて、先に帰ったよ。それより、さっきの男は誰？」

「弟のレインよ。実家に届いた私宛ての荷物をわざわざ持ってきてくれたの」

　ベラドンナの手には確かに小包があった。嘘は吐いていないようだ。

「弟なら、俺にも紹介してくれたっていいじゃないか」

　自分の存在が家族に隠すような存在だと軽んじられているようで気に入らず、冗談っぽく装ってウィリウスはベラドンナに抗議した。

　ところが、彼女の返答は想像以上に面白くなかった。

「そういうわけにはいかないわよ」

「どうして？」

「どうしてって、だって……あっ、そうそう、今度西の森へ行く予定なんだけど――」

　追求しようとしたところ、ベラドンナはわかりやすく言葉に詰まり、わざと話題をそらそうとしたのだ。

　――やっぱり、何か隠してるな……。

　隠し事の内容までは不明だが、秘密の存在をウィリウスは確信する。

　そしてカールの調査により、ベラドンナは単なる町娘ではなく、コクラン伯爵家の令嬢だということが判明したのである。

　レインとの関係に疑惑を抱いたのも、間違いではなかった。レインとベラドンナは確かに姉と弟だったが、両親の再婚により家族となった姉弟だった。

　一方で、ベラドンナがウィリウスに素性を隠していたのと同様に、ウィリウスもまたベラドンナに素性を隠していた。

　ウィリウスのことをベラドンナは騎士かそれに準ずる何かだと思っているようだが、その予測は大ハズレ。ウィリウスはこの国の王太子ウィリウス・ストラドフォードその人で、一緒にいるカールは彼の側近だ。

　一国の王太子が辺境の街の小さな食堂を訪れた理由は、安全な食事を求めていたから。

　ウィリウスは現国王トフリートの一人息子。王位継承権第一位として揺るぎない地位にありながら、それを面白く思わない者の手により、幾度となく命を狙われてきた。

　ウィリウスが記憶している限りでは、四歳の時にケーキに毒を盛られたのが初めて。生還したが三日三晩生死を彷徨ったおかげで、いまだに甘いものが食べられない程度にはトラウマとなってしまっている。

　それからというもの毒を盛られては毒見役が何人も代わり、ウィリウスも時折体調を崩し、次第に彼は王宮の食事に拒否反応を示すようになった。

　当然ながら、食べなければ痩せ衰えて死ぬ。毒見役の助けを借りて細々と食事はしていたが、やはり毒見という係とはいえ、己の代わりに誰かが苦しむのは見ていて楽しいものではない。

　だからウィリウスは成人して以降、カールと二人で街へ繰り出しては、庶民の食事で腹を満たす生活を送るようになっていった。変装は必須だったけれど、庶民の食事は量が多く豪快で、王宮での上品な食事より腹に溜まって満たされたし、死の恐怖に脅かされずに済む食事は、ウィリウスにとって非常に快適だった。

　市井の話に耳を傾けるのも楽しかった。農作物の出来がどうとか、物価の変動がどうとか。

　王宮の噂が話題に上ることもあり、『王太子は温厚だが平凡。王弟のほうが有能なので次の王位は王弟に』などと耳に挟んだ時には、カールと二人で失笑したこともあった。

「カール、決めた。俺はベラドンナを妻にする」

「殿下がお決めになったのならば」

　カールからベラドンナの調査報告を受けてすぐ、ウィリウスはきっぱり宣言した。

　そもそも、ウィリウスは二十六歳で、いい加減妻を娶らねばならない年齢に達していた。

　ところが王宮は愛する人を招けるほど安全な場所ではない。たとえ妃を迎えても、現状のままでは妃すら毒の対象となるだろうと思われた。

　そんな中、彗星のごとくウィリウスの前に現れたのが、ベラドンナだ。

　彼女は伯爵家の出身で、二十二歳で未婚、生家を離れ僻地にて下宿生活を送っている変わり者ではあるものの、貴族として完璧なマナーと大学卒の高い教養、そして美貌まで兼ね備えている女性だった。おまけに、毒が効かない特異体質の持ち主だという。

　ウィリウスは初めてベラドンナを認識した瞬間から、彼女に強く惹かれていた。

　食事は生きるのに欠かせない。しかしウィリウスにはそれが苦痛で仕方がなかった。子どもの頃から毒に苦しめられてきたせいで、食べる行為を体が拒絶していたのだ。

　だが、ベラドンナは違った。期待いっぱいに料理を頬張り、その味を全身で享受する。「美味しい、幸せ」と聞こえてきそうな満面の笑みは、ウィリウスには縁遠いものであると同時に、強い憧憬の念を抱かせた。

　話しかけたのも、そのせい。ベラドンナを知りたいと思ったから話しかけた。

　そして、ベラドンナが毒草食に凝っていることを知って、ウィリウスは心臓をガッチリ鷲掴みにされてしまったのであった。

「毒の一つや二つが効かなかったとしても、全ての毒に耐性があるとは言えないんじゃないのか？　そのうち、耐性のない毒に中あたって死んだらどうするんだよ。怖いだろ？　そういうこと、考えないのか？」

　ウィリウスが会いに行くたび、ベラドンナは決まって毒草食を堪能していた。時には遠方から取り寄せたという謎の草を実食していることもあり、ウィリウスにはベラドンナが無鉄砲に見えることも多々あった。

　だから尋ねてみたのだが、彼女は隙を見せなかった。

「そうね……少しも怖くないと言ったら嘘になるけれど、やめられないのよね。何かを恐れて何もしないことを選ぶのは、最も愚かなことの一つだと思うの。だからこれからもこの生活を続けるつもり。実際、死にそうな予感は全くないし？」

　ベラドンナの話では、幼い頃から継母に毒を盛られていたという。ウィリウスもまた、幼い頃から毒に苦しめられてきたために、彼女の辛い境遇に共感を抱いた。

　ところが、毒を盛られたことがその後の人生にどう影響したかについては、二人は正反対だった。

　ウィリウスにはベラドンナが眩しかった。

　彼女のような毒に負けない体を手に入れることまでは望まない。その代わり、何があっても前向きでいられる強さを、ウィリウスも欲しいと思った。

　そのために必要となるのが、ベラドンナ。

　彼女といるためなら、何だってできそうな気がした。彼女と一緒にいれば自分も変わっていけそうで、だからベラドンナを妻にしたいと望んだのだ。

　ベラドンナが平民ではなく貴族だったというのも大きい。しかも、彼女の父ロバート・コクラン伯爵は貴族でありながら植物学者であり、創薬事業を展開する実業家でもあった。その娘との結婚となれば、認める者は多かろう。

　ウィリウスは結婚の意思を固めてすぐ、急ぎコクラン家に縁談の書簡を送る手配をした。

　王太子とベラドンナの知る「ウィル」が同一人物であることは、ウィリウスはあえて明かさなかった。ベラドンナにはこの縁談を断れないとわかっていたからだ。

　――近い将来、王太子と伯爵令嬢として対面した時、王太子が俺だと知ったらベラドンナはどんな顔をするだろうか。毒だのなんだの、いつも俺が驚かされてばかりいたけど、今回は俺がベラドンナを化かす番だ。

　そんなことを考えては、何も知らないベラドンナ相手に笑いを噛み殺したりもした。

　結局のところ、ベラドンナは王太子との結婚が嫌なあまり、平民「ウィル」に脱処女の協力を要請した。ウィリウスにとってはまたしてもベラドンナの突拍子もない提案に度肝を抜かされたわけだが、断る理由などなかった。

　――ここで先に既成事実を作っておけば、ベラドンナの逃げ場を奪える。最高じゃん、鴨がハーブを背負ってやってきたも同然……！

　ウィリウスは争い事が苦手で、自分一人の幸福よりも大勢の幸福を重んじる性格だった。手柄をひけらかすことも独り占めすることも嫌いで、だから王太子なのに「平凡」だの「地味」だのと揶揄されようが、粛々と政まつりごとの裏方に徹してきた。

　己に毒を盛った犯人は、叔父である王弟フィンセントが責任者となり捜査した。その結果はウィリウスに納得できるものではなかったが、揉め事を避けたいあまり異を唱えることをしなかった。命に関わることなのに、ウィリウスは口を閉じ我慢することを選んだのだ。

　しかし、事勿れ主義も変えていく必要があると、ベラドンナのおかげでウィリウスは感じるようになっていた。






「ベラドンナ……すごく綺麗だ」

　女性を組み敷きながら、恍惚としてウィリウスは呟いた。

　愛しい女性の名は「ベラドンナ」。異国の言葉で「美女」を意味する言葉だが、それと同時に同じ名を持つ猛毒の植物も存在している。

　ウィリウスは、己の愛するこの女性にとてもぴったりの名だと思った。毒を喰らう好奇心旺盛な女性。もちろん、名前のとおりの美女でもある。

　黒い髪は長く、後れ毛と白いうなじが見えるシニヨンもいいが、今宵のように自然のままに垂らしてあるのもとてもいい。

　りりしい眉と大きな瞳は凛として迫力があり気の強さを思わせるが、ゆるやかなカーブを描く鼻とその下についた小ぶりな唇がその印象を和らげている。

　背は高く、胴から伸びるのはスラッとした四肢。胸は大きく腰は細く、抜群のプロポーションを誇る。

　正直なところ、ウィリウスが王太子の立場を使えば、どんな美姫でも選り取り見取りだった。この国を統べる家系に生まれたのだから、権力を行使すれば全ての国民をどうとでもできた。

　だが、それでは愛が手に入らない。愛だけは、権力や金でどうにかできるものではないのだ。

　ウィリウスがベラドンナを身分に物を言わせて得ようとしていたことは確かだ。王太子名で縁談の書簡を送ったのも、断れないとわかっていたからそうした。

　ただ、それは他の男に奪われることを恐れるあまり、相思相愛になるよりも先に法的に結婚することを選んだからだし、ベラドンナがどう思っていようがウィリウスはベタ惚れだった。だから口説き落とすのは後回しにしようと考えたのだ。

　だというのに、ベラドンナが処女喪失の相手に選んだのはウィリウス。しかも、他に候補はいなかったと聞いて、舞い上がらないはずがない。

　おまけに、ウィリウスのことは「友人として好き」だというくせに、胸がキュンキュンして痛いと訴えて……。

　――それって、俺に、恋しちゃってるんじゃないのー!?

　性交渉のお誘いがあり、恋人になることの了承も得て、さらにはウィリウスにときめきまで感じているとなれば、ウィリウスの計画は八割がた成功したも同然。

　――絶対、手放すものか。他の男にも譲らない。いっそのこと今日、俺の子を妊娠させてやる！

　ウィリウスは激しい独占欲に襲われた。

　シュミーズの裾から手を入れてすべすべの腹をひと撫ですると、ベラドンナが体をよじらせて短く喘いだ。仕草一つ、声の一つ、眉間の皺一つすらどうしようもなくかわいくて、どうしようもなく淫らで、ウィリウスはますます興奮する。

　ベラドンナはウィリウスが与える刺激に反応はするものの、恥じらいが強いようだった。経験がないくせに誘うからだ、と微笑ましく思いつつ、もがいている手を取った。

「ベラドンナ、口を押さえるなよ」

「だって……変な声が出るんだもの」

　頬を赤らめたベラドンナなど、約半年の付き合いの中でも初めてだった。普段ならば強気でぱっちりした目なのに、今は所在なげにウロウロしているのもまたそそる。

　たまらなくて、ウィリウスはその唇にパクッと食らいついた。吐息ごと、嬌声ごと食べてしまうように、舌を伸ばしてベラドンナのそれと絡める。

「ん、ふ、……はぁっ」

　拒んでいるわけではなく、受け入れ方がわからないのだろう。はくはくと苦しそうに息継ぎをし、キスと愛撫でふにゃふにゃにとろけているベラドンナの姿。普段とのギャップにウィリウスはやられた。

　己の下半身はすでに怒張し準備万端である。納める場所が欲しくてたまらずベラドンナの太ももに擦り付ける。

「ウィル、脚に……ん、ひゃっ!?」

　シュミーズをたくし上げながら、愛撫する手を少しずつ移動させていく。布の下でふくよかな乳房に指先が届くと、ベラドンナが息を呑んだ。

　いちいち大袈裟に反応するところもよかった。もっとその痴態を見せてほしくて、ウィリウスは乳房を手で包む。指を広げるとちょうど収まるか収まらないかギリギリの大きさだ。

「ベラドンナ、ここ……勃ってるよ」

　胸の頂がツンと立ち、薄い布を持ち上げている。眺めるだけでは我慢できず、ウィリウスは布の上からそこに口付けを落とした。

「う、ぁ……」

　口を窄ませて舐め、舌で吸い付き、甘噛みもした。すぐにシュミーズは唾液で濡れ、淡い桃色の乳輪部分だけ透けた。

　ベラドンナに覆い被さっていたウィリウスは、両手と膝を支えにして少しだけ体を浮かせた。まるで絵を一作品描き上げたあとみたいに、距離を取って全体像を眺めるようにベラドンナを見下ろしてみる。

　いつも澄まし顔の女性が、呼吸を乱し涙目で、男の唾液に濡れた下着を着けている……。

「……最高。かわいい。俄然やる気が溢れてくるよ」

「そ、そういうのは言わなくていいからっ」

　込み上げてくる幸福感にたまらなくなって、再び覆いかぶさるとウィリウスはベラドンナの顔のあちこちにたくさんのキスを落とした。頬と、瞼と、額と、そして最後に唇。

　我慢がきかず欲望のまま強めに吸い付いたのに、ベラドンナはちっとも嫌がらず、負けじと舌を絡ませてくる。そんな強気なところも、ウィリウスにとっては狂おしいほど愛おしい。

　けれども、いつまでもキスや前戯ばかりしているわけにもいかない。ドクンドクンと脈打つたびに下履きの中が痛かった。繋がる前のひとときをもっと楽しみたい一方で、とにかく早く繋がれと、ウィリウスの本能が絶えずシグナルを発していた。

「ベラドンナ、少し待ってくれ」

　ウィリウスはそろそろトラウザーズを脱ぐことにした。

　休憩とばかりに体を起こし、ベラドンナに背を向けベッドに軽く腰掛けた。急ぎベルトを緩め、ボタンをせっせと外し、下着やブーツや靴下と一緒にすぽんと脱いでしまったところで、ベラドンナから声がかかる。

「見せて」

　何を、と聞かなくてもウィリウスにはわかった。「ナニ」をだ。

　未婚の女性にとって男性器自体珍しいものだろうし、好奇心の塊のようなベラドンナならば、見たいと思って当然だ。

　これから体を重ねるのだし、見られて減るものでもない。「どうぞご覧あれ」とまでは言わなかったが、ウィリウスは承諾し体を向けた。

　そして、純情な処女ベラドンナの前に、熱いきり勃った肉棒が晒されたわけである、が。

「なっ、なに……これは……タケリタケにそっくり!!」

「タケ……何て？」

　ベラドンナはカッと目を見開いて、ウィリウスの股間を凝視した。聞き慣れない名称が飛び出し、藪から棒すぎて――肉棒なだけに――思わずウィリウスは聞き返した。

「あっ、ごめんね。タケリタケっていうのは正確にはヒポミケス属に寄生された菌類の俗称で宿主によっては他の俗称になることもあるの。寄生する菌類によって毒の有無は変わるけれどもちろん私も食べたことはあるわ。腐葉土を乾燥させて小麦粉と炒った中にキャラウェイシードをきかせたようなほろ苦い甘さと軽やかさが特徴的なのよね」

「何を言っているのか全然わからん」

　ベラドンナは早口で解説をまくしたてながら、流れるような動作でウィリウスのそこに手を伸ばした。断りも遠慮も躊躇もなくそれを握ると、手のひらや指先を使ってフォルムの確認作業を始める。

「すごい。隅々まで温かいし、太い血管がいくつも浮き出ているわ！　……へええ、先端は皮膚が薄いのね。唇とどっちが薄いのかしら」

「アッ!?　ベッ、ぅぐ、ベラドン……っっ!?」

　竿部分に盛り上がった血管を指の腹でなぞっては、上へ下へと往復させる。くびれにくるりと指を這わせて、赤く膨張した傘の部分を手の平で包み込むように撫でる。

　突然のことに、ウィリウスは止める言葉が出なかった。攻めていたのは己であり、アドバンテージも己にあったはず。にもかかわらず今や完全に形勢逆転でしかも制御不能である。

　ベラドンナに最も敏感な部分を無邪気にこねくり回されて、ウィリウスの快楽ゲージはどんどん上昇してしまう。もちろん、否応なしに。

「想像よりつるんとしているわね。ここが尿道口？　あら、何か出てきた。尿……でもないわ、透明だけど粘性が高い」

「そっ、それは――」

　――ガマン汁……！

　口に出すのははしたない気がして、ウィリウスは一瞬躊躇った。その隙に、ベラドンナは先走ったものを指先で掬い、舌でペロッと舐め取った。

「ん～……塩味？」

「ベ……、ぅ…………っ」

　いくら好奇心が強いとはいえ、曲がりなりにも貴族令嬢のベラドンナがそんなものを舐めるなど、ウィリウスの常識を軽く超える珍事だった。

　だが、ベラドンナは止まらない。

「これはこの体液の味？　それとも、皮膚の常在菌の味？」

　顔にかかった黒髪を女性らしい仕草で耳に掛けたベラドンナ。小指が立ち、上品でいかにも良家のお嬢様の雰囲気だが、次の瞬間にはウィリウスの下半身に顔を近づけ、竿に直接口付けていた。

「ウ、ウハァッ!?」

「この滑ぬめりは……まさか、ナメコと同じ成分!?　……あっ、ナメコっていうのは東の国に分布しているモエギタケ科スギタケ属のキノコの一種で――」

　聞いてもいない解説をしながら、つゆの溢れるところに舌をチロチロ往復させている。

　手のひらの方がまだマシだった。舌で愛撫されてしまっては、「耐えろ」というのはつまり「死ね」と同義である。ウィリウスの陰茎はより一層膨らみ、硬度を増していった。

「……あ、待、ベラ、ベラドンナ、さんっ!!」

　――イきたい。

　興奮状態も佳境に入り、ついにウィリウスに吐精感が込み上げてきた。

　口淫もなかなか目眩めくるめいた体験だ。何も考えず、頭の中を空っぽにして悦楽に耽っているのは愉しかろう。

　しかしそれで男が果てるだけでは、当初の目的であるベラドンナの処女喪失は果たせない。ウィリウスも、愛する人と体を繋げられないのだ。

　己の股間に顔を埋めているベラドンナの肩を掴み――後ろ髪を引かれながら――、覚悟を決めて勢いよく引き離す。

　すると、陰茎の先端とベラドンナの唇が離れる瞬間、別れを名残惜しむように、ウィリウスから漏れた粘液がツゥーと透明な糸を引いた。ベラドンナの唇とウィリウスの先端が、系を引いて繋がったのだ……。

　その液体がなんたるか、ベラドンナの美しさのギャップと相まって、この世の禁忌を犯してしまったような罪悪感と高揚感にウィリウスの頭がクラクラした。

　――なん……ベラドンナ……あんた貴族の娘だろ？　どうしてこんな娼婦みたいな真似を……って、本人は好奇心に突き動かされているだけで、俺が一人で慌てふためいているだけなんだよな……。

　ウィリウスは少しでも冷静になろうと深呼吸をする。

「ベラドンナ……あんたはいつだって、俺に新鮮な驚きと勇気をくれる。あんたがいるから、俺も変わりたいと思えたんだ」

「ふぅん？　そう……？」

　ウィリウスはひとり宣言し、腑に落ちていない様子のベラドンナを構わずベッドに押し倒した。下着を脱がせて両脚の間に己の体を滑り込ませると、すぐに秘所に先端を充てがう。

　ぞわり、と期待に鳥肌が立つ。ベラドンナもゴクリと唾を飲んだのが見えた。

「ベラドンナ、行くぞ。俺と結婚してくれ」

「うん……え？　なに？　……結婚？」

「そうだ。あんたの処女は俺が貰うし、その後の人生も俺が貰い受けたい。好きで好きでたまらないんだ。ベラドンナなしじゃ俺はきっと生きていけない」

「ちょ、ちょっと……重すぎない？　さっき『恋人』って言ったばかりなのに？　まず、今回は処女喪失のお手伝いを頼んだだけで……っあ」

　指で慣らしてはいなかったものの、ぴとりと触れた先端から、ベラドンナのそこが程よく濡れていることを感じた。温かくて、ヌルヌルして……そして、目の前の女性がかすかに漏らした嬌声を聞いただけで、ウィリウスは歯止めがきかなくなった。

　唐突なプロポーズにベラドンナは戸惑っていたが、ウィリウスに返答待つだけの余裕はない。衝動のままグッと腰を押し付けると、亀頭がゆっくり沈んでいき、同時に、ベラドンナが顔を顰めた。

　安心させるように、宥めすかすように、ウィリウスは彼女の手を握る。

「絶対に後悔はさせないから。この際、もう、俺に決めてくれ。毒草食も研究の仕事も好きなだけ続けていいから、結婚しよう。了承してくれないなら、この行為もここでやめる」

　と言いながらも、ウィリウスはベラドンナの中を着々と進んでいた。「やめる」だなんてとんでもない。

　キツく、締め付けが半端ないが、それが処女の証に思えて征服欲が満たされていく。愛しさが溢れて止まらない。

「なぁ、ベラドンナ。本当に世界で一番好きなんだ」

　指と指を絡ませて、キスもして、全身全霊でベラドンナに愛を伝えた。それが正確に伝わったかどうかは定かでないが、眉間に皺を寄せながら、ベラドンナがうーんと低く呟いた。

「……そうねえ、純潔じゃなくなったと口で説明するだけよりも、結婚相手としてウィルを家族に紹介した方が、信憑性も上がるし……」

　わかった、という答えを得る前に、ウィリウスはベラドンナの最奥に到達していた。ここで断られたとしてもベラドンナ的には当初の目的「処女喪失」を果たしているわけだが、幸いなことに初めての行為だからこそ、気づかれることはなかった。

　ベラドンナが視線を上げた。その表情には照れの色が浮かんでいたが、それと同時に決意が見えた。

「いいわ。ウィル、結婚しましょう。あなたとならそこそこ楽しく暮らせるかも」

　軽い。熟考した末の答えには思えない。

　とはいえ余裕もなかったことだし、ウィリウスには申し分ない答えだった。

「ベラドンナ……ありがとう、俺にはあんたが必要なんだ！」

「もう、ウィルったら甘えちゃっ……て、あっ、う、……」

　ベラドンナから漏れる喘ぎを聞きながら、ウィリウスは律動を開始した。初めては痛みを感じる女性が多いというし、ベラドンナも辛そうにしていた。

　しかし一度奥まで嵌まってしまえば表情も幾分か和らぎ、痛みも落ち着いたようだった。

「ウィル……あぅ、あっ、動きが、早……っ」

　上下の運動に合わせ、ベラドンナの大振りの胸がゆさゆさと繰り返し揺れた。木製のベッドフレームもギシギシ音を立てている。

　正体を明かすよりも結婚するよりも先に体を繋げてしまったのは、ウィリウスにとって想定外だった。けれども後悔はしていなかった。

　むしろ、どうしてもっと早く恋人の関係になっておかなかったのか、今となっては過去の自分に呆れ返ってしまうほどの気分。

「いい、ウィル、気持ちいぃ……」

「うん、……ベラドンナ、俺も――」

　ベラドンナの中はまるで膣全体が生き物のようだった。初めて繋がった嬉しさに加え、狭く柔らかく吸い付いてくる快感が、ウィリウスの興奮をますます導く。

　まだ繋がって数分だというのに、すでに吐精欲は臨界状態。あと何か一つ、小さな綻びでも発生したら最後、欲望の全てをぶちまけてしまいそうなほど。

　ウィリウスは必死に耐えていた。出したいが、出したくない。もっとベラドンナと繋がっていたい。

　ところが、終着は突然やってくる。

「ウィル……すきっ」

　ベラドンナが両手両足を使ってウィリウスの体にしがみ付いてきたのだ。

　首に回された腕、腰に回された脚。そのせいで、自身が予定していたよりも深く、陽根の全長をベラドンナに突き刺してしまった。くちゅり、と粘液の泡立つ卑猥な音。それとともに膣壁と陰茎が擦れ、その瞬間、我慢していたものが弾けた。

「で――」

　出る、と思った時にはすでに、ベラドンナの最奥目掛けて熱い液体が迸ほとばしっていた。何度もドクドクと脈打って、その度に精液が溢れる。体が干からびるのではないかと思うほど、一人でする時よりも大量に。

「……ごめん、ベラドンナ。気持ちよすぎた」

　ウィリウスは不甲斐なさを感じながらも、あっという間に果ててしまったことを詫びた。繋がってから五分か、一〇分か。一般的には早すぎる。

「大丈夫よ、ウィル」

　ベラドンナはウィリウスを責めたりしなかった。しょげる頭を優しく撫でて、慰めようとしてくれる。

「早漏を恥だとするのは人間くらいだから気にしないで。常に外敵に晒されている野生動物の世界では、交尾に時間をかければかけるほど途中で狙われる確率が上がるのよ」

「俺は野生動物じゃないんだけど？」

　ベラドンナの慰めは人間には的外れで、ちょっとだけウィリウスは泣きたくなった。

「……それに、そんなに痛くはなかったけど……初めてだったから、長引くのはちょっと負担が大きかったの。ちょうどよかったと思う」

　ただし、二言目の慰めは素晴らしかった。あまりにも完璧すぎるのでウィリウスは耳を疑ったが、ベラドンナが照れ隠しにふいと顔を逸らしたのを見て、幻聴ではないと確信した。

　――二段階フォロー？　最初のフォローで外しておいて、二度目のフォローで全てを根こそぎ掬い上げる。……最高かっ！

「さっき、俺に『すき』って言ったよな？　あれ、本気？」

「ええと……なんとなく気分が盛り上がっちゃって……嘘ではないわ、嘘ではないけれど……」

　嘘じゃない。それを聞けただけで、ウィリウスには十分だった。

　ようやく体を繋げられたこと。一瞬だけ恋人になり、その後晴れて結婚の承諾も得られたこと。ついでに、「すき」というお気持ち表明まで。

「ベラドンナ、一生大事にするから！」

「え、なに？」

　浮かれたまま、ベラドンナに抱きついた。まさに人生の絶頂期。全てがうまくいくし、ずっと幸せも続く。

　ウィリウスは明るい未来を信じて疑わなかった。この数日後、最愛の女性から敵意剥き出しで中指を立てられてしまうとも知らずに。

















第４章　毒女、絆ほだされる












　コルセットはやっぱり苦しかった。悪魔の道具のごとき補正具に無理やり体を締め上げられるのは、ベラドンナには拷問にすら思えた。

「月のものは来ていないわね？」

「お継母様には関係ない」

　馬車の窓枠に肘をかけ、過ぎゆく景色を眺めたまま、ベラドンナは黙秘した。

　けれども、継母クラウディアはその沈黙を都合のいいように捉えた。

「そう、よかった。このまま育って生まれてくれたらば最高。あなたなら王宮でも居場所を作ってうまくやっていけるでしょう」

　王太子との縁談を断りたい一心で「ウィル」に純潔を捧げたのに、その「ウィル」こそが王太子だったのだ。

　もちろん、ベラドンナは「騙された」と主張した。しかし王太子と関係を持ってしまったことは変えようのない事実。そのせいで、誰も耳を貸してくれなかった。

　幸いなことに、性交渉を持ったその週に月のものはやってきた。平民との結婚を反対された場合の保険として、ベラドンナは妊娠を仄めかそうとしていたが、今となっては性交渉も妊娠も、全て彼女を窮地に追いやるものになっていた。

　ベラドンナも意地を張らずに「妊娠していない」と告げればいいのに、継母への反抗心からギロリと睨んで八つ当たりをする。

「結局、お継母様は私を家から追い出せたのだから嬉しくて当然よね。相手が王太子なら私は王宮に軟禁され、今後煩わされることもない。娘が王太子妃になったと自慢だってできるもの」

　レインのことは弟として可愛がっていたから、彼を憎いとは思わない。クラウディアの思い通りになってしまうのが、ベラドンナは悔しかった。

「誤解よ。私はあなたの母親として、あなたの幸せを――」

「ふざけないでよ、私を毒殺しようとしたくせに！」

　つい、刺々しい言葉が飛び出た。

　継母と二人きりになるなんて、数年ぶりのことだった。考え方によっては、毒を盛られベラドンナは己の特異体質を取得し――あるいは気づき――今の自分になったのだから、継母に感謝すべきだとも言えよう。しかし、あえて振り返りたい過去ではなかった。

　だから実家にすら寄り付かないようにしていたというのに、こんなところで二人になるとはベラドンナも思っていなかった。そのせいで余計に苛立ってしまう。

「それも誤解なの。あなたを殺そうとしたことなんて、ただの一度もなかったわ」

「毎日私に毒を盛っておいて、よく言うわよ。潔白だというのなら、どうして私が『進学を認めなければ毒のことを父にバラす』と脅した時に、素直に私に従ったのよ」

「それは――」

　話の途中だったが、残念ながら馬車が王宮に到着してしまった。結婚準備のため、継母とともに招待を受けていたのだ。

　王宮の前壁ファサードには縦長の窓が一階から三階まで等間隔で規則正しく並べられ、その緻密さは見る者を圧倒するほどに立派。

　寒色の屋根、尖塔、真っ白な壁。静かに佇む巨大な城に温かみを見出すことは難しく、ベラドンナには悪魔が巣食う伏ふく魔ま殿でんを思わせた。

　虫の居所が悪かったこともあり、今すぐ帰りたいのと同時に、ここまで来て例の男に会わぬまま帰ることもしたくなかった。あわよくば、自分を騙した罰として、一発くらい顔に拳を打ち込んでやらねば気が済まないくらい。

　コクラン母おや子こが案内されたのは、とある客間の一室。

　お呼びがあるまで待つようにと言われ、二人はそこに捨て置かれた。そわついて落ち着かないクラウディアと、膨れっ面を隠そうともしないベラドンナ。

「ベラドンナ、ごめんなさい。でも聞いて」

　気まずい空気の中、クラウディアが話しかけた。車中での会話の続きだ。

「あなたの言うとおり、私はあなたの食事に毒を混ぜたわ。でも、それは殺そうとしたのではないの。お転婆で猿みたいなあなたがコクラン家の令嬢らしくなればと思って、少し混ぜただけなのよ」

　言い訳ならもっとそれらしく繕えばいいのに、とベラドンナは鼻で笑う。

「毒の知識がないのに、『少し』？　何をもって少しと言うの？　少量でも致死量に相当するものはごまんとあるのに」

　少なくとも五年、クラウディアはベラドンナの食事に継続してせっせと毒を盛っていた。ベラドンナが毒の効かない特異体質でなかったならば、今頃生きてはいなかっただろう。

「殺すつもりはなかったわ。体調でも崩してくれればそれを機に大人しくなるのではと期待しただけ。そうすれば、あなたのことで私が責められる回数も減る、と」

　ロバートと再婚したクラウディアは、ベラドンナを矯正する役割を課せられていた。しかしどれだけ叱ろうがベラドンナは山歩きをやめず、ロバートの書斎や研究室にも入り浸り、「貴族としての勉強はこなしているのだから、いいでしょう？」と聞く耳を持たなかった。

「……だからって、毒を盛るのはおかしいわ」

　継母の苦労と一族からのプレッシャーは、ベラドンナにも察するところがあった。少しくらいは申し訳ない気持ちもないでもない。

　だが、それと義娘に毒を使うことの是非はまた別の問題である。

　クラウディアは頭を抱え、重いため息を吐く。

「そうよね……ごめんなさい。弱い私が悪かったの。私もベラドンナくらい強ければ、少しは違ったのかしら」

　密かにベラドンナは混乱していた。継母のことは父の財産を狙う悪女であると思っていた。それなのに、毒殺する気はなかっただのと打ち明けられたことで、今まで己の中に作り上げてきた継母クラウディアの像がゆっくりと揺らぎ始めていた。

　恐る恐るクラウディアに目をやって、ベラドンナは愕然とした。

　あんなに敵視していたはずの悪女は、そこにはいなかった。いたのは、気弱そうな中年の女性。

　綺麗に化粧をしているが、目尻や口元には細かい皺がいくつも走り、肌のつやも全盛期をとうに過ぎてカサついている。そして何より、弟レインによく似ていた。

　二歳下のレインとは実の姉弟ではなかったが、両親が再婚するよりも以前から「はとこ」として何度も遊んでいたため、家族になるのに抵抗はなかった。幼い頃からベラドンナによく懐き、またベラドンナも己を慕ってくれる彼に親しみを抱き、すぐに仲のいい姉弟となった。

　青年期以降もそれは変わらず、実家に届いた荷物を顔見せがてら下宿先まで届けてくれ、平民と結婚すると言い出した時も真っ先に心配してくれた。

　クラウディアはレインと同じ、優しげな垂れ目をしていた。若い頃は美しかっただろうと思われるが、はっきりとした顔立ちのベラドンナとは対照的で、柔らかな雰囲気の女性だ。

　自分はずっとこの継母にいびられていたはずだと回想するものの、こんなにしおらしく謝られては、逆に自分が過剰反応しているようで急に不安になってきた。

「なんとかベラドンナを屈服させなければと、あの頃の私は必死だったわ。そうでないと私が父や祖父からお叱りを受けてしまうから。でも、あなたは逆に私を脅して味方につけた。今ならよくわかる、王太子すら虜にしてしまうような娘を、私がどうにかできるわけがなかったのよ」

　コクラン家の財産を狙うクラウディアが悪いのだ。当主ロバートの血を引く娘を毒殺し、己の連れ子にコクラン家を乗っ取らせようとした悪女が。

　そう思いたいのに、弱々しい継母を前にしては難しい。

　そもそも、ベラドンナは女なので、コクラン家の家督を継ぐ可能性は最初から低かった。子が女児のみの場合、婿を取るよりも一族の中の男児を養子に迎えて継がせる貴族が圧倒的に多いのだ。

　つまり、ベラドンナにはコクラン家の家督相続権はないに等しく、クラウディアが財産狙いでベラドンナを毒殺しようとした、という仮説は成り立たない。

「何を言っても言い訳にしかならないのはわかっているわ。許されたいわけでもない。でも後悔しているの。もっと別の関わり方があったのではないかと。……ごめんなさい」

　ベラドンナはうろたえ、怒り、そして悲しかった。

　謝るくらいなら、最初からしないでほしかった。ずっと「継母は私のことが殺したいほど邪魔なのだ」と思い込んできたのに、今更真実を打ち明けられても、すぐに納得できないのだ。何より一番腹立たしかったのは……。

　――よりによって、今、こんな場で打ち明けるってアリ!?

　ベラドンナの目下の悩みは、王太子から妃にと求められていること。それをどうやって断るか考えなければならないのに、継母との関係に思考力を割きたくなかった。

「どうして急にそんな話を？」

　隣に座るクラウディアの顔を見たくなくて、そっぽを向いたままベラドンナは尋ねた。

「あるお方に諭されたの。ベラドンナは何でもない風を装っているけれど、家族に疎まれたことで深く傷ついている。表面上はそう見えなくても、自分を守るため強がっているだけだ。――と」

　誰かがクラウディアに過去の過ちを懺悔させたのだ。……誰か。

　ベラドンナは詰め寄った。

「誰？　誰がそんなことを」

　――まるで私が弱いみたいに。

　クラウディアは穏やかに告げる。

「私はこの結婚に賛成よ。ウィリウス王太子殿下は誠実な方。あなただけを愛してくださる」

「だ、だから、誰が――」

「お待たせいたしました、コクラン様」

　聞き返すよりも先に、部屋の外から声がかかった。

　やってきたのは老執事と、品のいいスーツを身に纏ったウィリウス。クラウディアはソファから立ち上がり、ドレスの裾を摘み頭を深々と下げた。

「本日はお時間を賜りましてどうもありがとうございます。娘のベラドンナ・コクランと、その母クラウディアにございます」

　次いでベラドンナも継母から挨拶を促されたが、気持ちの切り替えができない。だから不貞腐れたまま小声で「どーも」と呟いて、ほんのわずかに会釈をした。見かねた継母がそれをまたフォローするのだけれど。

「ウィリウス王太子殿下、誠に申し訳ございません。娘は少し意固地になっておりまして……」

　ベラドンナはこの状況が歯痒かった。クラウディアはまるで己を仲のいい娘のように扱うし、ウィリウスも堂々として、平民だと偽ったことを悪びれるそぶりすら見せない。

「いいのです母上、私はありのままのベラドンナに惹かれているのですから。ベラドンナの頑固なところも聡明で機転が利くところも、私には全てがかわいく思えて仕方ないのです」

　――私を騙したくせに。どいつもこいつも、よく口が回ること！

　ベラドンナは歯を食いしばった。罵詈雑言をぶつけるにしても、ウィリウスとクラウディア両人がいるところでは分が悪かった。おまけに執事までいる。

「……では、ウィリウス殿下。私とクラウディア様は別室にて打ち合わせをいたします。殿下はこのままここに。ベラドンナ様と積もる話もあるでしょうから」

　老執事の計らいにより、ベラドンナとウィリウスは二人きりにさせられた。彼が二人の関係を誤解している――愛し合っていると――のは間違いないが、まずウィリウスと膝を突き合わせて話す必要もあったので、ベラドンナは黙っていた。

「――ベラドンナ」

　紅茶を運んできたメイドも退室したところで、先手を取ったのはウィリウス。

　ベラドンナはソファに腰掛けたまま、肘置きに手をかけ顎を乗せ、行儀悪く窓の外に顔を向けていた。もちろん返事などしない。

　ウィリウスは反応しないベラドンナの隣に腰掛けた。距離は思ったより近い。彼が座ったのに合わせ、ベラドンナの体も少し沈む。

　――座るにしても近すぎでしょ。こっちは怒っているのに、どうして。

　すぐそばから、衣ずれの音が聞こえた。視界の端に腕を捉え、胴に窮屈さを感じる。抱きしめられたと気づくと同時に、肩に重みがのし掛かってきた。ウィリウスの頭だ。

　こんなにも機嫌の悪さを身体中で表現しているにもかかわらず、彼はお構いなしの様子。

「ベラドンナ、会いたかった。ドレス姿もよく似合――」

「嘘つき！」

　ベラドンナはウィリウスの腕を振り払った。顔面も殴ってやる気で拳を振ったが空振りで、勢いに任せて立ち上がった。一歩下がって距離を取り、足元から舐め上げるように怨念を込めてウィリウスを睨む。

　ピカピカに磨き上げられた靴、皺一つないトラウザーズ、仕立てのいいジャケットに、糊の効いたスタンドカラーシャツと深緑色のネクタイ。金色の髪は左右に撫でつけてある。

　顔のつくりはベラドンナにも馴染みがあるが、ヘアスタイルと服装のせいでまったく別人のように見える。

　例えるならば、いいところの坊ちゃん。まさに王太子という出立ち。

　――最初からウィルがこんな姿で近寄ってきていたなら、絶対に心も体も許したりなんかしなかった。……きっと。

　ベラドンナからの拒絶に、ウィリウスは一瞬悲しそうな顔を見せる。

「嘘つき、だと？　私のどこが？　嘘などついていない、私は心からそなたを――」

「やめて！　『私』とか『そなた』とか、そんな堅苦しい喋り方、やめてよ！　……ウィルが王太子？　だから、そんなの聞いてないんだってば！」

　一発殴りたかったとはいえ、ベラドンナはもっと冷静な話し合いを望んでいた。ところが先のクラウディアとの会話もあり、すでに感情が昂っていた。

「……嘘は吐いていないよ、身分を言わなかっただけだ。ベラドンナだって、自分が伯爵家の娘だってことをちゃっかり隠していたくせに。だから、チャラだ」

　ウィリウスが馴染みのある砕けた口調に戻った。心なしかホッとして、これ幸いとベラドンナは一気に捲し立てる。

「どういうこと？　お継母様に何を吹き込んだの？　あの人があんなにしおらしくなるなんておかしいわ。私はあなたに何一つ頼んでないのに、余計なことをして！」

「余計？　そうは思わないけど」

「余計よ、だって私は毒を盛ってくれた彼女に感謝しているんだもの。謝ってほしくなどなかった！」

「いいや、それは違う」

　ウィリウスがあまりにも気軽に否定する。

　――あなたは何もわかってない。私とは性別も立場も違うあなたに、私の気持ちがわかるはずない！

　ベラドンナが激昂していく一方で、ウィリウスは冷静なままだった。

「確かに、母上に毒を盛られなければ、今のあんたはなかっただろう。でも、家族に悪意を向けられて、傷つかない人間はいないよ」

「そんなことない、私は傷ついていない！」

「平気だと言えるのは、よっぽど家族に無関心な奴か、心を守るため『傷ついていない』と自分自身に思い込ませている者のどちらか。あんたの場合、後者だ。あんなに姉弟仲がいいのに、無関心なんてあり得ない」

　ズカズカと心に土足で踏み込まれているようで、ベラドンナは激しく戸惑っていた。こんなに込み入った話は誰ともしたことがなく、気を抜いたら己のあり方を見失ってしまいそうだった。

　弱気になりかけた自分を奮い立たせるように、ベラドンナは己の手に力を入れる。

「わかった顔をしないで。ウィルには絶対わからないし、わかってほしいとも思わない。このままでいいの、現在過去未来、私を理解できるのは私だけ。誰にも――」

「わかるよ。俺も身内に毒を盛られ続けてきたから」

　ウィリウスの口調は軽い。だから余計、話す内容の重さと齟齬が生じていた。

「身内に……？　嘘よ、どうして？　あなたはただ一人の王子で、争う兄弟はいないのに」

　ウィリウスは国王トフリートの一人息子であり、王位継承権第一位の座は揺るぎないはずだ。王位簒奪を目論む輩がのさばるほど、国内の治安も荒れていない。

「それが、いるんだよなぁ。兄弟じゃないけどさ」

　可能性は低いけれど、それでも強いて挙げるならば……とベラドンナが呟く。

「……フィンセント王弟殿下？」

「まぁね」

　ため息混じりの肯定の返事が返ってきた。

「叔父上が王になりたいのか、甥のアントニウスを王に就けたいのかはわからないんだけど……。とにかく、叔父上は俺の命を狙ってる。昔からずっと、ねちっこく」

「ウィルの考えすぎって線はないの？　一国の王太子を暗殺しようとした輩が、そのままバレずにのうのうと暮らせるとは思えないんだけど」

　確かにね、とウィリウスが苦笑いする。

「俺の食事に毒を混入した犯人が誰か、王宮内で捜査が行われた。その責任者、誰だと思う？」

「……まさか」

　諦めたようなウィリウスの表情に、ベラドンナもピンとくる。

「そう、そのまさか。叔父上。捜査責任者の立場を利用すれば、証拠隠蔽も簡単だよな。叔父上は適当な男に罪を着せ、裁判前に服毒自殺ということにして毒殺し、真相を闇に葬った。その後も俺はちまちまと狙われたわけだけど、その都度使用人たちが濡れ衣を着せられ国外へ追放されていった」

　言葉が出なかった。

「な、なにそれ。酷い」

　ようやく出たのは月並みな非難。こんな言葉では言いたいことや抱いた思いの十分の一も伝えられないと後悔したが、ウィリウスに気にする様子はない。むしろうんうんと頷いて、ベラドンナの方が慰められた気分になる。

「な？　酷いだろ？　俺の叔父上は酷い。でも、あんたの母上は違う」

「……どう違うのよ」

　フィンセントとクラウディアでは悪意の質も量も違うから許すべきだと強要されるのだろうかと、ベラドンナは身構える。自分を守るように、反射的に腕を組んだ。

「俺はただ、『どうして自分は殺されかけたのか』と一人で悶々と悩むより、いっそのこと本人に直接理由を語らせた方がスッキリできると思っただけ。誤解があったとしても、ついでに解けるかもしれないし。だからあんたの母上に進言した」

　ウィリウスの返答を噛み締めながら、ベラドンナは考える。

　――ウィルはフィンセント殿下とはお話ができなかったということ？　お継母様は私に気持ちを打ち明けてくれたけれど、フィンセント殿下は違ったと……？

「母上を許せとは言わない。許す必要もないと思う。だって、悪意のあるなし関係なく、ヤバいことをされた事実は確かなんだし。だから、俺が言いたいのは……」

「……言いたいのは？」

　ウィリウスが言い淀んだので、言葉の続きを催促した。その瞬間、彼の手が伸びてきて、ベラドンナの手首を掴んだ。前触れもなく強く引っ張られたせいで、ベラドンナは体勢を崩し彼に覆い被さるようにソファの上へと倒れ込んだ。

「俺のこと、早く受け入れた方が楽なんじゃない？　ってこと」

「な……っ!?」

　ぎゅうっと抱きしめられた拍子に、ベラドンナの脳裏にあの夜の光景が蘇った。大きな手、広い胸板、自分のものとは違う吐息。

　とっくに冷えたはずの熱がぶり返す。目を閉じたら最後、抱擁を受ける心地よさに酔いしれてしまいそうだった。

「どっどうしてそういうことに」

「いいから。もう、楽になろうぜ？　王太子であろうが平民であろうが、俺はあんたが欲しいんだ」

「私はモノじゃない！」

「もちろんわかってるよ。モノではないと反論しようとするベラドンナが欲しい」

「ああん!?」

　堂々巡りで苛立って、みっともないくらい凄んだ。

「ベラドンナは、俺が求めていた女性そのもの。強くて、自分というものがあって、長いものに巻かれたがらない。そういうあんたが俺の隣にいてくれたら、俺は勇気が出せる気がするんだ。優れた者を身分関係なく登用する制度を設けたり、女性の権利を広げたり。これまでの慣例を変えるために、俺にも頼もしい味方が欲しい」

　ベラドンナは暴れるのを止めた。ウィリウスの話に魅力を感じてしまったのと、平凡だのとされる彼の評価と本人の口から語られる理想に、少々のギャップを感じたからだ。

「結婚は取り消さないからな。あんたの同意も取り付けてあるし、今更翻すのはナシ」

　ベラドンナの心は揺れ始めていた。

　ウィリウスの言葉に嘘があるとは思わない。彼はいつだって優しくて、ベラドンナに高圧的な態度を取ることもなかったからだ。

　次第に、ベラドンナは自分だけが意地を張っているように思えてきた。ウィリウスの方に理があるのに、自分ばかりが子どもじみた駄々をこねているような……。

「俺は王太子だけど、ウィルだ。一緒に食事したし、一緒に森にも入ったし、たくさんたくさん会話も交わしてきた仲だ。……足りなかった？　もっと一緒にいる時間が必要だった？」

　――悔しい。

　ベラドンナはそう思った。

　ウィリウスがただの「ウィル」ではなく、王太子の「ウィリウス」だったこと。彼の正体に気付かぬまま体を重ねてしまったこと。絶対に断りたかった王族との結婚を、呑むしかない状況に追い込まれていること。

　そして、今でも彼を嫌いになれないこと。

　もしかしたら、体を繋げたことでおかしな情が生まれたのかもしれない。ウィリウスと結ばれて嬉しかった。結婚しようと言ってくれたことも、驚いたけれど嫌ではなかった。

　でも、ウィリウスは王族なのだ。

　王太子妃になんかなりたくない。ウィルと一緒にいたい。

　騙された。

　でも、私だってウィルを騙した。

　ベラドンナの頭の中では様々な感情がグルグル回っているばかりで、言いたいことが定まらない。

「……足りないわ。時間も、会話も、あなたについて知っていることも」

　いい加減この体勢をなんとかしなければと、ベラドンナは足を踏ん張った。意外にもウィリウスが介添えするように体を支えてくれたので、難なくソファに正しく座ることができた。

「俺もそう思うよ。もっとあんたを知りたい」

　隣にいるウィリウスは、ベラドンナが姿勢を整えてもなお、二の腕と腰にかけた手を離そうとはしなかった。距離はないに等しい。温もりが伝わり、息がかかりそうなほどに近い。

「もっと知ったら私のこと、嫌いになるかもしれないわよ」

「それはないね、断言する。腹の子だって全力で溺愛するし」

　ハッとしてベラドンナは再びウィリウスの手を振り払う。

「妊娠なんかしてないわよ！　もう、なんなの、どいつもこいつも！」

　妊娠を仄かしたのはベラドンナ自身だ。しかしそれはクラウディアに向けたものであって、妊娠している事実はない。

「ならば出来るまでしよう。王太子の務め以前に、俺がそれを望んでいるんだ。な、ベラドンナ、俺の子を産んでくれ」

　屈託のない笑みを向けるウィリウスを目にして、久しぶりにベラドンナの心臓が軋んだ。キュンキュンして、ドキドキして、めまいを覚えてしまうほど。

「なっ、なによその口説き文句!?　今は仕事で子どもどころじゃないし、その前に、あなたとの結婚を受け入れたわけじゃないわ！」

　ウィリウスは声を上げて笑ったあと、うんうんと頷いた。

「それでいいよ、子どもはベラドンナの望む時で。取り急ぎ、俺の願いはあんたの夫になることだから。どうしたら早く諦めて俺の妃に収まってくれる？　正直、あと一押しだと思うんだけどなあ？」

　ウィリウスの指が頬をくすぐった。深い意味を持たない動作だろうが、彼の穏やかで楽しそうな微笑みに、ベラドンナの心臓がまたしてもドキンと高鳴った。

「う、うぐっ」

　心臓が痛い。動悸がする。心拍数が跳ね上がり、なぜだか呼吸まで苦しい。

「……私の知ってるウィルじゃない。今のあなたは何だか、こう、……心臓に悪い」

　ウィリウスはキョトンとしたのち、顔を歪めて大笑いした。あまりにも大声が過ぎるので、廊下にまで響いているのではないかとベラドンナは気が気でない。

「……笑いすぎじゃない？」

「そうか、俺は心臓に悪いか。それは大変光栄なことだな！」

　馬鹿にされているのではないかというくらい、ウィリウスは高らかに笑ってくれた。場違いさが甚だしくて白けながら嗜めるも、彼は上機嫌なまま。

「安心しろベラドンナ。そのうち、俺とあんたの心臓がどう繋がっているかわかるから。焦ることはない、ゆっくりやっていこうじゃないか」

　深呼吸して笑いを落ち着けると、改めてウィリウスがベラドンナに手を伸ばした。彼に導かれるがままソファに隣り合って座る。太ももが軽く接しており、キスはしていないものの、唇と唇が触れ合いそうなくらい近い。

「……私は王太子妃なんて器じゃない」

「俺には素質十分に思えるけど。俺の奥さん業はそんなに魅力がない仕事？　それとも俺に魅力がない？」

「ウィルは十分魅力的よ。人の話を否定しないし、人を見かけで判断しないし。聞き上手で一緒にいるといつも楽しかった」

「おう、照れるな……」

　ベラドンナは忖度なく、自分の思ったことを話す。

「ウィルはいいのよ、ウィルは。だから、あなたが平民ならよかった。『王太子』っていうのが余計なだけ」

　どれだけ愚痴を言ったところで、ウィリウスが「やめた」と言わない限りベラドンナには王太子に嫁ぐ未来が待っている。

　気持ちの昂りがおさまっていくに従って、ベラドンナの中には諦観が広がりつつあった。だからこそ、ウィリウスに本音を暴露する気持ちになった。

　すっかり冷えたティーカップに手を添えながら、ため息とともに早口でウィリウスにこぼす。

「私にとって『妃』という役は単なる足枷にしか思えない。王太子妃ともなれば毒草食は永遠にお預けを食らうでしょうし、野外調査も研究も論文執筆も禁止されるのが予測できる。趣味は禁止、自由もない。そんな生活のどこが楽しいっていうの？　豪華なドレスも贅沢もいらない。ただ私は、思う存分――」

　しかし、止まった。

　ベラドンナは喋るのをやめ、口元に持ってきたティーカップをまじまじと眺めた。液体の色の確認をしてから鼻を近づけその香りを嗅いでみる。

「ウィル、この茶葉はどこから？　これを淹れたメイドはどういう人？」

「……ベラドンナ？」

　ウィリウスも異変に気がついたようだ。ベラドンナと同じようにティーカップの匂いを嗅ぐ。しかし彼は首を傾げ、ベラドンナの言葉を待った。

「毒が入っていると思う。三日間履き続けた靴下を熟成させたみたいな香りがするもの」

「三日間履き……えっ？　靴下を、熟成……？」

　例えが悪かったようで、どんな香りか伝わらなかったみたいだ。常に使用人がいるウィリウスには、そんな不衛生な靴下を生み出した経験などないのだろう。しかし問題はそこではない。

「この香りは麦突菌ね。穀類に寄生する猛毒の菌類よ」

　麦突菌に汚染された小麦製品を食べ続けると、次第に中毒症状が現れ最終的には命にも関わる。現在では製粉段階で取り除くことができるようになったが、有史以来たくさんの人々の命を奪ってきた厄介な毒だ。

　その毒特有の香りが、用意された紅茶から匂ってきたのである。

　ベラドンナはカップに口をつけた。唇がピリピリ痺れるような感覚と、喉に残る後味の悪さ。麦突菌で間違いないと確信する。

　――前回食べたのはいつだったかしら。二十歳？　十九歳の誕生日？　……いえ、三年前の収穫祭の頃だった。お父様がわざわざパンに練り込んでくれたのよね。

　懐かしい味を思い出しながら、ウィリウスにニヤリと笑ってみせる。

「ねえウィル、麦突菌の中毒症状をご存知？　有名なのは四肢の壊死と全身の痙攣なんだけど、もう一つ。……それは、子宮収縮による流産。この濃度なら一度の服毒で十分ね」

　ウィリウスは察しの悪い男ではない。すぐに悟り、いっそう顔をこわばらせた。

「じゃあ、まさか、これはベラドンナを標的にしている……？　ベラドンナの妊娠をどこかから聞きつけて……っ」

「多分そうね。王太子の子を宿す者がいては、困る人間がいるってこと。妊娠していないけどね」

　――紅茶の味に毒が隠れていないけど、犯人には隠す気がないのかしら。あるいは、適量というものを知らないのか……。

「……ごめん」

　ベラドンナがティーカップに残る紅茶をクルクル回していると、ウィリウスが神妙な面持ちで謝罪した。

「どうしてウィルが謝るの？」

　毒を盛ったのは彼ではないはず。むしろ彼だって標的だった。それなのに、なぜか酷く落ちこんでいる。

「俺がベラドンナをこんなところに連れて来なければ……いや、あんたと関わらなければ。そうすれば、あんたを命の危険に晒すこともなかった」

　ベラドンナは笑い飛ばす。

「命の危険って、大袈裟よ。私に毒が効かないのは、ウィルだって知っているじゃない」

「そうだけど、実際に害されるところを目撃すると……冷静でいられない」

「だから害されていないんだってば」

　ウィリウスのその優しさは美徳だが、ベラドンナには不要のものだ。併せて、彼が抱える罪悪感も後悔も。

「……で？　これもフィンセント殿下の仕業ってことでいいのね？」

　その名にピクリと眉を動かしたあと、ウィリウスは力なく頷いた。

「そう考えてまず間違いない。さっきの給仕係のメイドは叔父上の執務室によく出入りしている子だったし。……油断してた」

　会ったことこそなかったものの、叔父フィンセントの評判はベラドンナの耳にも届いていた。

　金髪の国王とは対照的な、栗色の髪を持つ貴公子。口数は少なくミステリアスで、国王の右腕とされる人物。

　妻はいるが原因不明の病により床に伏せっているそうだ。だから息子アントニウスのケアも兼ねて、執務のかたわら息子の面倒をよく見ているという。

「さっき話に上がったばかりなのに、まさかこんなに早く関わり合いになれるなんて」

　ウィリウスの顔色がよくないが、対象的にベラドンナは俄然やる気になってしまった。そのついでに、湧き出たやる気に身を任せ、すっくと立ち上がり宣言する。

「じゃあ、早速今から本人に会いに行きましょうか」

「……はい!?　いや、無理だし！　何考えてんの、殺されるぞ！」

「大丈夫よ、私には毒は効かないんだから。でもせめて宣戦布ふこ……挨拶くらいしたいじゃない？」

「今『宣戦布告』って言いかけたの聞こえたからな!?」

「話し合った方がいい、誤解は解けって私に言ったのはウィルよ」

「それはあんたとあんたの母上限定だよ！　誰が叔父上と話せなんて言うかよ！　いいから落ち着いてくださいよベラドンナさん、ほんとにあんたは――」

　扉をノックする音に、ウィリウスの話は遮られた。クラウディアたちが戻ってきたのだ。

「おや殿下、ずいぶんとお話が弾んでいらっしゃるようですな」

　老執事が楽しげに告げた。普通の屋敷にいる執事なら、主人のすることに口は挟まないものだ。しかし彼は年を食っているだけあってか、その限りではないらしい。

「……まあね。何と言っても、俺が惚れ込んで連れてきた女性だから」

　ウィリウスはベラドンナから目を離さずにそう告げた。表情は固い。まるで、「叔父の件は内密に」とアイコンタクトをしているように。

　ベラドンナは無言で着席すると、ティーカップを再び手に取りそのまま一気にグビッと呷あおった。

「美味しいお紅茶、ごちそうさま。もちろんウィル……リウス殿下はお飲みにならないでくださいませ。体に毒ですから。……なんちゃって」

　笑えない冗談を飛ばしながら、ベラドンナは静かに立ち上がる。

「少し、一人で考える時間を頂戴したく存じます。ひとまず今日は帰ります」

　ほんの数時間前、ベラドンナはウィリウスに騙されたと激しく憤っていた。裏切られた憎しみもあった。

　にもかかわらず、今はすっかり敵意が消えていた。

　フィンセントのおかげだ。まさか王宮で毒を味わえるなんて思っていなかったからだ。

　驚きと同時に、ウィリウスのこれまでの苦労を思う。

　ベラドンナには毒が効かないからまだいい。しかしウィリウスは違う。だからきっと、ベラドンナが受けるよりも何倍も何十倍も怖い思いをしたのだろう。

　――私にできること。私がするべきこと。私がしたいこと……。

　ベラドンナは考えたかった。そのために、少しの時間が必要だった。
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「私、一人で考えたいって言ったのだけど？　しかも、来るにしたってこんな真夜中に来る人がある？」

　数日後の深夜、ベラドンナの下宿先にウィリウスが単身乗り込んできた。

　たとえ王太子妃候補となったとしても、実家でベラドンナが大人しくしているわけがなく、ウィリウスもそれを見抜いていた。

「どうしても眠れなくて、城を抜け出してきた。……ごめん。起きてた？」

「まあね。読みたい本があったから」

　ウィリウスは街で会う時と同じように変装していた。平民だと信じて疑わなかった頃の「ウィル」を彷彿とさせる、見覚えのある緑のマントと黒いブーツに、少しくったりとしたシャツ。

　ベラドンナは彼を部屋に招き入れた。一つしかない椅子を明け渡し、代わりにベッドに腰を下ろす。狭い部屋だから、膝と膝がくっつきそうなほどの距離だった。

　ここは以前、ベラドンナがウィリウスと体を重ねた場所でもある。もしも体の一部でも触れ合ったら、それをきっかけにまたそういう雰囲気になるかもしれない。

　そんなことが彼女の頭を過ぎったが、たぶん可能性は低い。わざわざ変装してまでやってきたウィリウスはとても暗く沈んだ表情をしており、目の下にはクマまであった。この余裕のない様子では、まず間違いは起こらないだろう。

「ウィル？　どうしたの？」

「どうしたもこうしたも……。俺はベラドンナが大好きで、本当に、大切にしたいと思っているんだ」

　両手を組んだり、擦ってみたり。所在なさげに動かしながら、ウィリウスはゆっくり話し始めた。

「でも、ベラドンナを巻き込んでいいのか……わからない」

「はあ？」

　先日会った時も、その前に会った時も。ウィリウスはあんなにも自信満々で積極的だったのに、今日の彼はまるで別人のようだ。

「正直、ベラドンナを妻にしたいと思ったのには、純粋な好意以外に打算もあったよ。俺が生きている限り叔父上は俺を毒殺しようとするだろうし、俺が妃を娶ったら妃も毒殺しようとする。でも、その妃が毒の効かないベラドンナなら、殺されることはないはずだと踏んだんだ」

「まあそうよね、毒耐性は魅力的よね。私なら食事が安全かどうかも見分けられるから、永久機関的な毒見役としても重宝するでしょう」

　打算的考えを打ち明けられたところで、ベラドンナに怒るつもりはなかった。合理的な考えだと彼女自身思えるからだ。

「そうだけど、それじゃだめなんだよ！　俺はベラドンナを毒見役として利用したいんじゃなく、夫婦としてやっていきたいんだ！」

　もしもウィリウスが王太子でなかったら、彼はこんなに葛藤しなくて済んだのだろう。でも、どうしようもないことだ。

「だから私との結婚を、ここにきて躊躇し始めたということね」

　今日は前回と違い、ベラドンナの方が冷静だった。

　否定しないウィリウスに、ベラドンナは疑問をぶつける。

「何なの、ウィル？　私が嫌がっている時は聞く耳を持たない勢いで迫ってきたくせに、私が受け入れようとしたら、今度は沼に釘？　わざとなの？」

　あれからベラドンナは一人で考え、王太子ウィリウスとの結婚を受け入れようと決めていた。

　王宮には攻撃的な毒使い――フィンセント――がいてしばらく楽しめそうだったし、ウィリウスが語った理想の未来に興味を抱いたのもある。そして何より彼の愛の告白にベラドンナは心を突き動かされたのだ。

　だというのに、ベラドンナが心を決めた途端、交代するようにウィリウスが揺らいでしまうとは。

「それは違う、わざとじゃない。俺だって、叔父上があんな露骨にベラドンナを狙ってくるとは思わなかったんだ。だって、あんたが無敵だといっても、俺の家の争い事に巻き込んでいいと考えるのは傲慢すぎるだろう？」

　ウィリウスの考えるところはわからないでもないが、ベラドンナの意見は異なる。

「私は構わないわ。愛憎渦巻く王宮も、案外楽しそうよ」

「……正気か？」

　ベラドンナはケロッと答えたが、それがかえってウィリウスには信じられない原因になったのかもしれない。

　当然ながら、ベラドンナに嘘はない。

「……私、ずっとコルセットが嫌いだったの」

「コルセットって、あの？　女性がドレスの下に身につける……」

「そうよ。忌々しい補正具。あれを着けると体だけじゃなく私の意志や人生まで抑圧されているような気がしてならなかった。実際にすごく窮屈だったし」

　数人がかりでコルセットに体を押し込められるたび、決まってベラドンナは憂鬱になった。女としてのお決まりの生き方を強要されていると感じた。男もコルセットを装着する文化だったなら違ったかもしれないが、コルセットの拘束を受けるのは女に限られているのだ。

「ウィルは私を選んだ。慣習が大嫌いで、男と対等にあろうとする私を。お淑やかであれと強要することもなかった。ありのままの私を好いてくれた」

　言葉を紡ぎながら、己の内にあるウィリウスへの想いがなんたるか、ベラドンナは気づく。

　――これはきっと、恋。私、ウィルのことが好きなんだわ。

　動揺はしなかった。ウィリウスと話すのは楽しかった。「またね」と言って別れても、早くその「また」がやってこないか、ベラドンナはいつだって心待ちにしていたのだ。

　これを恋と言わずして、何と言うのか。

「継母ははのことも……ありがとう。あの家に私の居場所はないと思っていたけど、私が思い込んでいただけで、案外そうじゃないのかも。お継母様を許すわけではないけれど、少し楽になれた気がする。あなたのおかげよ」

　ウィリウスが『家族に悪意を向けられて、傷つかない人間はいない』と言ったとおり、ベラドンナも傷ついていたのだ。

　ただ、傷ついたことを認めることは自分の弱さも認めるようで、避けていた。自分で自分に「平気だ」と言い聞かせるために、ベラドンナは『感謝している』とうそぶいて強がっていたのだ。

　しかし、今のベラドンナにはわかる。傷ついたことも全て受け入れることができてはじめて、それを強さと呼べるのだと。

「だから、あなたに恩返ししたい。ウィルのおかげで私の胸の痞つかえが取れた。次はあなたの番。私が手伝うから、あなたもフィンセント殿下と決着をつけて」

　ベラドンナは誤解をしていた。これから先ずっと、フィンセントに毒を盛られ続ける生活をウィリウスがよしとするはずがない、と思っていたのだ。

　ところが、ウィリウスはあからさまに顔をしかめ、拒否反応を示すように体を後ろに引いた。

「ええー……そんな急に言われても……叔父上と決着？　それはちょっと……言いたいことはわかるけどさ……無駄に波風立てるのは、ちょっとなあ」

　彼の煮え切らない態度に、ベラドンナはスンッと真顔になった。

「なるほど。ウィルはフィンセント殿下を野放しにしたままでいいと考えているのね。ウィルならば愛する私を危険人物がいるところに置いておきたいと思うはずがないから、私との結婚も取りやめるということでいいのね」

「うっ!?　そ、それは……」

　ウィリウスは優しい。きっと彼の中ではすでに答えが出ているのだろう。だが、優しさが邪魔をして躊躇っているのだ。

　だからベラドンナはわざと彼をけしかけた。

「ハッキリしてよ、どうなのよ？　私はどっちでもいいわ。一回ヤって処女ではなくなったけど、別に気にしないし。結婚するなら処女に拘らない人を探すし、いないならいないで独身のままでも。結婚する必要性も別にそんなに感じないから」

　ウィリウスが隣にいる人生もいいかも、とは思ったが、こういうのは合意があることが前提。彼がそれを拒むのならば、ベラドンナに無理強いはできない。

　とはいうものの、ウィリウスが真に拒むとは思っていなかったけれど。

　ウィリウスの顔は青ざめて、視線を大袈裟に揺らした。「捨てられる」とでも怯えたのかもしれない。

　彼は今、沈黙したまま頭の中で解決策を探っているのだろうが、結論が出なければ意味がない。愛しい相手には届かない。

「……俺は、――――がいい」

　焦れるほど長い時間をかけたあと、ようやくウィリウスがぽつりと告げた。

　しかし声が小さすぎた。

「聞こえないわ」

「……ベラドンナが…………いい」

　今度は彼女に届いたが、表現が曖昧すぎた。

「いい、ってどういうこと？」

「結婚したい」

「なに？　え？　なんて？」

「ベラドンナと……結婚、したい」

「だから聞こえないってば」

　実際には聞こえていたが、蚊の鳴くような小さな声で言われたところでベラドンナには物足りないのだ。「はいそうしましょう」と頷くには、確固たる彼の姿勢が欲しかった。

「ベラドンナと結婚したい」

「全っ然足りない。私の心には届かないわね」

「ベラドンナと結婚したい！」

「ほらっ、もっと大きな声で！　腹に力を入れて、ちゃんと私に届けてよ！」

「したいですっ！　俺は、ベラドンナと!!　結婚が、したいですっ!!」

　煽り立てられるまま、とうとうウィリウスは部屋の外にまで響く大声で言い放った。頬はもちろん耳も目も赤くなり、ハァハァと息を荒く乱している。

　途中で止めてもよかったが、ついついベラドンナは悪ノリした。そして、期待に応えようとしてがむしゃらに叫ぶウィリウスの愚直さに愛おしさが募り、ベラドンナも顔を赤くし腹を抱えて大笑いしてしまう。

　とここで、階下から男の怒鳴り声が響く。

「うるせー！　何時だと思ってんだ、静かにしろ！」

　時間も時間だったし、下宿している他の住人が腹を立ててしまったのだ。ベラドンナはウィリウスと顔を見合わせ、慌てて口に手を当てた。

「わかったウィル、わかったから。ごめんね、試すような真似をして……ふふっ」

　声を落としてベラドンナは言った。まだおかしくてたまらず、話し終える前に笑いが込み上げる。

　肩を震わせながら、ウィリウスの手を取った。不安そうな彼を落ち着けるように、微笑んでみせる。

「ただし、結婚には条件を出すわ。その条件をウィルが呑むなら――」

「呑む！」

「早すぎでしょ。せめて聞いてよ」

　結婚の条件を告げる前に、ウィリウスが了承した。ベラドンナは苦笑しながら、咳払いをして仕切り直す。

「結婚後も毒草食を続けさせて。野外調査も研究も続けたい。それが私の出す条件。これを呑んでくれるのなら、縁談を受けてもいいわ」

「呑む」

「やっぱり返事が早いわよ」

　ウィリウスならば受け入れてくれると思っていたからこそ、ベラドンナはこの条件を出したわけだが、できればもう少し悩むポーズを見せてほしかった気がしないでもない。

　ウィリウスがベラドンナの手を握る。

「それくらいであんたが手に入るなら、あんたの望む文献だって、なんなら専用の研究室だって用意する。だからベラドンナ、俺と結婚してくれ！」

　これが、正味二度目のプロポーズ――一度目は行為の最中――となる。今回はお互い何の隠し事もない。

「わかった。いいわ、結婚する」

　前回のプロポーズ時とは違い、ベラドンナはウィリウスのことを異性として意識していた。

　大きな手も、逞しい体も、思慮深くて優しい心も。

　ウィリウスの「なんとしてでもベラドンナが欲しい」という姿勢は、ベラドンナに影響を与えた。ウィリウスほど求めてくれる人を、ベラドンナは知らない。ゆえに感化され、毒に悩む彼を救ってあげたいと思うようになったのだ。

　毒に苦しめられてきたウィリウスと、毒を好んで食すベラドンナ。まるで正反対だが、足して割って平ならしたらちょうどいい塩梅になる気がした。

　王宮暮らしには不安があったがウィリウスがなんとかしてくれると言うし、彼への愛を自覚した途端、乗り越えられるような勇気が湧いてきた。

「覚悟はよくて？　私はバッチリなのだけど」

　ウィリウスの手を握り返しながら、以前彼が言った台詞を、ベラドンナも真似て言った。

　好きで好きでたまらない。命をかけるほど愛している。……というような情熱的な感情にはいまだ至らず、じんわりとした温もりがある程度。けれど、これまで誰にも抱いたことのない感情がベラドンナの中に芽吹いていることは確か。

　ウィリウスとの他愛もないやりとり、平民に変装した姿、そして、正装を身に纏った凛々しい姿も、どれを思い返してみても胸の中がほわほわと温かくなるのだ。

「面倒な御託はどうだっていいから、毒味でもなんでも私をウィルのいいように使って。もしも私を権力争いに巻き込みたくないのなら、ウィルがササッと片付けたらいい」

「簡単に言うなよ……」

　ようやく笑ったウィリウスの表情はまだぎこちないものの、なんとなく吹っ切れたように見える。

「そうよ、私は言うだけだから簡単なの。フィンセント殿下のことはウィルの問題。でも、喜んで力を貸すわ。私はあなたの隣にいる。だから大丈夫、一人で立ち向かうよりも簡単なはず」

　ね？　と決意を促しながら、ベラドンナはウィリウスの手に口付けを落とした。

「はー……。もう……、どうしてベラドンナはそこまで強いかねえ？」

　感嘆の入り混じる呟きのあと、ウィリウスがベラドンナの隣に座った。ベッドが軋んで体が揺れ、太ももと太ももが触れ合った。

　すかさず腰に手を回され、あっという間に距離が縮まる。

「最高だよ、ほんと。やっぱりベラドンナじゃなきゃ。かわいくて、カッコよくて、賢くて。将来俺が即位したら、国のことは全部ベラドンナに任せてしまおうかな～、なんて」

「国王がヒモって最悪じゃない？」

　軽口を叩く彼に対抗し、ベラドンナも軽口で返した。

「あはは、やっぱベラドンナは鋭いな！　そういうところもたまらなく大好き」

『愛している』よりも砕けた『大好き』に、ベラドンナは顔が熱くなっていく。それと同時に心臓がキュンキュン呻り始めた。ウィリウスへの好意を自覚した後だったから、「これが恋のときめきなのだ」と一層胸がドキドキした。

　そして、はしゃぐウィリウスを眩しく感じて見ていられなくなって、ベラドンナはそっぽを向いた。

　その瞬間を狙ってか、ウィリウスが覆い被さってきた。受け身を取る余裕もなく、ベッドに押し倒される。

　顔が近づいてきたので、ベラドンナは咄嗟に目を瞑った。と同時にやってきたのは噛み付くような情熱的なキス。

　彼の脚はベラドンナの膝を割り、両手はすでに脇腹と胸のあたりを弄っている。

「ちょ、ちょっと……っ待って!?　ウィ……あふっ」

「待てない」

　耳の裏を舐められて、力が抜けて嬌声が飛び出た。ウィリウスは止まらなかった。胸を撫で太ももを撫で、じわじわとベラドンナは炙られていく。

「ダメ……、ウィル……う、だめ、ダメだって……！」

「ダメじゃない、全然ダメじゃない。ベラドンナ、最高に可愛いよ。俺の――」

　盛り上がりかけている最中、再び扉の外から怒号がやってくる。

「おいっ！　うるせーって言ってるだろ!!　静かにしやがれ!!」

　二人してびくつき、またもや顔を見合わせた。

　声は扉のすぐ外から。この勢いならそのうち扉を開けて乗り込んでくるかもしれない。ベラドンナは危惧し、ウィリウスを押しのけ大股で扉にかじりつく。

「ごっ、ごめんなさい！　気をつけます、もう静かにするので！」

　ブラウスのボタンはすでにいくつか外され乱れていた。扉の鍵はかかるものの、すでにかなり古い。そのせいで扉を持ち上げるようにしながらドアノブを捻れば簡単に開いてしまう。だからベラドンナは大慌てで謝罪した。

「……ったく、騒ぎたいなら他所でやってくれ！　ここは演劇の舞台じゃねぇんだぞ!!」

　不幸中の幸いなのは、睦言だとは気取られなかったこと。

　声の主は捨て台詞を吐き、階段を乱暴に降りていった。そして辺りは静まり返る。

　ベラドンナは扉に手を当て額をくっつけたまま、ウィリウスに向けてため息とともに提案をする。

「ウィル、ごめん。続きはまたの機会にしましょう」

「……嫌だと言ったら？」

　ベッドに座っているはずのウィリウスの声がすぐ背後から聞こえた。いつの間に移動したのか。……といっても部屋自体が狭いので、容易いことだっただろうが。

　ビクッと跳ねたベラドンナの右肩に、すぐに何かが乗せられる。ウィリウスの頭だ。

　腹には両手が回されて、二つの体がぴたりと密着する。正面には扉、背後にはウィリウス。ベラドンナに逃げ場はない。

「もう、我慢できそうにないんだ」

　耳元に口を寄せながら、ウィリウスが切羽詰まった声で懇願した。すでに尻には彼の硬くなった部分が押し当てられている。

「ダメよ、また苦情を言われたらどうするの？　万一部屋に乗り込まれて、裸を見られでもしたら……」

「そんなに心配なら、ベラドンナが扉を押さえていればいいじゃん」

「え？　何言って――」

　ウィリウスがベラドンナの胴を撫でた。臍のあたりに置いてあった手がゆっくりまっすぐ降りていき、脚の付け根をスカート越しに撫でた。

　ベラドンナは息を呑む。そして、自分の中に「このまま流されてしまいたい」と願う気持ちがあることに気付かされる。

　興奮していたのは、ウィリウスだけではなかったのだ。

「大丈夫、声を出さなければバレないよ」

　首筋にいくつものキスが落とされ、ちゅ、ちゅ、と軽やかな音が聞こえてくる。くすぐったくて気持ちよくて、ベラドンナには抗えない。

　その間にも、スカートが少しずつたくし上げられている。太ももが空気に曝されて、ぶるりと身震いを一つ。肌に触れた冷気にすら快感を覚えてしまう始末で、ベラドンナはいっそ全て脱ぎ去ってしまいたいと刹那的なことを考えるようになる。

「っあ……う、」

　扉に向かって立っているから、ウィリウスを抱きしめ返せない。年季の入った扉の木目に無我夢中で両手を這わせ、湧き上がる衝動を必死でいなす。

「――ああっ！」

「こらこら、静かにしてないとダメだろ」

　ついにウィリウスの手がスカートの中へと侵入した。ベラドンナの柔肌に触れ鼠そ蹊けい部ぶを往復し、そのうち下着の紐を引っ張った。ハラリと布が落ちていく感覚にゾクリと全身が震える。

　期待と興奮の高まりが抑えきれない。愛液が垂れ太ももを伝い、その感覚にまた興奮した。

「……すごい濡れてる。ベラドンナ、感じてた？」

「ううっ、……あっ、あぅ」

「ほら、声は出さない約束だろ」

　ウィリウスの指が下腹部をトントンと刺激する。撫でるでもなく離すでもなく勿体ぶるような動きで、それが非常にもどかしくて苦しい。

　これからそこをいたぶられることを、ベラドンナは期待していた。早く早くと急かしたいが、かろうじて残っている理性がおねだりするのを引き止めている。でも、それも限界が近い。早く欲しくて秘所の肉がヒクついた。

　背後でカチャカチャと音がする。ウィリウスがベルトを外している音だ。

　もちろん二人は立ったままで、衣類に乱れはあるものの、そこそこしっかり着用したまま。

「ウィル？　あの……一体、あ、あ、――っ」

　これからどうやって繋がるつもりなのか？　と聞こうとしたが、すぐにそれどころではなくなる。

　尻に熱いものが触れた。それの正体はあえて聞くまでもなく、ベラドンナは本能的に腰を後ろへ突き出した。

「ベラドンナ、もう少し……脚を開いて」

　求めに従い脚を肩幅に開く。するとすぐ、体の中心にウィリウスのそれが押し当てられた。

　熱く、硬く、自分にはないもの。鋳造品の型のように、体と体が合わさるところ。

　これこそ、まさに今ベラドンナが欲していたものだ。

　狭い道を太いものが無理やり通っていく感覚。しかし痛みは存在しない。それどころか、何かが満たされていくような、神秘的な充足感が身体中に広がっていく。

「全部……入ったな」

　体ごと扉へ押し付けられるようにして、二人の下半身が繋がった。

　休む間もなくウィリウスが抽送を開始する。ベラドンナの腰を優しく抱き、押しては引いてまた押して、繰り返しそこを穿っていく。

　何もかも忘れてしまいそうなほどの甘い快感に襲われ、ベラドンナの口からは自然と恍惚の声が漏れた。

　結合部は濡れに濡れ、溢れた愛液が床にいくつもの丸い染みを作っていた。ぐちゅぐちゅという卑猥な音も大きく、声を出すのを堪えても、この音が廊下に漏れ聞こえてしまうのではないかと心配になるほどだった。

　次第に、ベラドンナは膝がガクガクと揺れてきて、姿勢を維持することが辛くなる。快感が強すぎるおかげで、身体中から力が抜けていくのだ。

「ウィル……もう無理、立っていられない……っ」

「ベラドンナ、こっちを向いて」

　一度体を離し、ウィリウスにされるがままに向かい合った。ベラドンナの顔は上気し、息もかなり上がっていたが、それはウィリウスも同じだった。

　充血した目は潤み燃え上がり、肩で息をしている。何かを語るよりも早く、唇を塞がれた。熱い舌が口内を撫で回し、時折舌や唇を吸った。

「ん、う、……んんっ」

　キスを交わしながら、ウィリウスに導かれるがままベラドンナは彼の首に両腕を回した。これからどうするつもりだろうか、とベラドンナがぼんやり考えていると、彼の手が左の太ももにかかった。ぐい、と上へ持ち上げられ、バランスを崩しそうになる。

　背後の扉に寄りかかっていたおかげでなんとか持ち堪えられたものの、この体勢は長く保たない。

　ウィリウスはベラドンナの太ももを抱えたまま、己の体を近づけ繋げた。熱が燻っていた中心に、ひんやりした感覚。しかし冷たいのは外気に晒されていた表面だけで、再び繋がってすぐ、それがどれほど熱いのかをベラドンナは思い知る。

　滑りがよくなっていたこともあり、己の秘所はあっという間にウィリウスの肉茎をズブズブと呑み込んでいった。

「しっかり掴まって」

「え？　あ、え、……ええっ!?」

　ベラドンナは片足立ちのまま。これは難易度が高すぎる、と危ぶんだものの、それは最終的な体位ではなかった。ウィリウスはベラドンナの片足どころか両足、そして腰を抱きかかえるようにして、体ごと持ち上げてしまった。
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　確かに、この体勢ならばベラドンナにしてみたら立つよりも楽だ。しかし、しがみついていなければ振り落とされそうで心許ない。

　次に何か訴えるよりも早く、ウィリウスの突き上げが始まった。

「あぁ、ウィル、……っ」

「ベラドンナ……イイ。めちゃくちゃ……気持ちいいっ」

　自じ重じゅうのせいで勝手に肉棒を咥え込んでしまう体位。拒みたくても拒めぬまま、振り落とされたくないベラドンナはウィリウスにますます強く抱きついた。

　静まり返った部屋の中、荒い息遣いが響く。肉と肉がぶつかる高い音、粘液と気泡が混ざっては消えるぐちゅぐちゅという音も一緒だ。

「このまま出す、からっ。ベラドンナ、受け止めてくれ」

「う、あ、……ウィルっ」

　声を出さないようにしても、どうしても少しは漏れてしまう。

　もしもまた、苦情を言われたらどうしよう。扉一枚隔てたところでこんな行為に耽っているなんて、もしもバレてしまったら。

　でも、途中から、そんなことを考える余裕はなくなっていた。

「ウィル、うぅ……っあ」

　人に迷惑を掛けるのはよくないが、この行為は誰の迷惑にもなっていない。ただ、二人で愉しんでいるだけ。

　ベラドンナの体が弾むくらい何度も勢いよく突き上げたあと、ウィリウスは達した。

　絶頂の瞬間は力加減を考える余裕がないのだろう、ベラドンナは息苦しいほど扉に背中を押し付けられた。

　困ったことに、嫌ではない。必死なウィリウスが、ますます愛しく思えてくる。

　体の最奥に注ぎ込まれたあとも、しばらくその体勢のままでいた。離れてしまうのが名残惜しく、できるだけくっついていたかった。

「ウィルのことが、好き」

　ベラドンナの口から自然と溢れた。

　心臓が痺れていた。それだけでなく頭のてっぺんから爪先まで、痺れているような感覚すらあった。

「俺もだ。大好きだよ」

　顔を合わせたら自然と笑みが溢れ、二人は幸せな口付けを交わした。

















第５章　毒女、喧嘩を売る












　再びベラドンナは王宮へとやってきた。縁談を正式に請けたことで、王妃から茶会に招待されたのだ。

「ようこそ、わたくしの茶会へ。あなたがわたくしの息子がベタ惚れだという、ベラドンナね」

「ごめんね、息子が婚約よりも先に手をつけちゃったそうで。愛があるのはいいことだけど、先走りすぎるのはよくないよね」

　ウィリウスの両親に会って初めて、ベラドンナは彼が「平凡だ」と噂されている意味を理解した。

「とんでもない、この上なく幸運なことでございます。国王陛下ならびに王妃陛下、お目にかかれて光栄にございます」

　他人行儀な挨拶をしながら、ベラドンナは膝を折って深々とお辞儀した。国王夫妻は想像よりずっと気さくで親しげに話しかけてくれた。だが、二人の放つ王族のオーラというものがベラドンナにはとてつもない眩しさで、ウィリウスには感じたことのない光量だった。

　もしかしたらウィリウスが国王になった暁には、同じ眩さを放つようになるのかもしれないが、未来のことなど誰も知らない。

「私はウィリウスの叔父、フィンセント・ガシェだ。こちらは息子のアントニウス。ベラドンナ嬢、歓迎しよう」

「ありがとうございます、フィンセント殿下。……それと、アントニウス殿下も」

　暗い栗色の髪と、低い声。歓迎すると言う割に、目がちっとも笑っていない。

　対照的に、アントニウスは元気のいい子。七歳だと聞いていたが、天真爛漫な様子は実年齢より幼く見える。

　招待客はベラドンナ一家のみ。あとの参加者は国王夫妻とウィリウス、そして王弟父子おやこだと聞いていた。しかし当日訪れてみると、他の顔ぶれも多々見受けられた。

　父のロバートは貴族であり植物学者であり、創薬事業を手広く展開する実業家でもあった。だから彼らは仕事の話をするためにやってきた者なのだろうとベラドンナは推測した。

　その証拠に簡単な挨拶や自己紹介が終わるとすぐ、彼らはロバートと国王夫妻の周囲へと群がり、取り巻きのようになってしまった。

　継母のクラウディアはウィリウスを捕まえ話し込み、義弟のレインはまた別の貴族に捕まって、ベラドンナは早速手持ち無沙汰になった。「茶会」と謳っているものの、立食パーティー形式で椅子が用意されておらず、皆が自由に移動できたのもよくなかった。

　――今日の茶会、私とウィリウスが主役だったのではなくて？　どうして主役の私より、お父様のほうが人気なのよ……別にいいけど。

　話し相手になりそうな人は……とベラドンナが辺りを見回すと、フィンセント父子に目が留まった。しかしウィリウスから「叔父上には近寄るな」と念押しもされている。

　どうしようもなかったので、長テーブルに並べられたいくつもの料理に目をやった。腹が減っているわけではないので、何かをつまむ予定はない。しかし他に、相手をしてくれそうな人もいない。

　食事だけは「茶会」らしく、軽食やデザートがほとんどだ。種類は豊富で、サンドウィッチだけでも十種類を軽く超える。キュウリに、卵に、鶏肉に。フルーツが挟んであるものもあり、見ているだけでも時間が潰せそうだ。

「体調は？」

　その時、背後から低い声がかかった。先ほど紹介を受けたからわかる、王弟フィンセント・ガシェである。

　長身だが猫背なのでそれほど大きい印象を受けないものの、その代わり不気味さ――これを『ミステリアス』と言って持て囃す女性も多いという――をベラドンナは感じた。

　間違っても話しかけられぬよう警戒していたはずなのに、いつの間にか近づかれていたようだ。あとでウィリウスに「近寄るなと言ったのに」と小言を貰いそうだと思ったが、向こうから近寄ってきたのであって、ベラドンナにはどうしようもないことだった。

「フィンセント殿下。……体調ですか？　幸いなことに良好でございます」

　話しかける定型句かもしれないが、ベラドンナにはこの場合も同じとは思えなかった。なにしろフィンセントは、ウィリウスを毒殺しようとした真犯人なのだから。

「そういえばベラドンナ嬢、妊娠なさったと耳に挟んだが」

　わざわざ探りを入れてくるあたり、先日の毒入り紅茶の効果の有無を知りたいのではないかとベラドンナは邪推する。

「いいえ、あれは私の早とちりでした。お騒がせして申し訳ございません」

「……そうか」

　ベラドンナだって子どもではないので、愛想笑いの一つくらいする。それに張り合うように、フィンセントもわずかに口角を上げた。

「ベラドンナ嬢、これからはそなたも王家の一員となるのだ。家族としてウィリウスをよろしく頼むよ。そして我々も仲良くやろう」

「願ってもないことでございます。お心遣い感謝いたします」

　ウィリウスを嫌うフィンセントは、ベラドンナのこともよく思っていないはず。先日の麦突菌入りの紅茶がベラドンナを標的にしたものなら、余計に。にもかかわらずこんな風に親切にされるのは、白々しくて嫌気が差す。

「フィンセント殿下はあの輪の中へ入らなくてもよろしいので？」

　ベラドンナが指したのは、ロバートと国王トフリートを中心とする人の群れ。毒と薬は紙一重だ。フィンセントが毒に興味を持っているのならば、創薬事業を展開するロバートの話に加わりたがると思ったのだ。

　ところが、フィンセントは不思議そうに眉を顰める。

「私が？　そなたのお父上の事業は確かに国としても注目すべきところだが、生憎と私は門外漢なのでね。薬のことは薬師に任せるに限る」

　ベラドンナは腑に落ちなかった。毒を扱うにもかかわらず、専門家の話には興味がないなんて、と。

　――もしかしてこの人、毒は使うけど学問や知識としては興味がないのかしら。

　ふと、フィンセントが手に持っている皿に目が行った。小ぶりな皿には淡い緑色のケーキが乗っていた。

　フィンセントはベラドンナの視線に気づき、「どうぞ」と皿ごと渡そうとする。

「向こうのテーブルにあったピスタチオケーキだ。女性は甘いものに目がないと聞くから、ベラドンナ嬢もお好きかと」

　実際、甘いものは毒草の次にベラドンナの好物だ。

　フィンセントに手渡されたのはピスタチオが練り込まれたケーキ。長方形に切られた断面はショコラ色と深緑色の生地が美しい層をなし、ブルーベリーの実が上品に一粒だけ飾ってあった。

「あ、はい。好きです。ありがとうございま――」

　ベラドンナはお礼を言いかけてやめた。あることに気づいたからだ。

　フィンセントの顔をまじまじと見つめたあと、満面の笑みを作り再度お礼を言い直す。

「本当に、私の大好物です。どうもありがとうございます」

「それはよかった。ピスタチオが好きなのかな。実は息子も――」

「あっ、それはピスタチオのケーキ!?」

　強引に会話に割り込んできたのは、フィンセントの息子アントニウス。

　父親よりも母親似なのだろう、フィンセントにはない愛嬌があり、初対面のベラドンナにも物おじしていない様子だ。

「ベラドンナさま、ぼくもピスタチオが大すきなんです！　いいなぁ～、ぼくもこのケーキが食べたいなぁ～！」

　欲求を抑えられないのは子どもゆえか、わがままが通る暮らしゆえか。ベラドンナは少し考えたが、結局のところ己が責任を取ることでもないので、気にしないことにした。

「まだ手をつけておりませんので、よかったらお譲りいたしましょうか？」

「わぁ、ありがとうございます！」

　しかし、皿がアントニウスに渡る前に、フィンセントがそれを止める。

「こら、アントニウス。他人のものを欲しがってはいけないよ。私が持ってきてあげるから、少しここで待っていなさい」

　そう言って、フィンセントは歪曲した猫背を向けて離れた長テーブルへ向かった。

　彼の妻エリザベスは現在深刻な病に侵されて臥せっているとのことで、本日の茶会の場にも姿を現さなかった。最期の時まで妻の側にいたい、とフィンセントが熱望したため、実家に戻らず王宮の一室で闘病生活を続けているらしい。

　この瞬間だけを切り取れば、フィンセントは子煩悩な父親だった。かつて己の父がそうだったように、自分が子を養育せねば、という責任感によるものだろうかとベラドンナは漠然と考えた。

「アントニウス殿下は、とても優しいお父様をお持ちなのですね」

「そうです、お父さまはぼくにいつもやさしいんです！　でも……」

「でも？」

「ぼくはお父さまのおへやに入ってみたいのです。でも、お父さまはいつもダメとおっしゃいます」

「お部屋？」

「お父さまは草とかお花のけんきゅうをしているから、おん室やけんきゅう室をもっています。でも、ぼくは入れてもらえません……。お母さまのおくすり、ぼくも教えてほしいのに、お父さまは『お前にはまだ早い』とぼくにいじわるをするんだ」

「お母様のお薬？　……まさか、フィンセント殿下は――」

「なんの話をしているのかな？」

　フィンセントが戻ってきた。足音なく背後から近づいてくるあたりに、ベラドンナは陰湿さを感じてしまう。

　アントニウスは父からケーキを受け取って、嬉しそうに目を輝かせた。フォークを構えているところを横目に、ベラドンナが質問に答える。

「フィンセント殿下の温室や研究室のお話を聞いていたのです。殿下も植物の研究をなさっているのですね、存じ上げませんでした」

「研究室とは名ばかりの倉庫だよ。温室も庶民の家庭菜園程度の小さなものだから、変わったものはない。野菜が主で、観賞用の花と、実をつける木が少々。アントニウスが見たって、そう面白いものがあるわけではないからね」

「ブルーベリーも育てていらっしゃいますか？」

「……そうだが、何か？」

　――ふうん。ブルーベリー、ね……。

　いえ、何も。適当にあしらって、ベラドンナは己のケーキに目を落とし、アントニウスのケーキと見比べた。

「あら、アントニウス殿下。殿下のケーキより私のケーキのほうが少し大きくてございます。ピスタチオがお好きなら、ケーキを交換いたしましょうか？」

「いいの!?」

「もちろん」

　ベラドンナはアントニウスに皿を差し出した。同じように彼も差し出したので、すんなり交換を終える。

　アントニウスはフォークを握り直し、満面の笑みで大人たちを見上げた。

「ではお父さま、ベラドンナさま、いただきます！」

　フィンセントがベラドンナに手渡したケーキを、アントニウスが食べようとしている。

　さぁどうするか。ベラドンナはアントニウスを見つめたまま、フィンセントに注意を配った。

　すると思っていたとおり、フィンセントが突然サッと手を伸ばし、アントニウスのケーキを皿ごと叩き落としてしまう。

「あっ……ぼくの、ケーキが……」

　芝生の上で潰れているケーキに視線を落としながら、ショックを受けたアントニウスが泣きそうな声で呟いた。

「ごめん、アントニウス。虫がお前の腕に止まっていたんだ。でも、私の気のせいだったようだ。ほら、お詫びにまた新しいケーキを持ってきてあげるから」

　フィンセントが腰を曲げ、アントニウスを抱き寄せた。傍目には、落胆する息子を慰める父親にしか見えないだろう。

　しかしベラドンナはその父親の正体を確信していた。

「ケーキ、さぞ美味しかったでしょうに、残念でしたね。あのお紅茶も大変いいお味でしたから」

「……なんのことだかわからないのだが？」

　挑発をしてみるが、彼はすんなり釣れてくれない。静かに見つめるベラドンナを、作り笑いであしらおうとする。

「私にはとてもよくわかりましたよ」

「……だからベラドンナ嬢、なんの話だ？」

「さぁ？　フィンセント殿下には心当たりがございますでしょう？」

　問いただすことくらい、すでにウィリウスがやっているはず。ウィリウスが散々問いただし、それでもフィンセントが認めなかったのだから、ここまで抉れているのだろう。

　ベラドンナの予想通り、フィンセントはしらばっくれた。面倒なおもしろいことになったわね、と心の中で笑った頃、血相を変えたウィリウスがやってきた。

「ベラドンナっ！」

　芝生の上に落ちたケーキ、泣く子ども、お互い微笑んでいるもののバチバチ火花を飛ばす大人二人。

　ウィリウスはすぐさまベラドンナの前に立ち、フィンセントの視線から彼女を匿った。

「あら、ウィル。あなたがお継母様としゃべってばかりだから、寂しかったのよ」

　雰囲気を和ませるように、ベラドンナはわざと道化役を買って出た。媚びを売るような口調で戯けるが、ウィリウスに笑う余裕はない。

「ごめん。なかなか離して貰えなくて……それより、この状況はどういう？」

　ウィリウスがフィンセントを睨むと、彼は肩を寄せて無害な風を装った。

「何もないよ。ただ、私の勘違いでケーキを落としてしまっただけだ。……ウィリウス、もしかしてヤキモチを焼いているのか？　お前の美しい婚約者を私が独り占めしているから」

　彼の言い方には棘があった。普段の二人がどんな空気感なのか、ベラドンナは詳しくない。しかし今の雰囲気には、間違いなく「険悪」という言葉がふさわしい。

「ウィル、違うのよ。私が一人ぼっちだったから、フィンセント殿下が話し相手になってくださったの。それだけよ」

「……そうですか。叔父上、感謝いたします」

　声色や表情から納得していないことは明らかだったが、ウィリウスは矛ほこを収めることを選択したようだ。

「アントニウス殿下も、お相手してくださってありがとうございました。次にこちらに伺う時は、本日のお礼に美味しいピスタチオのデザートをお持ちいたしますね。うちの屋敷のシェフ、とても腕がいいんですの」

　実際のところベラドンナは下宿生活が長いため、実家のシェフが誰かすら知らない。

「それは楽しみだ。アントニウスも喜ぶ」

　辞する挨拶をしている間も、ウィリウスの手はベラドンナの背中をグイグイと押し、早くこの場から去ることを促していた。






「ベラドンナ、大丈夫か？」

　茶会はまだ続いていたものの、ウィリウスは休憩室へベラドンナを連れていった。

　長椅子にベラドンナを座らせて、彼はその正面を陣取る。その表情には落ち着きがなく、まるで幼な子を気に掛ける母親のようだ。

「なんともないわ。ただ、ウィルに毒を盛ったのがフィンセント殿下で間違いないと確信しただけよ。さっき私も毒を盛られたもの」

「は!?　ベ……、ほ、本当に大丈夫なのか!?」

「だから、平気だってば。私に毒は効かないし、そもそも今日は食べてない。食べそびれた」

　ウィリウスが動揺するのは心配ゆえ。だとしても、いい加減「ベラドンナには毒が効かない」と覚えてほしいものである。

「ウィル、あの男をなんとかしないと。波風立てたくないとか言っているうちに、本当に殺されちゃうかもよ？　さっき殿下が持ってきてくれたピスタチオケーキ、上にベラドンナが乗っていたの。私と同じ名前の毒の実で、最悪死に至るっていうやつ」

　死、という単語を出した途端、ウィリウスの顔がさぁーと青くなっていった。

「ブルーベリーととてもよく似ているから、気づかれないと思って私のだけすり替えたのだわ。アントニウス殿下のために持ってきたケーキにはちゃんとブルーベリーが乗っていたから、おそらく私のだけすり替えたんでしょう」

　ベラドンナは己のケーキに毒の実が乗っているとわかった上で、わざとアントニウスにケーキの交換を申し出た。フィンセントがどうするか、動向を窺うためだった。

　その結果、フィンセントはアントニウスが口をつける前に毒ケーキを地面に落とした。食べてはいけないと知っていなければ、あんな不自然なことはしないはずだ。

「それと、エリザベス様は謎の病気に苦しめられていると聞いたけど、その原因もフィンセント殿下かもしれない。調べたほうがいいと思う」

　理由はわからないが、フィンセントが妻にも毒を盛っていたのだとしたら。

　ここまで状況が揃っていれば、ウィリウスだって動かざるを得ないだろう。にもかかわらず、ウィリウスはいまだ悩み続けていた。

「少し……時間をくれ」

　そう言って、頭を抱えてため息をつく。

「ウィル、何を言っているの？　ここまで好き放題やられてよく我慢していられるわね。私があなたならすでに百回はあの男を殺しているところよ。あんな男、大したことないし」

「いや、わかるよ、気持ちはわかる。……でも、俺にだって考えがあるんだ。頼むから、今すぐには動こうとしないでくれ。絶対に、ベラドンナにも納得できる形にするから」

　ベラドンナはウィリウスの隣に移動した。彼の肩に手を回し、頭をコツンとくっつける。

「あなたが心配なのよ。フィンセント殿下には因果応報を味わわせたいし、あなたのためになるのなら、私はなんだってするから」

「穏やかでないように聞こえるけど……その気持ち、ありがたく頂戴するよ」

　ウィリウスが顔を近づける。ベラドンナも避けることなく、目を閉じて唇を差し出した。

　柔らかく、優しい感触だった。
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「ベラドンナさま！」

「アントニウス殿下」

　翌週、婚約式と結婚式の打ち合わせのため再び赴いた王宮にて、出迎えてくれたのはアントニウスとウィリウスだった。少しの時間しか話していないのによっぽどベラドンナを気に入ったのか、アントニウスは満面の笑みでベラドンナを歓迎した。

「またお会いできて、とても嬉しゅうございますわ」

　ウィリウスとフィンセントは水面下では犬猿の仲だが、アントニウスに関してはまた少し異なっているようだ。

　ウィリウスは子どものアントニウスに罪はないと考えていたし、フィンセントもまたウィリウスが己の息子に危害を加えるとは思っていないのだろう。

「……ところでこの前の約束、覚えておいでですか？」

「ピスタチオ！」

　らんらんと目を輝かせるアントニウスに、ベラドンナも釣られて微笑む。

「本当にお好きなんですね。もちろんお持ちしております。ちょうどおやつの時間ですし、お召し上がりくださいますか？　もしよろしければ、お父様のフィンセント殿下もご一緒に」

　ベラドンナが約束どおり持ってきたのは、ピスタチオのショコラテリーヌだった。

　ショコラテリーヌとは、大量のチョコレートと生クリームを主とするチョコレートケーキの一種である。オーブンの中で蒸し焼きにすることで、しっとりした舌触りになるとても濃厚なケーキだ。

　アントニウスのリクエストもあり、今回はそこにピスタチオのプラリネを加え、味も色もピスタチオの風味を生かした菓子にした。

　当然ながら、ベラドンナは依頼しただけ。作ったのはコクラン家のシェフである。

　打ち合わせの時刻までには、まだ猶予があった。その余白時間を使い、ベラドンナたちは客間の一室を使用してアフタンヌーンティーを取ることとなった。

　アントニウスは自らフィンセントを呼びに行き、手を繋いで戻ってきた。

「フィンセント殿下、ごきげんよう。先日のお礼に、ピスタチオのテリーヌを持ってまいりました。もしよろしければ、ご一緒くださいませんか？」

「……私も？　そなたが持ってきた食べ物を、この面子で……？」

　ベラドンナ、ウィリウス、アントニウス、そしてフィンセント。彼は警戒していたが、息子の手前あからさまな態度を取ることもできないでいる。

　愛息子に屈託のない笑顔で円卓に案内されてしまえば、しぶしぶながら座らざるを得なかったようだ。隣を陣取ったアントニウスに微笑まれ、フィンセントも苦笑いを返す。

　大人用に作られた椅子なので、まだ背の低いアントニウスが腰掛けると足が宙ぶらりんになった。それをかえって楽しむかのように、彼は足を揺らしてまだかまだかと催促をする。

「ぼくは一番大きいのがいいです！　大きく切って！　早く！」

　子どもらしい素直な欲求に、ベラドンナはにっこり微笑む。

「アントニウス殿下、ご安心ください。ウィリウス殿下はお召し上がりにはならないし、たくさん作らせましたので、殿下がおかわりをなさる分までございますよ」

　ウィリウスも席についていたが、ベラドンナの言葉にうんうん、と頷いた。彼は甘いものが苦手なのだ。

　メイドがそれぞれに紅茶を配膳し、ティーカップとテリーヌが行き渡った――ウィリウスだけはテリーヌなし――ところでみな一斉に手を付ける。……といっても、フィンセントがそれを食べたのはベラドンナが一口食べたあとだったけれど。

「すごく、おいしい！　お口の中にのこって……ほっぺたがおっこちちゃいそうです。ベラドンナさま、どうもありがとう！」

「どういたしまして。アントニウス殿下の幸せそうなお顔が拝見できて、私も幸せにございます」

　アントニウスは宣言通りにおかわりをした。時間はかかったものの、小さな体で三切れも平らげた。その後は大人しく座っていることに飽きたのか、もういらないと言ってすぐさまどこかへ走っていこうとする。

「アントニウス、待ちなさい！　勝手に走り回っては――」

　フィンセントが止めようとしたが、アントニウスの耳には届いていない。あっという間に扉の向こうへと消えていった。

　眉間に手を当て深いため息を吐くフィンセント。乳母ナニーを呼ぼうとしていたが、それを遮りウィリウスが声をかける。

「いいですよ叔父上、私が監督しますので」

「それではダメよ、ウィルにはいてもらわなくちゃ」

　ウィリウスが立ち上がろうとしたのをベラドンナが止め、代わりとばかりに自ら立ち上がった。

「……ベラドンナ？　どういう――」

「フィンセント殿下、ミグゾスという植物のことをご存知ですか？」

　突拍子もなく飛び出した単語に、フィンセントが眉を寄せた。

「ミグゾス……？　一体、それは？」

「この国には自生していませんから、知識がなくても仕方ありません。少々残念ですが、殿下は専門家ではありませんものね」

　何が始まろうとしているのか、皆がベラドンナに注目した。ウィリウスとフィンセントだけではなく、彼らの護衛として控えていたカールたちも、給仕係のメイドたちも。

「ミグゾスとは、ピスタチオによく似た実をつける植物の名です。その実には神の意思が宿っているとされ、海の向こうでは少し前まで裁判に使用されてきたそうですよ。被疑者にミグゾスの実を食べさせ、死ねば有罪、無事なら無罪というふうに」

　突然始まった話に、何事かとフィンセントが訝しんだ。しかしベラドンナは答えず無視し、説明を続ける。

「もちろん、そんなものは迷信。単純に、毒素に曝される時間が長いか短いかの違いです。冤罪の者は己の潔白を証明するため勢いよく飲み込んだし、犯罪者は罰から逃れたいあまり、できる限り審判を長引かせようとしてより長く咀嚼したというだけ。……まあ、その論文を書いたの、私なんですけどね」

　メイドたちが部屋の隅で不安そうにキョロキョロしていた。異様な雰囲気が部屋を支配する一方で、ベラドンナはますます饒舌になっていく。

「私の父は植物学者として創薬事業を手がけておりますが、その娘の私も植物学者の端くれ。今日はその面白いミグゾスの実をご覧いただこうと思い、持参いたしました」

　ベラドンナはポーチから小さな巾着を取り出し、紐を緩めテーブルの上で逆さにした。コロン、と飛び出したのは、小ぶりな緑色の実。女性の爪ほどの大きさだ。

「どうですか？　これが……あら？」

　言いかけて、止まった。いそいそと実をポーチに戻し、弁解しながら取り繕う。

「大変失礼いたしました、これはピスタチオの実でした。テリーヌの出来が気になって厨房の様子を覗いた時に、誤ってポーチに入れてしまったのかもしれませんわ。正しくは、こちらがミグゾスの実でございます」

　今度こそ、とベラドンナは羊皮紙の封筒を取り出した。封をあけてひっくり返すと、また緑色の実が現れた。色といい形といい大きさといい、先ほど出したピスタチオの実と酷似していた。

　ここでようやくフィンセントがベラドンナの真意を悟った。ハッとして、その顔色がみるみる青ざめていく。

「どうですか、ピスタチオの実とほとんど見分けがつかないでしょう？　すり潰したらもっとわからなくなります。ですが、間違っても口にしてはいけませんよ」

　ベラドンナは微笑み、人差し指を唇に当てた。何を面白がっているんだと指摘されても否定できないほど、楽しそうに。

「も……もしも食べてしまったとしたら……どうなるんだ？」

「中毒症状はさまざまです。目眩、縮瞳、痙攣、発汗増加……。解毒しなければそのうち呼吸困難を引き起こし、最悪の場合、死をもたらします。致死量は成人なら三粒、一般的には猛毒の部類でしょうか」

　ここまで説明して、わからぬ者はいなかった。フィンセントが口を押さえたが、その指先は震えており、激しい動揺がうかがえた。

「まさか……お前、あのテリーヌに入れたのか……？」

　重苦しい雰囲気の中では、ベラドンナの陽気さが際立っていた。

「さあどうでしょう、どうだと思います？　あれほどピスタチオと似ていては、すり潰して混ぜてしまえば絶対にわかりませんよねぇ？」

　フィンセントが立ち上がった。椅子が後ろへと倒れ、床にぶつかり大きな音が響いた。

「デっ、デタラメだ！　そうだ、混入はハッタリだ！　なぜならお前も食べていたじゃないか！　本当に毒を入れていたならば、お前は食べるのを控えていたはず！」

「あらフィンセント殿下、いいところにお気づきになりましたね。おっしゃる通りです。私はテリーヌに毒など入れておりませんし、食べたところで何の影響も――」

　淡々と喋るベラドンナを止めたのは、ウィリウス。拳をテーブルに叩きつけ、その衝撃に乗っていた食器が音を立てた。

「待てよベラドンナ……冗談はそのくらいにしておけよ」

　ウィリウスの声には怒りがあった。怒鳴らないよう、必死で自分を押さえているような、ギリギリの響きが感じられた。

「あんたは毒が効かない体質だろ。どんな毒も効かない。だからあの毒入り紅茶も平気で飲み干したんだ。……なあ、正直に答えてくれ。あれに毒を混ぜたのか？」

「…………」

　ウィリウスにじっと見つめられ、ベラドンナは耐えきれず視線を逸らした。逸らした先にはフィンセントがいたので、何も目に入らぬように背を向けた。

「まさかあんた、本当に……？　俺、止めたよな？　あんたは動かないでくれって……ベラドンナ！　冗談では済まされないんだ、なんとか言ったらどうなんだよ！」

　普段は温厚なウィリウスが珍しく怒鳴った。その激しさにベラドンナは肩をビクつかせる。

「…………あなたのためだったのよ、ウィル」

　壁を向いたまま、ベラドンナはぽつりぽつりと語り出す。

「元はといえば、フィンセント殿下が私の大切なウィルを殺そうとするのがいけないのよ。ウィルはトフリート国王陛下の後を継ぐ大切な王太子。ウィルの危険を排除するなら、まず真っ先にフィンセント殿下を始末しないといけなかったのよ！」

「始末って、曲がりなりにも相手は王弟だぞ!?　王族を手に掛けるとか、狂気の沙汰だぞ！」

　ウィリウスが立ち上がり、ベラドンナの肩に手をかけた。しかししおらしく振り向くベラドンナではない。彼の手を勢いよく払うと、フンッと鼻で笑い開き直った。

「だから何？　他に手の出しようがなかったのだから仕方ないじゃない。大丈夫よ、陛下だってわかってくださるわ。今日だってこいつ、オウラリの毒が塗ってあるティーカップを私によこしたのよ？　と言っても、オウラリは消化管から吸収される毒じゃないから、誰が服毒したって問題ないけどね。ダサッ」

　こいつ!?　ダサ!?　とフィンセントが声を荒げたが、ベラドンナは聞こえていないふりをした。

　オウラリは適正に使えば即効性のある猛毒だ。体内に入れば数秒で筋弛緩作用が現れるので、狩猟民族が狩りの際に矢毒として使っていた。大学時代、ベラドンナは保管されていたものをコッソリ味見したことがあったので、その味を知っていたのだ。

　少しも悪びれないベラドンナに、苛立ちを募らせたウィリウスが頭を掻きむしった。

「だ、だからってやり返していいわけないだろう、人殺しだぞ!?　あ～、もう、どうして……！　その無駄な行動力は一体全体どういうことだよ！　うまいこといくように、俺がせっかく計画してたのに……あんたのせいで台無しどころか大惨事だよ!!」

　そんな彼を見てもなお、ベラドンナは意に介さない。

「ウィルが早く行動に移さないのが悪いのよ。なかなか決断ができないようだったから、私が代わりに動いただけ。時間は有限なんだもの、これ以上あなたの時間をこんな男に無駄に費やす必要はないのよ」

　毒を盛る犯人がわかっているのに、断罪できずにいたウィリウス。自分は単なる代理だと、ベラドンナは己の正当性を主張した。

「……あんた、自分のことはどうするんだよ。俺と結婚するんじゃなかったのか？　王族への殺人未遂をしておいて、お咎めなしってわけにはいかない。極刑か、うまくいって流刑か……」

「極刑？　うふふ、どうぞお好きなように。ちなみに、殺人未遂じゃなくて殺人だから。ウィルと結婚したかったけれど、諦める。私には自分の幸せより何より、ウィルがこの先苦しまないで生きられる方が大事だもの。私一人の犠牲でウィルの将来が保証されるのなら、私は喜んでそこの男を道連れにしてやるわ！」

　全て覚悟の上のこと。自分がどうなろうとも、ウィリウスが生きてくれればそれでいい。究極の自己犠牲を、ベラドンナは恍惚の表情で語った。

「……く、薬師くすしを呼べ。解毒をっ」

　胸を押さえ、肩で呼吸しているフィンセントが掠れるような声で訴えた。同情を誘おうとしたのか、本当に苦しかったのかは定かではない。

　少なくとも、ベラドンナに響かなかったことだけは確かだ。

「無理無理。ミゾグスはこの国ではまだまだ珍しい植物だから、研究しているのも私くらいよ。いくら薬師を呼んだところで、私以外に解毒方法を知る者はいないわ。そんな下らないことを考える暇があるのなら、罪を認めてウィルに懺悔しなさいよ。『これまで散々あなたを毒殺しようとしたのは私です、本当にすみませんでした』って」

「違う、誤解だ！　王弟の私がそんなことするものか。早く、薬師を！」

　ベラドンナに言ったところで埒が明かないと思ったのか、彼はメイドに命令した。それを受け、メイドの一人が慌てて退室していく。

「だから意味ないんだってば。手遅れよ」

　ミグゾスの実を初めてこの国に持ちこんだのは父のロバートだが、そもそもベラドンナからの依頼を受けたことが発端だった。ぜひ取り寄せてくれと、民俗学の文献でその存在を知った彼女が頼んだのだ。

「……胃洗浄をすれば、まだ助かる可能性はあるはずだ」

　解毒薬がわからずとも、毒を吐き出してしまえばいい。フィンセントはベラドンナの知識に頼らない方法を主張した。

　しかしベラドンナは高笑いする。

「胃洗浄が間に合う段階でこの私がネタバラシをするとでも？　すでに食後三十分が経過、今からすぐに胃洗浄をおこなったとしても、食べた量から判断して致死量相当の毒素は吸収済みのはず。助かりたいのなら解毒薬に頼るしかないわ」

　顎を上げ、フフンと得意げな笑みを浮かべて見下すと、面白いくらいフィンセントが悔しがった。ついでに舌でもベーッと出してもっと煽ろうとしたところ、ウィリウスが辛そうに口を開く。

「……ベラドンナ。俺のために動いてくれたのはわかった。……だが、残念だ。もっと円満に解決できる道を、俺は探っていきたかったよ」

　ウィリウスがカールにめくばせをする。その合図をきっかけにして、複数の兵士がやってきた。彼らの表情は冷たく、怒っているようにさえ見えて、命令のままベラドンナを取り囲んだ。

　ただ、ベラドンナに悲壮感はない。

「こんな状況になっても、私は後悔などしない。罰を受けて殺されてもいい。あなたを愛したまま死ねるのだから、幸せなことだわ」

　彼女は抵抗しなかった。両手を後ろ手に縛り上げられ、逃げないように両肩を固められる。強い力に顔を顰めたが、苦情も言わず大人しく受け入れた。

　ウィリウスが目を潤ませているのを見て、ベラドンナは笑みが漏れる。

　――やっぱりウィルは優しい。私なら大丈夫よ。

　そして目を伏せ、背中を押されるままに扉へと歩みを進める。

「待て、待て待て待てっ！　その女を連れていくな！」

　ところが、フィンセントがそれを止めた。暑くもないのに彼は大量の汗をかき、尋常でなく慌てていた。

「おい女、先ほど手遅れと言ったな？　助かるには解毒薬しかないと。……解毒薬を飲みさえすれば、助かるのか？」

「あらフィンセント殿下、汗がすごい。中毒症状が現れ始めたようですね」

「うるさいっ、いいから教えろ！」

　呑気に返事をするベラドンナを、フィンセントが怒鳴りつける。

　大切なウィリウスには微笑みかけもするが、フィンセントには違う。彼はウィリウスを殺そうとした憎き相手であり、この先死のうがどうなろうが、ベラドンナには些事。どうでもよかった。

　立場的に優位なのは、解毒方法を知るベラドンナ。彼女はそれを理解していた。

「私は『おい女』という名前ではございません。コクラン家の娘に対し、いくら王族といえども無礼なのではございませんか？」

「ベ……ベラドンナ、嬢。解毒薬の作り方を知っているのなら、吐け」

「イヤです。ウィルを殺そうとしたあなたには、是非とも死んでいただきたいので」

　ベラドンナは大袈裟にそっぽを向いた。芝居がかっていたけれど、フィンセントは疑うどころかもどかしげに唇を噛む。

　反抗的な彼女の態度を見るに見かねたウィリウスが、大きなため息をついた。

「なあ、ベラドンナ。頼むから！　傷害と殺害じゃ全然罪の重さも違うだろう？　お願いだ、破滅の道を選ばないでくれ。あんた自身の未来も、少しは考えてくれよ！」

　ベラドンナはフィンセントの命も己の命もどうでもいいという態度だが、最愛の男の言葉にわずかに揺らぐ姿を見せた。そして彼の頼みならベラドンナも耳を傾けるかもしれないと、フィンセントは活路を見出したようだ。

「……解毒薬を教えてくれたなら、減刑を約束してもいい。だから、お願いだ……っ」

　連行される立場でありながら、自らサクサク歩いていたベラドンナ。しかしウィリウスの言葉に歩みが鈍くなり、フィンセントが『減刑』と口にしたのを聞いて、ピタリと足を止めた。目を伏せ逡巡したあとで、フィンセントを振り返る。

「条件があります。ウィルを毒殺しようとしていたことを、トフリート国王陛下の前で認めてください。それを約束するのなら、解毒方法を教えてあげてもいい」

「はあ!?　お前、この期に及んで……っ！　私はしていない。当たり前だ、どうして大切な甥を殺そうとせねばならないんだ！」

　フィンセントは逆上したが、ベラドンナには逆効果だ。

「じゃあ教えてあげない。拷問されても絶対に吐かないわ。その前にあなたが死ぬけど」

「ベラドンナ……もういいから。俺はいいから、叔父上のいうことを聞いてくれよ」

　ウィリウスの説得も虚しく、ベラドンナはぷいっと明後日の方向を向いてしまう。これ以上何をどう言われても、その態度を変えようとはしない。

「――わかった。言う。……私だ。私が、ウィリウスを殺そうと食事に毒を盛ったのだ。……何度も」

　とうとう、フィンセントが折れた。ベラドンナはニヤリと笑い、窓の外に向けていた顔を戻した。そしてすぐさま詰めていく。

「そうでしょうそうでしょう、ようやく白状しましたね！　ついでに、捜査責任者となって自ら証拠を隠蔽したこともしっかり認めてくれなくては。私のお茶に毒を混入したことも」

「ああそうだ、全て私の仕組んだことだ！　お前の言うこと全て認めるから……これでいいだろう？　早く解毒を！」

　同じことを国王陛下の前でも言うのよね？　とベラドンナは何度もしつこく確認したのち、深呼吸してついに告げる。

「ベラドンナよ」

　彼女は己の名を口にした。今更の自己紹介に、周囲がシンと静まり返る。

「お……お前、今、呼び方なんてどうだって――」

　フィンセントがわなわなとしながら、怒りに声を震わせた。しかしベラドンナは何かに気づき、あっと声を上げた。

「違うのよ、私じゃなくて、ナス科の植物の方のベラドンナ。ベラドンナはトロパンアルカロイドを含む有毒植物だけど、ミグゾスの毒の拮抗薬になる。ミグゾスの毒素をベラドンナなら打ち消すことができるのよ。……と言ったって、私は持っていないわ。父の農園にはあるけれど、採りに行って帰ってくる頃には、あなたはすでに冷たくなっているはずよ」

　ベラドンナが解毒方法を吐こうが吐くまいが、フィンセントは助からない運命にあった。全て知ったうえで、ベラドンナは彼をおちょくっていたのだ。舌をペロッと出し「ごめんねっ」と軽い調子で謝るその表情は、誰が見ても喜びに満ち溢れていた。

　フィンセントは呆然としたのち、顔を赤くし腹の底から吠えた。

「くっそおおぉぉ！　なんて女だ!?　毒が効かないなんて、化け物かっ！」

　捨て台詞を吐くようにベラドンナを罵倒した彼は、取り乱したまま掃き出し窓から飛び出していった。幸いにも一階なので、庭を駆ける後ろ姿が見えている。

「叔父上っ」

　フィンセントは中庭を横切り渡り廊下に出ると、脇目も降らずに自分が暮らしている西棟へとまっすぐ向かった。その背中をウィリウスが追いかける。

　西棟の庭は少し変わった作りだ。柵に代わりたくさんのボックスウッドが植えられており、迷路のようになっている。これはアントニウスが生まれた時にそのように造園したもので、大きくなってから彼がこの庭で遊べるように、という意図があった。

　よほどフィンセントは焦っていたのか、垣根を両手で強引にかき分け、剣を振り回して無理やり切り落としたりしながら、言葉の通り突っ切っていった。

　そして飛び込んだ先は、フィンセント個人の温室。

　フィンセントは鍵を開け、一目散にとある木の元へと向かった。手を伸ばして枝をつかみ、なっていた黒い果実を乱暴に摘むと、数個まとめて口の中へ放り投げようとした。

「叔父上、そこまでです」

　フィンセントの手を止めたのは、ウィリウス。彼の後ろには数人の兵士が続いている。

「離せウィリウス、私はこれを食べなくては死ぬんだ！」

「違います、食べたら死ぬんです。……あ、いや、体調崩すだけかもしれませんけど。ちょっと俺には詳しいことまではわかりかねます」

「食べたら死ぬ？　どういうことだ、あの女はこれが拮抗薬になると……」

　そこへ、少し遅れてベラドンナが登場した。彼女の両隣には兵士がついていたものの、いつの間にかその腕の拘束は解かれ、肩やスカートについた葉っぱをパンパンと払い落としていた。

「急ぐにしたって垣根を突っ切るとか、どういう了見なの？　こっちはドレスなんだから、少しは配慮していただきたいわ。しかも、遠いっ！」

　捕らえたはずのベラドンナが、いつの間にか自由の身になっていたのだ。兵士たちは彼女の隣にいてもなお、再び捕らえようとはしない。しかも、ウィリウスも何も言わない。

「……どういうことだ？　何がどうなっている？」

　この状況を呑み込めずにいたフィンセントに、ベラドンナは笑いかけた。

「ごめんなさいフィンセント殿下、実は全部お芝居なのです」

　もう隠し事はしないという意思表示のため、ベラドンナは両手の平を無防備にフィンセントへ向けた。ヒラヒラと動かし、戯けた雰囲気も加えながら。

「……なに？　芝居……どういう……？」

「あのテリーヌに毒は入れていません。たくさん召し上がったアントニウス殿下も当然ながらご無事です。この騒動にも気づかないまま、別室で遊んでいらっしゃるでしょう」

　そもそも、ベラドンナは毒草食を愛してはいるが、他人にそれを強要したことはない。誰かを陥れるために悪用したこともない。それくらいの分別の持ち合わせはあった。

「ということは、私は毒を食べていない？　死なずに済むということか？　……いや、待て、ウィリウス…………だっ騙したのか!?　私をっ、この女と共謀して!!」

　思い出したように、フィンセントはウィリウスの腕を振り払った。

「なんということだ……毒を使って、私を……。では、あのミグゾスという植物の話も嘘だったのか？」

「いいえ、それは本当です。お見せしたのも正真正銘ミグゾスの実。フィンセント殿下が万一ベラドンナを食べてしまった場合、拮抗薬として使用するため持参しました」

「ま、魔女だ！　貴様は魔女だ、王族を陥れようとするなど……万死に値する！」

　劣化の如く怒り狂うフィンセントを、ウィリウスが冷静に宥める。

「叔父上は誤解しておいでです。この茶番を思いついたのは、ベラドンナではなく私です」

「なん、だと……？」

「叔父上はこれまでに散々、私の食事に毒を盛り私を毒殺しようとしましたね？　捜査にもすすんで関わることで、立場の弱い使用人に罪をなすりつけては消していった。そして、ベラドンナを初めて王宮に招いた時、性懲りも無く紅茶に毒を……。その時、私は悟りました。あなたをこれ以上野放しにしておくことはできないと。私の大切な人に危害が及んでしまう前に、なんとかしなければならないと」

「だから何度も言っているだろう！　私ではない。ウィリウス聞いてくれ、私は――」

「失礼いたします。国王陛下がお見えです」

　フィンセントの言葉を遮る声。ウィリウスの側近、カールだ。

　どさくさに紛れていつしか姿を消していたが、その理由はトフリート国王を呼びに行っていたからだった。

「兄上！」

　ウィリウスとよく似た顔の国王は、先日の茶会で顔を合わせた時と同様、威厳はあるが朗らかで親しみやすそうな表情をしていた。

「先ほど、カールから興味深い話を聞いたのだけど。ウィリウスに毒を盛っていたのはフィンセント、君だとか？」

「滅相もない、どうして私がウィリウスを殺さねばならぬのです！　ウィリウスはきっと、寂しかったのでしょう。賢王と呼ばれる兄上の子でありながら、その才がなかなか開花せず、焦り……。王太子の職務をこなすだけでは認められぬと悲観し、挙句このような謀はかりごとで兄上の気を引こうとしたのです！」

　フィンセントはあくまでも罪を認めない姿勢を貫いた。しかしそこには誤算があった。

　トフリートの右腕として多大な影響力を誇示していたフィンセントは、その奢りから知らず知らずのうちにウィリウスのことを軽んじる発言をしてしまったのだ。

　いくらトフリートが弟の能力を買っていたとしても、ただ一人の実子を悪く言われていい気がするはずがなかった。

「才がなかなか開花せず……？　フィンセント、正気？　君こそ私の弟だよね？　どうした？」

　トフリートの顔がすうっと冷め、笑ってはいるものの緊迫した空気が流れた。

「ウィリウスは、君と違って目立つことが好きではないだけだよ。書類仕事は誰よりも早いし、陳情があればすぐに視察に駆けていく。領主たちとの折衝では、私も何度も助けられたほどだ。ただ君が知ろうとしなかっただけ。使用人や兵士など、彼らの方がよっぽどウィリウスを認めているよ。ねえ？」

　側に控えていた兵の一人に、トフリートが同意を求めた。しかしその答えを待つことなく、フィンセントが口を開く。

「ち、違うのです、少し語弊があっただけで。私だってウィリウスは優秀だとわかって――」

「で？　さっきカールから渡された報告書によると、ウィリウスを被害者とする異物混入事件は全て、君の仕業だと書いてあるけど？」

「デタラメだ！　あの一連の事件については、私がすでに報告を上げたではありませんか！　犯人の一部は勾留中に服毒自殺し、他の者もみな国外へ追放し――」

「その報告がデタラメという可能性は？　カールに渡された報告書の中には、国外追放となった容疑者とその家族への聴取についても記載がある。ウィリウスはわざわざ外国まで追いかけて調べたみたいだよ。フィンセント、どっちが正しいと思う？」

「私に決まっています！　兄上、どうか私を信じてください！　これまで二十年近く、私は兄上に忠実に仕え、この国を正しく導いてきました。その私が、兄上を騙そうとするわけがありません！　何度でも申し上げます、信じてください、私は毒など使ったりしていません、完全に潔白です!!」

　フィンセントが叫ぶように訴えると、あたりがシンと静まり返った。タイミングがいいのか悪いのか、その瞬間、誰かが笑いを漏らした。微かな失笑だったはずが、静寂の中ではよく響いた。

「……あら、ごめんなさい。ちょっとおかしくなっちゃって」

　こんな場面で笑えるほど心臓に毛が生えた者は、ベラドンナを置いて他にいない。本人が自己申告をすると、悪魔のような形相でフィンセントが睨みつけた。

「魔女め……貴様、国王陛下の御前だぞ」

「いいよ、フィンセント。かわいいウィリウスのかわいい婚約者は、かなりの豪胆なようだ。ついでに何が面白かったのか聞いてみようよ」

　トフリートの勧めもあり、ベラドンナはコホンと一つ咳払いをする。

「では、遠慮なく申し上げます。フィンセント殿下がこれほど明らかな証拠を前にしながらしらばっくれておいでなので、思わず噴き出してしまった次第です。殿下の背後にある木はブルーベリーに酷似していますが、ベラドンナという名の紛れもない有毒植物です。フィンセント殿下は先日のお茶会で私に食べさせようとなさいましたよね？　まったく、どの口で『信じて』なんて言えるのか……あはっ」

「これは……た、たまたまだ！　偶然、ブルーベリーの木と間違えてっ」

　――木を間違えて植えてしまう、なんてあり得る？　そもそも、ミグゾスの毒の拮抗薬として、食べようとしていたじゃない。

　ベラドンナは呆れたが、同時に、そんな陳腐な言い訳でトフリートは騙せないだろうとも考える。トフリートだけではない、ウィリウスも、カールも、メイドたちですら。

「そうですか間違えたのですか。ブルーベリーとベラドンナは、毎年誤食が発生するほど似ていますものね。ですが、他のものはどう言い訳をなさるおつもりですか？　パセリによく似たドクニンジン、ニンニクによく似たイヌサフラン……一つくらいなら『間違えただけ』と誤魔化せても、これだけあれば間違いとは言い難いのではありませんか？　私が見た限り、この温室は有毒植物だらけなのですが」

　フィンセントが悪質なのは、一見すると無害なハーブやフルーツに見える有毒植物ばかり集めている点だ。ベラドンナにはまるで誰かに誤食させるためとしか思えなかった。

「有毒植物だらけ……本当に？　私にはわからないのだけど」

　トフリートがベラドンナに問いかけたが、答えたのはフィンセント。

「うう嘘です、真っ赤な！　まさか、どうして私がっ」

　この状況で切り抜けられると本気で思っているのか、ベラドンナには不思議でならない。ついでに、なおも抵抗を続けるフィンセントに嫌悪感を通り越して心配すらしそうになる。

　ベラドンナは呆れてため息を吐いた。近くに植わっていたドクニンジンの葉を手折ると、それを持ったままフィンセントにつかつかと歩み寄り、鼻先に堂々と掲げた。

「嘘だと言うのなら殿下が食べて証明してみなさいよ。ほら。どうぞ、ほらほら」

　フィンセントは怒りと興奮により呼吸が荒くなっていたが、あっさりぱったり口を閉じた。

「栽培している本人が何かわからず育てているなんておかしな話だものね。あなたが違うと言うのなら、これも毒草じゃないわね。ほら、早く食べなさ……きゃっ」

　フィンセントがベラドンナの腕を勢いよく跳ね返した。その衝撃でバランスを崩し尻餅をつきかけたものの、ウィリウスが咄嗟に抱き止めたおかげでことなきを得る。

「ふざけるなっ、王族に向かってなんたる無礼！　兄上、ご覧になりましたか!?　この女は悪魔です、私に――」

　ハッとして、フィンセントが口を噤んだ。しかしトフリートは聞き流さない。

「『私に』……それから？　最後まで話してよ。もしかして、『私に毒草を食べさせようとした』と続くのかな？　君が自分の温室で育てている毒草を」

　ベラドンナは、トフリートが信じてくれたと察知した。彼だけではなく、この場に居合わせた兵士たちも全員、フィンセントに疑いの視線を向けている。

「……兄上？　どうしてですか。どうして最後まで私を信じてくださらないのですか」

「君のこと、信用に値する人物ではないと私はずっと思ってきたんだけど。だって君は部下が何か一つでも過ちを犯したら、すぐに切ろうとするじゃない。生まれ持った身分でもって、周囲を抑えつけるしかしない。実弟だからと今まで面倒を見てきたが、君の行動には愛がないよね。一切、愛を感じない」

　愛、と言われてベラドンナは思い出す。

「そういえば、毒を盛られたと知っても、アントニウス殿下を案じる言葉はなかったわ。彼の方が体が小さいぶん毒の回りも早いはずなのに、フィンセント殿下はご自分のことばかりで」

　溺愛しているはずの一人息子のアントニウスのことを、ここに至るまでフィンセントは一度たりとも口に出さなかった。

　このことが決め手となった。フィンセントの言葉を信じようとする者はおらず、情けをかけ庇おうとする者も消えた。

　孤立無縁になったことを悟り、ウィリウスに矛先を向ける。

「……ウィリウス、お前、私を騙したのか。公開処刑のような……この私に、このような辱めを！」

「なんとでも。叔父上の罪が明るみになり、俺としては感無量です」

　二人のやりとりを聞きながら、ベラドンナは勝利を悟る。

　――フィンセントはもはや落ちたも同然だわ。あとはどれだけコテンパンに打ちのめせるか………。

「卑怯だ！　王太子ともあろう者が、こんな姑息な芝居をするなど！」

「その言葉、そっくりそのままフィンセント殿下にお返しするわ、卑怯者！」

　今しかない、とベラドンナはすかさず口を挟んだ。しかしいきいきとしているベラドンナとは対照的に、ウィリウスがギョッとして振り向いた。

「ちょ、ちょっと待てベラドンナ。今、あんた……気のせいだよな？」

「いいえ、気のせいではないわ。私はフィンセント殿下を『卑怯者』と言ったのよ」

　誰にでもはっきり聞こえるように、さっきよりも大きな声で、聞き取りやすいようにゆっくりと言い放った。

　温室の入り口でメイドが「まぁ……」と青ざめているのが見えるが、ベラドンナは気にしない。

「フィンセント殿下の醜悪さを、『卑怯』以外に形容できる？　誰かに危害を加える手段に毒を選ぶなんて、直接自分で手を下すことが怖くてできない卑怯者がすることよ。卑怯で姑息、ついでに、腰抜けだと言ってやるわ」

　あまりにも堂々とフィンセントを非難するので、ウィリウスが泣きそうになりながら嗜める。

「ベラドンナ!?　あのさ、不敬罪とか侮辱罪って聞いたことある!?」

「わっ、わた、私は、……無礼だぞ！　私は王弟フィンセント・ガシェ！　たかが伯爵の娘が、この私に向かってなんたる無礼な――」

　焦るウィリウス、激しく怒るフィンセント。そこに、大笑いするトフリートが加わる。

「……っははははは！　ウィリウス、君の連れてきた子は本当に面白いお嬢さんだね！　君が惚れ込むのもわかる」

　彼は涙目でまぁまぁと言い、混迷する場を宥めようとしてくれた。ベラドンナの罵倒を愛だと笑い、代わりにウィリウスを諌める。

「ウィリウスも、不敬罪だとかそんな堅苦しいこと言わないの。フィンセントは将来の王太子妃を『この女』だの『魔女』だのとさんざん罵っていたのだから、お互いさまだよ。裁判沙汰になるのなら、私が裁判長に進言してもいい」

　トフリートは愉快だと笑いながら、指先を動かし兵士に指示を出した。指示とは、フィンセントを捕らえるようにとの指示だ。

　愕然としているフィンセントは、あっという間に兵士に囲まれた。王弟という身分からか、さすがに兵士たちも乱暴には扱えない。フィンセント自ら諦めて、その手を差し出してくれるのを待っている。

「……にしたって、すごいわねこの温室。これも、あれも、全部有毒。これら全てウィルを殺そうとして集めたものなら感心しちゃう。逆に言えば、これだけ集めても殺せなかったのだから、滑稽なことこの上ないけど」

「――……どこが」

　ぽつりと漏れたフィンセントの呟きは、前後の脈絡のないものだった。

　その声に気づいたトフリートが、再度兵士に指示を出す。

「もういいから、さっさとフィンセントを連行してくれ。皆、出よう。この温室も小屋も我が愚弟が使用した場所は全て証拠として調べる必要が――」

「違う。どこが。お前らがみんなクズなんだ！　私は違う、私は……――」

　突然だった。発作のようにフィンセントが吠え、兵士たちを押し退けた。包囲網から飛び出した彼は、その手を腰の剣の柄に伸ばす。先に武器になるものを取り上げてしまえばよかったのに、王弟の身分を敬うあまりそれを怠ってしまったせいだ。

　フィンセントは止める間もなく鞘から抜き、ベラドンナに向かって振り上げた。

　対するベラドンナは丸腰。隠れる隙も、盾にできるものも何もない。身を硬くして、目をぎゅっと瞑った。それで剣の攻撃をしのげるとは思えなかったが、他にどうしようもなかった。

　大きな金属音が聞こえ、同時にフィンセントのうめき声も聞こえた。

　ベラドンナが恐る恐る目を開けると、そこにはウィリウスの背中があった。盾となり、フィンセントから守ったのだ。

「叔父上、剣を振るうのならもっと鍛えておかないと。この程度なら目を瞑っていても制圧できますよ」

　フィンセントの手に剣はなく、すでに遠くの地面に転がっている。

　ウィリウスが振り向き、ベラドンナの顔に影が落ちた。見上げた彼の顔は逆光ではっきりとは見えなかったが、慌てた様子もなく落ち着いているようだ。

「ベラドンナ、痛いところはない？」

「う、うん。……ありがとう」

　窮鼠きゅうそ猫を噛むとは言うものの、フィンセントが向かってくるとはベラドンナにも予測できなかった。襲われかけたのは「卑怯者」「腰抜け」と焚きつけたせいだと悟ったが、ゴクリと唾を呑み込むのと一緒にその気づきも呑み込んだ。後悔してみたところでウィリウスに「だから言わんこっちゃない」と呆れられる未来が予測できたからだ。

　ふと、ウィリウスの向こうで、ベラドンナの目が怪しい動きをするフィンセントを捉えた。己の足首に触れ、そこからキラリと光るものを取り出している。

　短剣だった。靴の隙間に仕込んでいたのだろう。

「ウィルっ！」

　ベラドンナが悲鳴を上げたが、その声が届くのと同時にウィリウスはさっと身を翻し、向かってきたフィンセントの手首を短剣ごとやすやすと捻りあげてしまった。

「気をつけて、刃に毒が塗ってあるかも！」

「問題ない」

　さらに強く捻りあげると、フィンセントはたまらず呻き声を上げながら、短剣を地面に落とした。

「フィンセント殿下、失礼いたします」

　カールがフィンセントの身柄を引き受けた。後ろ手のフィンセントがどれだけ暴れようとも、日頃から鍛えてあるカールの力には勝てない。

「離せ！　どいつもこいつも……どうして私を敬わない！　私は王弟、……いや、兄上がいなければこの国で最も王に相応しい男だった！」

　吠えるフィンセントを眺めながら、やはりこいつは卑怯者だったとベラドンナは改めて考える。丸腰の女をまず真っ先に狙うなんて、まともな人間のすることではないと。

　抵抗らしい抵抗もできなくなったフィンセントを、ウィリウスがなんとも言えない表情で眺めている。

　冷静だが、どこか寂しそうな目だ。しかしフィンセントは気づかない。

「先に生まれたおかげで王になっただけなのに、偉そうにしやがって！　ふざけるな、逆の立場だったなら、私の方が国王としてもっとうまくできた！　ウィリウスも邪魔だ！　貴様が生まれていなければ、私が兄上の後継となれたのに！」

　フィンセントは兄トフリートと二十近い歳の差があった。王の子として生まれてきたのにすでに優秀な兄がいて、数年後には甥まで生まれた。

　王族という、生まれながらにして恵まれた暮らしを享受していながら、フィンセントはその幸運を不運なのだと曲解した。そして、兄さえいなければ、ウィリウスさえいなければと、負の感情と暴力を、外へ向けてしまったのだ。

　同情する者はいなかった。ことベラドンナに至っては、プッと笑いを噴き出す始末。

　もちろん、フィンセントが噛み付いた。

「何がおかしい!?」

「すみません、だって、いくら自分を正当化しようとしたって、所詮は殺人未遂の犯罪者でしょう？　しかも、犯行方法が刺すでもなく殴るでもなく、コッソリ毒殺っていうところがまたダサい。臆病だから人が死ぬ瞬間に立ち会うことが怖いのねって感じ」

「なんだと!?」

　フィンセントはカンカンに怒り、血管が血圧にやられて切れてしまいそうなほど、顔を真っ赤にしている。

「私は臆病ではない！　卑怯でもないっ！　私をこれ以上侮辱するのなら――」

「だったら、臆病でない証明に私の顔をグーで思い切り殴ってみてよ」

「は？　殴……あ、……？」

　突拍子もない挑発を受け、途端に戸惑い始めるフィンセント。たぶん、戸惑ったのは彼だけではないだろう。

　ベラドンナはその空気に気づいていたが、揺るがなかった。私に二言はない、とばかりに背をそらして胸を張り、余裕たっぷりに笑う。

「喜んで受けて立つわよ。カールもそいつを解放してあげて。どうせその男に誰かを殴る度胸なんてないんだし」

　ベラドンナは腰を落とし、両手を握りしめて構えた。ドレス姿にファイティングポーズは致命的に似合わないけれど。

「女だからって関係ないわ。ほらやりなさい、その拳を私の血で染めてみなさいよ！」

「ベ……ベラドンナ、そのあたりで勘弁しておこうか……」

　恐る恐るウィリウスが近寄り、ベラドンナの肩に手を置いた。しかしベラドンナはその手を払い除け、ポーズではないのだと全身で主張する。

「何よ、やらないの？　臆病者でないのなら、力を込めて打ち込んできなさいよ！」

　――こうまで言われても向かってこないのなら、やはり彼は大変な臆病者だということになるし、向かってくるのなら相手をするまで。……殴り合いなんてしたことないけど。

　ベラドンナの闘志とは裏腹にカールはフィンセントを自由にしなかった。また、もう見ていられない、とばかりにウィリウスがベラドンナの前に立ち塞がった。

「ベラドンナ、やめよう。もういいだろ、叔父上の負けだ」

「よくないわ！　あの舐め腐った言い訳をウィルだって聞いたでしょう？　あなたは幼い頃から幾度となく殺されかけて、たくさん傷ついてきたのよ！　反省の言葉が出ないのなら、せめて他の方法で溜飲を下げようと考えるのが当然よ」

　これはフィンセントとウィリウス間の問題であって、ベラドンナは限りなく部外者に近い。しかし口も手も出さねば気が済まない性分だった。

「大丈夫、俺なら別に傷ついてない。現にほら、こうしてピンピンしているわけだし」

　――ウィルは優しい。すぐに自分を犠牲にしようとする。

　自己犠牲精神はウィリウスの美徳だが、彼一人がハズレくじを引いているような状況をヨシと言って見逃せるほど、ベラドンナは彼に無関心ではないのだ。むしろ強い関心と強い好意があるからこそ、こうやってでしゃばっているわけで。

「いいえ、大丈夫じゃないわ。あなたはすぐ、そうやって隠そうとする。家族に悪意を向けられて傷つかない人間はいないって、ウィルが私に言ったじゃないの！」

「ベラドンナ……」

　ウィリウスがかつてかけてくれた言葉を引き合いに出し、ベラドンナは己の行為を正当化しようとした。ウィリウスは瞠目し、それから、幸せそうに微笑んだ。ベラドンナに近寄って、人目も憚らず思い切り抱きしめた。

「いいんだ、本当に。あんたがそうやって俺の代わりに腹を立ててくれたから、俺はそれで満足だ。……ありがとう」

　効くか効かないかはさておき、毒に長く苦しめられてきた者同士だ。唯一無二の存在としてお互いを深く理解し合えるし、その絆も長く続くことだろう。

　……というところで綺麗に話がまとまればよかった。

「はあ？　勝手に日和ひよらないでくれない？　このままじゃ私が黙っていられないわ。そこの男には少なくとも百回は謝罪させる必要があるし、二百時間の奉仕作業と草むしり百エーカー分、それと――」

　ベラドンナの腹の虫は全くおさまる気配がなかった。それに対しウィリウスは「わかったわかった」と適当に相槌を打った。抱きしめたまま抱え上げ、温室の出入り口へと向かう。

　否応なしに運ばれながら、ベラドンナはフィンセントに向かってなおも吠え続けていた。

「第二子だったから何よ！　王にならなければ価値がないとでも？　ばっかじゃないの、自分の価値は自分で作るもんでしょうが！　大体ねぇ、毒ってのは薬に――」

　ウィリウスが温室の扉を閉めてしまったので、そこから先のお説教はフィンセントに届けることができなかった。
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　ベラドンナはウィリウスの居室に戻った。

　ウィリウスの手により無理やりソファに座らされたものの、しばらくの間は感情が昂ったままで、肩を上下に動かしては荒い息を繰り返していた。

　しかし紅茶を飲みながら深呼吸をするにつれ、暴れていた感情が少しずつ落ち着いていった。

　頃合いを見計らい、隣に座ったウィリウスがゆっくりと語りかける。

「ベラドンナ、あんたはすごく勇敢で、かっこいい。そういうところはとんでもなく好きだ」

　脈絡もなくベタベタに褒められると、逆接の接続詞を付け加えて次に何か悪いことを言われそうな気がしてしまう。そして今回ベラドンナの予想は的中する。

「でも、もう少し慎んでくれない？　さっきはなんとか切り抜けたけど、叔父上が逆上してベラドンナを本当にボッコボコに殴りでもしたら、俺は――」

「その時は、あなたが私を守ってよ」

　ウィリウスの諫言はベラドンナのことを心配しているがゆえ。それは彼女にもわかっていたが、納得いかないままだ。

　ベラドンナは我慢ならず、ウィリウスの言葉を遮った。

「ウィルはもっと自分を大切にするべきよ。私は悪いことは正したい性分だし、ウィルが不当な評価を受けたら修正させるための行動をとるわ」

　フィンセントが剣を振りかぶった時、ベラドンナは怪我を負うことを覚悟した。どんなに酷い傷になろうと死なない自信はあったが、ある程度の痛みは仕方ないと諦めた。

　しかし、ウィルが助けに入ってくれたおかげで、痛みもなく無傷で済んだのだ。

「ウィル、さっき……助けてくれてありがとう。すごく勇敢で素敵だった。あなたが考えたお芝居も大成功だったし」

　緊迫した場所から離れたからか、目の前にウィリウスがいるからか。

　ベラドンナは無性に、何かつかまる物を欲した。

　それは『物』というよりも正確には『人』で、誰でもいいわけではなく、ウィリウスを求めているということ。

　恐る恐る、ウィリウスの顔に手を伸ばした。恥ずかしくて直視はできない。でも、すぐそばに彼の顔があることはわかっている。

　頬は少しひんやりとしていて、己のものとはまた違った質感の肌だ。

「ベラドンナ」

　ウィリウスが名を呼び、同じように彼女の頬に手を当てた。

「ありがとう。ベラドンナは美しいよ。見た目も、心も、全部。そんなあんたが大好きなんだ」

　引き寄せられるようにウィリウスに顔を近づけると、間もなく唇が合わさった。

　キスは数秒で終わった。終わらせた、というべきだろう。長く続けていたら、キスだけでは足りなくなってしまうことが手に取るようにわかっていたからだ。

「ひとまず、俺は父上のところへ戻るよ。叔父上の処分を話し合う必要があるし、この騒動は俺が始めたことだし。後始末をしなければ」

　暗に、「今日のところは帰ってほしい」と言われていることをベラドンナは悟った。もちろん、異論はない。

「わかった、大人しく帰る。私の代わりにウィルがあいつに正義の鉄槌をお見舞いしてあげて」

「はは、わかったよ。……ああ、でも、ちょっと待って」

　ウィリウスは苦笑してから、退室しようとするベラドンナを引き止めた。

「どうしたの？」

「ベラドンナの強さは、いつも俺に勇気をくれる。だからお礼が言いたくて。……ありがとう」

















第６章　毒女、王太子にオトされる












　翌年、ベラドンナは王太子ウィリウスと結婚し、晴れて王太子妃となった。

　王弟フィンセント・ガシェは王太子ウィリウスへの継続的な薬物混入の罪で王族としての身分を剥奪され、流刑に処された。捜査を進めていく中で、フィンセントの毒殺の対象がウィリウスだけではなかったことも判明した。体を悪くして長らく伏せっていた彼の妻エリザベスも、夫であるフィンセントに毎日少量ずつ毒を盛られていたのだ。

　フィンセントが拘禁された頃、つまり毒の摂取をしなくなった頃を境に、彼女は体調を立て直し、みるみるうちに元気になった。

　アントニウスは落ち着きがなく、わがままで実年齢より幼く見えたが、母親の快癒にともなって母親思いの優しい子へと変化していった。父親は罪人となってしまったが、これからは母親と祖父母宅で暮らすことの方が楽しみでそれどころではないようだ。

　フィンセントのことはしばらく世間を賑わせたが、噂が落ち着けば初めからいなかった者のように扱われた。賢王と呼ばれる国王トフリートがいるのだから、一人くらい欠けたところで何の問題もなかった。

　ウィリウスは変わらない。相変わらず地味な仕事を好んでいたものの、うまく父のサポートをして何一つ滞りなく国は淡々と回った。

　そしてベラドンナも、王太子妃でありながら毒草食と研究は相変わらず続けている。

「どうした、ベラドンナ？　すごく機嫌がよさそうだ」

　鏡台に向かって髪を梳かすベラドンナは、珍しいことに鼻歌を口ずさんでいた。櫛を置き、ウィリウスが寝そべっている寝台に上がり、自らも同じように寝そべる。

「当然でしょ、だって明日は結婚して初の外出日なんだもの！　この日をどれだけ待ったと思っているの、嬉しいに決まっているじゃないっ」

　ウィリウスとの結婚を承諾するにあたり、ベラドンナはいくつかの条件を設けていた。そのうちの一つが、「結婚しても研究活動を禁止しないこと」。

　どうしても公務が優先されてしまうせいで、気軽に出かけることはできない。だからこそ、数ヶ月前からスケジュールを調整し、抜かりなく準備してきたのだ。

　護衛がつくので二人きりとはいかない。けれどお付きは最小人数に絞ってくれるというし、及第点だろうとベラドンナは満足していた。

「それはよかった。頻繁に外出できないのは申し訳ないけど、久しぶりの王宮の外を一緒に楽しもう」

　肌触りのいい上掛けにくるまり、ベラドンナは目を瞑った。せっかくの機会を寝不足で潰すなどありえない。だから早く眠りに就く予定だった。

「……ちょっと。ちょっと待って、ウィル？」

　ベラドンナはさっき閉じたばかりの瞼を開け、すぐ隣でぴったりくっつくウィリウスに胡乱な視線を送った。

　その理由は、彼の手。上掛けの中で、ベラドンナの太ももを妖しく弄っていたのだ。

「何しているの？　冗談にしてはなんだか……ん」

　ナイトドレスをはだけさせ、内腿の柔らかい部分にねちっこい愛撫が施される。その指先が鼠蹊部に差し掛かったとき、ベラドンナからつい甘い声が漏れた。

「ダメ、今日はダメよ。明日のために必死こいて体調を整えていたのに……っあ、だからっ」

　幾度となく肌を重ねてきたせいで、ベラドンナの体はほんのわずかな刺激でもすぐに反応するようになっていた。今日はまずいとわかっていても、体をよじって逃げようとしても、刺激を受けるたび頭がとろけ始めてしまう。

「俺にとって、万全の体調になるにはこれが必須なんだよなぁ」

　調子のいいことを言いながら、ウィリウスが口付けで機嫌を取ろうとする。

　吸い付かれた拍子に聞こえた、ちゅ、という高音。その音に催淫作用でもあるのか、ベラドンナはつい易きほうへ流れていきそうになる。

「そんな都合のいい……っうぁ、でも、私は……明日いっぱい歩かなきゃ……いけない、のにっ」

「わかってる。ベラドンナはそのままでいいから。俺が全部するから、あんたは俺に転がされて、気持ちいい思いだけしていれば十分」

　仰向けになって足を軽く開くと、その隙間に横に寄り添うウィリウスが手を差し入れた。下着の隙間や恥骨の丘を指で軽くなぞっては、少しずつベラドンナを煽っていく。

　ベラドンナはただ寝そべっているだけ。ぬるま湯に包まれたような心地よさにトロンとして、ナイトドレスを脱がされても下着の紐を解かれても、無抵抗で受け入れた。

「ベラドンナ……綺麗だ。いつ見ても綺麗で強くてかっこよくて、文句の付け所のない俺の嫁さん」

「あぅ……ん、」

　――そんなにベタ褒めしたって、何もサービスはしないわよ。

　言い返したいと思えども、弛緩した口からは喘ぎ声が溢れるばかり。

　ウィリウスが胸の頂を舌でなぶり、秘所を指でかき混ぜる。あっという間に蜜が溢れ、行き場を失った蜜が体の凹凸に沿って垂れた。

　体が火照り熱がこもり、発散させられる場所をいつしかベラドンナは求め始める。だからこそ、横にいるウィリウスがベラドンナの片脚を持ち上げ己の怒張を差し込もうとも、抵抗することができなかった。

「あ、あ、……ああっ！　ウィル、すごく……」

　したことのない、側そく臥が位いという体勢。体のどこかに負担がかかるわけでもなく、しかし奥までしっかりつながった。上げた足をウィリウスの腰に絡ませて、上体を捻って両腕も彼の首に絡ませた。

「ほら、やっぱりしといた方がよかっただろ？　これをしとかなきゃ、体調万全とは言えないよな」

　ベラドンナの耳元で軽口を叩きながら、ウィリウスが律動を開始した。

　結合部から広がる快感はこの上なく幸せで、ベラドンナは目を瞑ってその気持ちよさに浸る。

　ウィリウスも体勢的に楽なのか、手持ち無沙汰になった手でベラドンナを愉しませようとした。最初は首、脇、乳房をいじっていたが次第に下へと降りて行き、とうとう秘所までたどり着いた。指が割れ目を優しく割り、ウロウロしながら目当ての場所を探っている。

「あっ！　そ、そこは――」

　終着点がどこか、聞かなくてもわかっている。

　意識が飛びそうなほどの刺激に、ベラドンナは体をびくつかせた。けれど、嫌ではない。

　繋がるだけでも満ち足りるのに、小さな突起をいじられてはそう長くは保たない。おまけに、そこに触れながらも同時に抽送は継続中である。

　指の腹が休むことなくクリトリスをくるくると撫で、急速に熱が集まっていく。
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「ウィル……もう……っ、イ、イキそ……」

「いいよ。イって。恥ずかしいところを見せて」

　照れてしまうことを言いながらウィリウスが攻めたてるので、堪えようと思う間もなくベラドンナは絶頂を迎えた。

　全身から汗が吹き出し、膣が痙攣を繰り返す。にもかかわらず、ウィリウスは抽送もそこへの愛撫も止めない。

「お願い、触らないでっ！　あう、だめえ、また……っ！」

　一度達すると感度が上がってしまうのか、止まらない刺激に再度ベラドンナは昇り詰めた。

　息を潜め、全身を襲う猛烈な快感をやり過ごす。そして、水面に出た生物が酸素を求める時のように、大きな呼吸を繰り返す。

「っもう、ウィル！　私はもうイッたから、後はあなたが……って、待っ、待って？　もう、いいからっ」

「よくない。俺がよくない。まだ俺は楽しみ足りない。ベラドンナは寝てるだけでいいって言ったろ？」

「っだから！　こんなに何回もイかされたら、明日……っあ、歩けなく……ぅ!!」
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「ベラドンナは体調が優れないみたいだ。今日の外出は取り消すと、カールにも伝えておいてくれ。――ああ、大事にしなくていい、今日一日寝ていれば治るだろうから」

　隣の部屋でメイドと話すウィリウスの声に、ベラドンナは一人ベッドから動けぬまま耳を傾けていた。

「……どうしたんだよ？　あんたが動けないのは確かだ。俺が何か間違ったことを言った？」

　ベラドンナはうつ伏せの姿勢のまま、戻ってきたウィリウスを恨みがましく睨みつける。

「言ってないけど、間違ってる。どうして足腰立たなくなるまでするのよ！」

　せっかくの外出の、その前夜。ウィリウスはベラドンナを抱いた。

　彼にしてみれば一回だが、ベラドンナにとっては片手を超える回数である。体位自体は楽なものだったけれど、だからといって何度も絶頂に導かれては、体力の消耗が激しすぎる。

　そして結局ベラドンナは、待ちに待った休日を休養に充てざるを得なくなってしまったのだ。

「酷い、酷すぎる。これじゃ約束を破られたのと同じだわ。ほんっとに、最さいて――」

「明日」

　ウィリウスが告げた。

「ベラドンナには内緒にしていたけど、実は明日も休みを取ってあるんだよね。一日休めば回復するだろうから、明日、外出することにしない？　護衛はなし、カールもなしで、完全に二人っきりの外出」

「護衛なし……？　お忍びということ？」

　独身の頃のウィリウスは、大抵はカールと一緒だったが一人で外出することもあった。しかし結婚してベラドンナも一緒となれば、以前のように気軽に身軽に行動することは難しかった。

「じゃないと、ナティエの食堂のおかみさんがびっくりするだろう？　それに、お忍びの方がベラドンナも楽しいんじゃないかと思ったんだけど」

「そういうことなら許してあげる。もう、早く言ってよね？　前みたいに二人で……本当に？　嘘とか言わないわよね？」

　ベラドンナはあっさり矛を収めた。

　覚悟のうえで王太子妃になったものの、王宮での生活を不自由に思うことは珍しくない。そんな中でまた以前のような自由を満喫できるとわかり、噛み締めるたびベラドンナは嬉しさが胸に込み上げてきた。

「護衛なしなら諦めていたことも叶う!?　時期的にトリカブトが開花している時期よね……新鮮なトリカブト……フリッターにして食べたい！」

　味を思い出し「あ～どうしよう」と頬に手を当てるベラドンナ。ウィリウスはそんな彼女を微笑ましく眺めている。

「じゃあ、納得してもらったところで、もう一度」

　そう言って、ウィリウスは羽織っていたガウンを勢いよく脱いだ。起きがけの体にとりあえず巻きつけた状態だったから、脱いでしまえば生まれたままの姿となる。しかも、股間はすでに怒張しており臨戦体勢に入っていた。

「え、ちょ、ちょっと……待って？　明日もまた動けなくなっちゃうじゃないの」

「大丈夫大丈夫、ほら、コルセットも脱いだままでいいからさっ」






　王太子妃になどなるものか！　と全力で拒んでいたにもかかわらず、何の因果かベラドンナは結局そこに収まった。

　コルセットはいまだ苦手なままだったが、ウィリウスと二人きりの時に限っては、着けない――着けられない――時間の方が多い。

　どこにいようと何をしていようと、ベラドンナはベラドンナ。誰かに抑圧されるものではなく、靡なびくものでもなく。ウィリウスもまた、それでいいと言ってくれる。

　そして、全幅の信頼を置く彼の胸に抱かれながら、自分のことを無条件に認めてくれる存在がいるって幸せなことかもしれない、とベラドンナは密かに思うのであった。
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